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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　２月16日　晴れ




　今日の日記はお利り口こうさんみたいに書いてみよっと♡

　えーと……今日はおそうじ当番の日だったので、砂さ沙さ美みはぞーきん掛がけをしてました。

　そうしたら阿あ重え霞かお姉様がバケツをひっくりかえしてろーかを水みず浸びたしにしてしまいました。

　お姉様はこんなところにバケツを置いといた砂沙美が悪いって言うんだよ！

　砂沙美はなんか言い返そうと思ったんだけど、お姉様が怖こわいのでなんにも言えませんでした。

　天地兄ちゃんが乾かわいたぞーきんを探しに行ってる間に鷲羽わしゆうちゃんが来て、ポケットからなんか種みたいなものを蒔まきました。

「可か哀わい想そうにねえ、砂沙美ちゃん。鷲羽ちゃんに任まかせなさい」ってにっこり。

　種はあっという間に芽めを出して、ろーかの水を吸い尽つくし、ぞーきんの水も吸っちゃってどんどん蔓つるを伸のばし始めました。

　それから台所の方に伸びてっておナベややかんから水を吸い出し、水道に取り付いてどんどん大きくなっちゃったの。

　おうちの中はジャングルみたいになりました。

　魎りよう呼こお姉ちゃんがアタマに来て蔓をぶった切ったら、そっから噴ふん水すいみたいに水が出てきて砂沙美はびしょびしょになっちゃった！

　天てん地ち兄ちゃんが「鷲羽さん、いいかげんにして下さい！」って怒ど鳴なったら、鷲羽ちゃんが「まあまあ、天地殿どの」って言うの。

　オバケ蔦つたはビーチボールみたいな実をつけると、その中にどんどん水を溜ため始めました。

　ついでに砂沙美の着物の水も吸い取ってくれたので、着き替がえなくても大だい丈じよう夫ぶだったの。

　ビーチボールの中に全部お水が溜まると、鷲羽ちゃんはにっこりして一個もぎ取りました。

「ミラクルジュースの出来上がり！　飲んでごらん」だって。

　え～？　ぞーきんのお水だよ？　って思ったけど、色がメロン色でとってもきれいだったので、砂沙美はストロー入れてちょっと飲んでみたの。

　そしたらもうちょ～おいしいんだ！

「緊きん急きゆう用よう濾ろ過か植物３号」って言うんだって。

　お姉様たちも自分のしたことみんな忘れたみたいにミラクルジュース飲んでにこにこしてました。

　飲み切れないぐらいいっぱい実がなったので、みんなで倉そう庫こに運びました。

　ジャングルの後あと始し末まつは天地兄ちゃんがやってくれました。

　やっぱり鷲羽ちゃんって天才なんだな～と砂沙美は思いました。

　お姉様がバケツ蹴け飛とばしてくれてホントに良かった。

　今度はお菓か子しのなる木だといいな。

















はーと・わぁむ♡









「あたしはやるぜ……！」

　元宇宙海かい賊ぞく改め今は空飛ぶ人間（？）最終兵器、魎りよう呼こさんは柾まさ木き家け名物、空中温泉の中で決意も新たに拳こぶしを握にぎり締しめた。

「今度こそ天てん地ちをゲットする！　思えば色々あったが、せっかくこうして地球に戻もどって来たんだ、今までとおんなじことしてちゃあたしと天地はいつまでもいいお友達になっちまうじゃねえか。今年はハード＆ワイルドでいくぜ。この杯さかずきに賭かけて、あたしは天地を奪うばってみせる!!」

　高々と差し上げた杯の酒を魎呼は固い決心と共にぐっと飲み干ほした。

　時は三月、無ぶ事じ宇宙放ほう浪ろうの旅から帰って来た我らが主人公、天地君も本来なら四月には高校二年生……そろそろ受験準備を始めようかという年である。

　その天地君は男湯の方で透とう明めいなドーム越ごしに黙もく然ねんと晴れ渡わたった空を見上げていた。

「…………」

　心は空くうになっている。

　頭の中には何の雑念もない。

　脳波を取ればきっとアルファ波が見られるだろう。

　並なみの高校生、否いな並の人間なら一生かかってもできないような体験を経へて今、地球の青い空を見上げている天地は、はた目にはぼーっとしているようにしか見えない。

　が、引き締しまった体の線や以前より落ち着いた表情などにある変化が見受けられた。

　そう、多分少しレベルが上がった、というのが適当でなければ少し大人おとなになったのだ。

　と、入り口の方に小こ柄がらな人ひと影かげが現れた。

「天地殿、いる？」

　鷲羽わしゆうの声だ。

「いますよ」

　天地は夢から覚さめたような声で答えた。

「邪じや魔まして悪いわね。ちょっと急に出で掛かけることになっちゃってね、二、三日で帰って来れると思うんだけど、みんなに言っといてくれない？」

「いいですよ」

　天地は曇くもりガラス越しのシルエットを見ながら不思議に思った。

　この空中温泉も鷲羽が作った傑けつ作さくのひとつなのであるが、魎呼などとは違って、男湯を覗のぞきに来たことなど一度もない。

「どうしたんですか？」

「天地殿、お湯の加か減げんはどう？」

　天才科学者はらしからぬことを聞いた。

「ちょうどいいですよ」

　天地は鷲羽の真しん意いを測はかりかね、これは内ない密みつの話をしに来たに違いない、と思った。

「鷲羽さん、何かあったんですか？」

「いや、何でもないんだけど……」

　鷲羽にしてはちょっと歯切れの悪い返事が返ってきた。

「実はね、明日っから銀河アカデミーの学会に出ることになったんで、言いに来ただけなの。天地殿も行きたい？　お偉えら方がたが大勢来るから、紹しよう介かいしてあげるわよ」

　なんだ、そういうことだったのか。

　魎呼や阿あ重え霞かたちのいる前で言うとうるさいからわざわざ男湯まで言いに来たんだ。

　鷲羽は近ちか頃ごろ、こういうちょっとしたところで敬意を払はらってくれるようになった。

　このへんが宇宙の旅から帰ってきて、変わったところかもしれない。

「いや、俺おれがついてってもしょうがないし、留守番してますよ。気をつけて行って来て下さい」

「そう？　……まあ、大丈夫でしょ。何か困ったことがあったら、アンシブルで連絡しなさいな。じゃあね」

　鷲羽のシルエットが動き、出て行く気け配はいがあった。

　天地は湯から上がり、何だか腑ふに落ちない気分で体を洗い始めた。

　と、視界の端はしを何か黒いものがサッと横切った。

「魎りよう皇おう鬼き？」

　天地は何げなく首を回し、露ろ天てん風ぶ呂ろふうになっている岩場を見渡した。

　別に変わった様子はない。

「何だったんだろ？」

　天地は首を傾かしげたが、じきに忘れてしまった。




「まあ、魎呼さん」

　誓ちかいを立ててしまった魎呼がいい気持ちでとっくりを傾かたむけているところに、まっさらの湯ゆ浴あみ着に身を包んだ阿重霞が静しず々しずと入って来た。

「またお酒ですの？」

　ここまではいつものパターンと何ら変わりはない。

「お邪じや魔ましますぅ」

「お邪魔しまーす」

　突然ガラリと引き戸が開き、ギャラクシーポリス最強コンビ、美み星ほしと清きよ音ね改めミホキヨが乱入してきた。

「おっねえっさまァ～」

「みゃんっっ」

　その後から砂さ沙さ美みと魎皇鬼が飛び込んで来る。

「わぁい！　みんな一いつ緒しよだね♡」

　総勢五人と一匹になった女湯の水面が大きく揺ゆれた。

「あっ、酒！　酒がこぼれるだろーがっ」

　魎呼が慌あわててお盆ぼんを持ち上げる。

「やっぱ、みんなで入ると楽しいよね！　わざわざよその温泉行かなくってもおうちで温泉に入れちゃうんだもん。鷲羽ちゃんてホント、天才だよねー」

　砂沙美はお湯を撥はね散らかし、姉に向かってにっこりした。

「砂沙美が言ったの。みんなで一緒に入ろうって。いいでしょ？」

「いいもなにも、もう入ってるじゃありませんか」

　やんごとない樹じゆ雷らい皇おう家けの姫ひめ君ぎみは眉まゆを寄せた。が、愁しゆう眉びを開くとふうっとため息をついた。
















「いい気持ち……こうしていると色々あったのがまるで夢みたいに思えますわ……ね、魎呼さん、お注つぎしましょうか？」

「えッ……」

　阿重霞がにこにこしてとっくりを差し出しているのを見、魎呼は一瞬身を引いた。

「……おめー、なんか性格変わってないか？」

「何のことですの？」

　阿重霞はあくまでも笑顔を崩くずさずに魎呼ににじり寄った。

「わたくしも少し大人になったんですわ。あなたと下らないケンカをしたりするのは、貴重な時間の浪ろう費ひだということに気がつきましたの。こうしてまた地球に帰ってきて、天地様のおそばにいられるだけでも幸せなんですもの、その幸せを大切にしようって決めたんですわ。ささ、どうぞ」

「あ、ああ……」

　魎呼は妙みような顔で杯を受けた。

「さあさあ、どんどんいって下さいな」

　阿重霞は魎呼の杯にまた酒を注つぎ足たし、また少しにじり寄った。

「考えてみれば魎呼さんも苦労が多いですわよねえ。家庭の味というものを知らずに育ったんですもの、少しばかり乱暴だったり、礼儀知らずだったりしても仕方ないですわ。今までいちいち目くじら立てて本当に申し訳ないことをしましたわ」

「おめー……」

　魎呼は杯を持ったまま絶ぜつ句くしてしまった。

　不気味だ。

　こんな阿重霞は見たことがない。

「わたくしって、我がままでしょ？　今まで皆さんにどれだけ苦労をかけたかと思うと、恥はずかしくて穴があったら入りたい気分ですの。魎呼さん、許して下さいます？　今まで色々言って、本当にごめんなさいね」

　阿重霞は頰ほおをほんのり桜色に染そめて魎呼の顔を見上げた。

　許しを乞こうというよりは、キスをねだっているかのような表情だ。

　こうして間ま近ぢかで見ると、黒くろ髪かみと抜ぬけるように白い肌はだの対比が妙に色っぽい。

　この線で迫られたら大たい概がいの男は喜んで墜つい落らくするだろう。

　魎呼の髪がぞわぞわと逆立った。

「阿重霞……」

　魎呼は思わず杯を置き、湯の中で正座した。

　このまま阿重霞が接近してきたらキスするか張り倒すか、という警報が頭の隅すみで鳴っている。

「ねえねえ」

　目を丸くして見ていた砂沙美がそっと美星の腕うでをつついた。

「お姉様、ヘン……」

「……うん」

　美星は清音と顔を見合わせた。

「も、もしかして、阿重霞さん、魎呼さんにラブラブ……!?」




　ばしゃッ！




「ヘンなこと言うんじゃないわよっ」

　清音が美星の頭をお湯の中に突っ込んだ。

「やーん、清音ったら、お湯飲んじゃったじゃない」

　びしょ濡ぬれの美星が恨うらめしそうに清音を睨にらむ。

「阿重霞ッ」

　その騒さわぎで魎呼の金かな縛しばりが解けたようだ。

「いつも通りしろよ、いつも通り！　あたしに色目使ってどうすんだよ？　ふざけたこと抜かしてんと、はっ倒すぞ。おめーとオレは敵どうしなんだからな。丸め込もうってったって、そうはいかねえぞ。分かったか？」

「魎呼さん？」

　阿重霞は改めて魎呼を見返すと、にっこりした。

「イヤですわ、そんなことおっしゃっちゃ。仲良くし・ま・しょ♡」

「うわあああああっ」

　魎呼は湯船を飛び出した。

「何とかしてくれっ。これじゃ殴なぐれねえじゃんか。しっしっ、こっち来んな！　寄るな、触さわるな！」

　顔が引きつっている。

　魎呼を追って立ち上がった阿重霞の動きがぴたっと止まった。

　俯うつむいて肩を震ふるわせている。

「お姉様!?」

　砂沙美は恐おそる恐る声をかけた。

「どうしちゃったの？　魎呼お姉ちゃん脅おびえてるよ？」

　と、いきなり……。

「おーほっほっほっほ！」

　バカ笑いが弾はじけた。

「ああ、おかしい！　魎呼さんたら、けっこう純情なんですもの。そんなに脅えるような提案じゃなくってよ。いいこと？　わたくしは、今までのわたくしとは違います。今年はソフトでメロウな大人の女になって、天地様のハートを射止めるんですわ。ま、そういうわけで魎呼さん、よろしくね♡」

　阿重霞は高笑いしながら湯船の縁ふちに腰こし掛かけ、優ゆう雅がに足を組んで涼すずみ始めた。

「はア？」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていたミホキヨが思わず顔を見合わせる。

「本気みたいですぅ」

「大人の女……って、阿重霞さん、いくつだっけ？」

「ええと……七百と二十一？」

「それだけあればとっくに大人になっててもおかしくないわ。きっと精神年ねん齢れいが実年齢に追いつこうとして目覚めたのよ。何しろ、色々あったもんねえ」

「そうそう。天地さんを追っかけてる間になんか悟さとりを開いたのかも……」

「何がサトリだよ!?」

　げっそりした顔の魎呼がそろそろと戻って来た。

「仲良くし・ま・しょ♡　だと？　語尾にハートつけて喋しやべりやがって、あいつ絶対、宇宙でなんか悪い電波、受信したに違いねえ……あー、びっくりして酒がさめちまったぜ」

　魎呼はブツクサ言いながら岩いわ陰かげから一いつ升しよう瓶びんを取り出し、ヤケになってあおり始めた。

　と、その時。

「みゃん？」

　砂沙美の頭の上に乗っかっていた魎皇鬼がぴんと耳を立てた。

「ん？　誰だれか来たか？」

　魎呼はこの場にはいないもう一人のメンバーのことを思い出し、戸口を振ふり返った。

「そーいえば、なんで鷲羽は来ねえんだ？」

「みゃん！」

　魎皇鬼はひらりと岩の上に飛び降りた。

　きょろきょろと辺あたりを見回している。

「なんだよ。ゴキブリでも出たか？」

　アダルトでメロウな阿重霞よりはまだゴキブリの方がマシな気がする。

　魎呼は一升瓶をラッパ飲みしながら立ち上がった。

　と、魎皇鬼が岩場から飛び降り、洗い場の方へ走って行った。

　桶おけの後ろを覗のぞいたり、植え込みに鼻を突っ込んだりしている。

「おーい。何探してんだ？」

　魎呼は空になった一升瓶を放り出すと岩陰から新たな瓶を取り出した。

「みゃっ」

　急に魎皇鬼が飛びのいた。

　植え込みの陰から何か黒いものが顔を出している。

「なんだ、これ？」

　黒くて丸いものだ。

　それに目が二つついている。

　大きさは毛糸玉ぐらいで妙につやつやしていた。

　魎呼はもっと良く見ようと酒さか瓶びんを置いてしゃがみこんだ。

　と、突然それは体を伸ばし、立ち上がった。

「わぁむ♡」

「え？」

　目玉のついた黒いイモムシはぴょん、と跳とぶと魎呼の膝ひざの上に着地した。

「わッ!?」

　思わず払い落とす。

「わぁむ♡」

　イモムシはぴょん、ぴょん、ぴょん、と跳んで来て湯船の中に落っこちた。

「あっ、大変！」

　砂沙美が咄とつ嗟さに手を差し伸べる。

　そのとたん、湯船のお湯がさっと水に変わった。

「きゃッ」

　砂沙美は慌てて湯船を飛び出し、何が何だか分からないミホキヨも後に続いた。

「な、何なのよォ？」

「なんか言ってたけど……？」

　と、イモムシが水面から顔を出した。

「わぁむ♡」

　湯船の縁にはい上がると、今度は丸くなって砂沙美を見上げる。

「わぁむ？」

　砂沙美は恐る恐るイモムシを見下ろした。

「わぁぁむ♡」

　イモムシは立ち上がり、何だか嬉うれしそうにゆらゆらした。

「……ハートマークが要いるみたい」

　砂沙美は戸と惑まどって姉の顔を見上げた。

「ワームちゃん♡　て言うんだよ、きっと」

　虫が嫌きらいな阿重霞は湯船の縁で足を引っ込めたまま凍こおりついていたが、我に返ったようにいきなり立ち上がって逃げ出した。

「捨ててらっしゃい！　お姉様は虫は嫌いです！」

　取りあえず岩陰に隠かくれると、顔だけ出して命令する。

「魎呼さん、何とかして下さいな！」

　アダルトでメロウな誓いはどこかに置いてきてしまったようだ。

「やだね。ハートマークのついた虫なんか！」

　言い返した魎呼は眉を顰ひそめた。

「ハートマーク？」

　魎呼は阿重霞の隠れている岩陰に近づくと、腕をつかんで引っ張り出した。

「分かったぜ！　おめーがハートマークなんかつけて喋しやべりやがるからヘンな虫が出たんだ！　おめーのせいじゃんか。てめーで捨てて来いよ！」

「まあ、何ですの!?」

　阿重霞は腕を振り払った。

「わたくしと虫と、何の関係があるんです？　あなたこそ悪い虫かなんかこっそり飼かってたんでしょ！」

　阿重霞は身み震ぶるいした。

　たっぷりあったお湯が水になってしまったので温泉の中も温度が下がってしまったようだ。

「寒いじゃない。何とかしなさいよ！」

　裸はだかの女二人が言い争っている間に美星はワームをつまみ上げてしげしげと覗のぞき込んでいた。

「ねえねえ、ワームさん♡　もういっぺんお風呂沸わかしてくれる？　水風呂っていうのはまだちょっと早いような気がするのよねー」

「わぁむ♡」

　イモムシは身を捩ねじると美星の指を擦すり抜け、二匹に分裂した。

「きゃ？」

　双ふた子ごになったイモムシは湯船に飛び込んで小さな水しぶきを二つ、上げた。

　と、魔ま法ほうの如ごとく水面が二分割され、片方から湯気が立ちのぼった。

　ぽこぽこと音がする。

　どうやら沸ふつ騰とうしてしまったようだ。

「……ええっと」

　さすがにしばらく絶句していた美星は沸騰していない方の半分に指を浸ひたした。

「こっちは水ね。て、ことはかき回せばいいわけよ。ワームさん、ありがとう♡」

　湯かき棒を引っ張り出した美星の後頭部に清音の平手打ちがヒットした。

「てッ……」

「問題が違うでしょ！　ハートマークつけてお礼言ってどうすんのよ？」

「わぁむ♡」

　双子のイモムシは水面から立ち上がり、心配そうにゆらゆらしている。

　と、次の瞬間、イモムシは四匹になり、水面は四分割された。

　沸騰している面が二つ、水の面が二つになる。

「わぁむ♡」

　清音が瞬またたきする間にイモムシは八匹になり、水面は市いち松まつ模様に八分割された。

「ちょ、ちょっと待って……」

　イモムシは十六匹になった。

　十六匹が三十二匹になり、三十二匹が六十四匹になって六十四匹が百二十八匹になるのにたった二秒しかかからなかった。

　次の一秒でイモムシは二百五十六匹になり、湯船いっぱいになったところで増ぞう殖しよくが止まった。

「ど、どうしよう、清音」

　さすがの美星もたまげたようだ。

「そんなことは鷲羽さんに聞いてよ！」

　常識中ちゆう枢すうがクラッシュしてしまった清音はもはや放心状態である。

「む、虫がいっぱい……」

　阿重霞はへたり込み、呆ぼう然ぜんと湯船を見つめた。

「えーん……お風呂入れなくなっちゃったあ。誰か鷲羽ちゃん呼んで来てよ」

　砂沙美はべそをかきながら魎呼に訴え、ポーズがかかっていた魎呼ははっと我に返った。

「よしッ、あたしに任まかせな！」

　魎呼の手に丸い光球が出現した。

　衝しよう撃げき波はで吹っ飛ばそうという算段である。

「や、止めて、魎呼さん」

　阿重霞の脳裏に水面中に死んだイモムシが散らばっている惨さん状じようが閃ひらめいた。

「ていッ」

　遅おそかった。

　二百五十六匹のワームは衝撃波が直撃する前に一いつ斉せいに飛び出し、四方八方に散らばった。

「きゃ──────ッ!?」

　悲鳴の五重奏が起こる。

「やだあ───っ。砂沙美、もう出るぅ──」

　砂沙美を先頭に、五人の裸の美女は戸口目がけて走りだした。

「えーん、鷲羽ちゃ──ん」

　ガラス戸が勢い良く引き開けられる。

　と、砂沙美は凍こおりついた。

「お外が……ない……」

　ガラス戸の外には空くう漠ばくたる宇宙空間が広がっていた。

「……なにコレ??」

　砂沙美の後ろで清音が絶句する。

　湯ゆ殿どのと宇宙空間の間には見えない隔かく壁へきか仕切りかなんかが存在しているらしく、いきなり空気ごと吸い出されたりしなかったのは不幸中の幸いと言えよう。

　砂沙美は青くなってがらがらと引き戸を閉めると、曇くもりガラスを背に向き直った。

「お姉様……おうちに帰れなくなっちゃったよ？」

　四人のお姉様たちは、誰も何にも言わなかった。




　さて、ぼーっとしたまま、まだ温泉に浸つかっていた天地は、御み影かげ石いしに寄っかかったままとろとろと眠り込みそうになってはっと首を振った。

「いっけねー……もうそろそろ上がるか」

　手て拭ぬぐいを腰に巻き、何げなく引き戸を開ける。

「いッ……!?」

　脱だつ衣い場じようがあって然しかるべきところには、茫ぼう漠ばくたる砂さ漠ばくが広がっていた。

　砂は血のような赤で空にかかった二つの太陽は緑色、空は薄うす気き味みの悪い黄おう褐かつ色しよくである。

　天地は開けた時の倍の速度でぴしゃんと引き戸を閉めた。

「な、何なんだ!?」

　俺のパンツと作さ務む衣えはどこいっちゃったんだろう？

　場違いな疑問が脳裏をかすめる。

　天地は曇りガラスを背に、今見た風景を頭の中で巻き戻した。

「地球じゃない……」

　天地の額ひたいを冷や汗が伝った。

「まさか、魎呼の奴やつじゃないだろうな？」

　確かに日ひ頃ごろの行いからすると、真っ先に疑われても仕方がない。

　だが、当の魎呼は女湯の方で一匹のワームをつかみ上げ、唾つばを飛ばしながら喚わめいていた。

「てめーらのせいかっ？　あたしたちを元のところに戻せよ！　うじゃうじゃ分裂しやがって、一体何なんだよ、おめーらはっ」




　バチッ！




　魎呼の手に電らい撃げきのようなショックが走った。

「いてーッ」

　魎呼はびっくりしてワームを放し、ワームはその隙すきに植え込みの陰に飛び込んで見えなくなってしまった。

「やりやがったな!!」

　血が昇のぼってしまった魎呼は一瞬にしてバトルスーツ姿に変身し、オーラブレードを引き抜いた。

「ぶった切ってやる！　覚かく悟ごしやがれ！」

　魎呼はあちこちの植え込みや床や岩陰に見え隠れするワームを追って湯ゆ殿どのの中を駆かけ回り、ワームを捕つかまえて異変の原因を探さぐるという当初の目的は宇宙の彼方かなたへ振り飛ばされてしまった。

「やめて、やめて、やめて───!!」

　阿重霞の絶叫がエコー付きで響ひびく。

「お風呂壊さないでよ！　外は宇宙空間ですわよ。穴でも空いたらわたくしたち、こんなカッコで宇宙遊泳ですわ！」

「わぁむ♡」

　ワームたちは喜々として逃げ回り、その足だか尻尾しつぽだかが触れたところには虹にじ色いろの足あし跡あとが残された。

「あっ、ハートマーク！」

　砂沙美はしゃがみ込み、虹色の足跡を爪つめで擦こすった。

「なんだ、シールじゃないや」

　その間に美星はそろそろと湯船に這はい戻り、恐る恐る水面に指を突っ込んでいた。

「元に戻ってる？」

　次の瞬間、幸せそうな声が響いた。

「キヨちゃん、お風呂ちょうど良くなったわよー」

　戸口に手をかけ、もう一度外の様子を見ようとしていた清音は危あやうく足を滑すべらすところだった。

「美星！　アンタ一体なにやってんのよ!?」

「みゃん！　みゃんみゃんみゃん！」

　首を回してワームたちを見ていた魎皇鬼は魎呼のところへ飛んで行くと、戸口の方を見やり、しきりに何か訴うつたえ始めた。

「何だよ？　まだ外になにかあるってか？」

　魎呼はオーラブレードを消すと、大おお股またで戸口の方に近づいた。




　一方天地は、ぴしゃんという音と共に氷雪渦うず巻まく極低温の世界を引き戸の外に締しめ出した。

　これで十一回目である。

　引き戸を開けるたびに違う世界が出現するのだった。

　ある時は灼しやく熱ねつのフレアが、ある時は奇岩の直立する異星の風景が、ある時は巨大なシダとディノサウルスが、またある時は深層心理風の真っ暗な奈な落らくが現れた。

　一度、確かに現代の繁はん華か街がいらしき風景が現れたこともあったのだが、その時は天地が慌あわてて閉めてしまったのだった。

　相変わらずパンツと作務衣は見つからない。

「鷲羽さーん……俺、どうすれば」

　天地は泣きそうな声で呟つぶやいた。

　何度か壁かべを叩たたいたり、大声で呼んだりしてみたが、隣となりの女湯からは何の反応もない。

　自宅の温泉でこんな危機に陥おちいろうとは夢にも思っていなかった天地は、タオル一枚で辺りを見回し、身震いした。

　せめて隣が無事かどうか、それだけでも知りたいんだが……。

　女湯が無事なら、女湯の戸口から外に出られる。

　そう考えた天地は光こう鷹おう真しん剣けんで壁をブチ抜こうと、真剣な表情で両手を合わせた。

　額の中心に力の徴しるしが浮かび上がり、光鷹真剣が現れる。

「鷲羽さん、ごめん！」

　天地は壁に向かって光鷹真剣を振り上げた。

　その時だった。

　引き戸がガラリと開いて、魎呼のたまげた声が飛び込んできた。

「天地!?」




「え？」

「天地様!?」

　魎呼の後ろについてごちゃごちゃと固まっていた女たちは悲鳴を上げて湯船に飛び込んだ。

「魎呼!!」

　どうやら、男湯の入り口と女湯の入り口がつながってしまったらしい。

　魎呼の後を追って女湯に飛び込んだ天地は、ハーレム状態の湯船を見、一瞬めまいを起こしそうになった。

　思わず今入って来た入り口から出ていこうとする。

「行くな、天地！」

　魎呼が叫んだ。

　天地はびくっとして踏み出した足を戻し、長年の習慣で引き戸を閉めた。

「わッ、天地、閉めるな!!」

「あッ……」

　そうだった。

　今戸口がつながっていたからといって、次もつながっているとは限らないのだった。

「ごめん」

　天地は慌てて引き戸を開けた。

　とたんに物もの凄すごいうなり声と共に、巨大な不定形生物が現れた。

「わわッ!?」

　天地は音速を超こえかねない速さで引き戸を閉め、うなり声と怪かい物ぶつを追い出した。

「……ああ、びっくりした」

　天地が振り向くと、湯船の中では四人の美女たちが氷の彫刻の如ごとく凍りついていた。

「すみません」

　人徳の為なせるわざで、つい謝あやまってしまう。

「どうしてこんなことになっちゃったんだか、俺、全然……」

「クソ鷲羽はどこだ!?」

　魎呼が天地を押し倒しかねない勢いで嚙かみついた。

「分かったぜ。あいつが何かしやがったんだ。今頃研究室で大笑いしてるに違いねえ。あいつはそういうヤローなんだ。天地、こっから出さねえと研究室を吹っ飛ばしてやるって言って来い！　今度ばかりは我が慢まんならねえ。虫は出るわ、外は宇宙になるわ、お湯は冷めるわ、腹は減るわ……今、何時だ？」

　天地の脳裏を一瞬、「時そば」の有名なくだりがよぎった。

「五時……。じゃなくって！」

　温泉の中だというのに天地の額には冷や汗が浮かびっぱなしだ。

「鷲羽さんは出掛けてるんだ。多分、もういないと思うな。何だか、銀河アカデミーの学会に呼ばれたとかで……」

「あああ───!!」

　魎呼は湯殿に響き渡るような咆ほう哮こうを振ふり絞しぼった。

「逃げやがったな!!」

「そういえば、何か困ったことがあったらアンシブルで知らせてくれって言ってたっけ」

「やっぱり知ってやがったんだ！」

　怒いかり狂くるった魎呼をよそに、やや理性を取り戻した清音は湯船の中で阿重霞たちと額を突き合わせ、何やらひそひそと相談を始めていた。

「……とにかく、この空中温泉を制御してるシステムに何か異変が起こったのよ。ワームってまさかこんな形してるとは知らなかったけど、システムに入り込んでデータを変えちゃったとか……」

「そうそう」

　美星が後を引き継ついだ。

「そうよ。ほら、パソコンってあったかいからよくゴキブリとか入っちゃうじゃない？　このワームさんもきっとそうだと思うの。こんなにいっぱいいなきゃちょっと可か愛わいいと思うんだけど」

「お姉様、一匹なら飼ってもいいかなあ」

「とんでもありません!!」

　どうやらあまり役に立ちそうもないことを喋しやべっているようだ。

「わぁむ♡」

　いつの間にか湯船の周りにはたくさんのワームたちが集まって伸びたり縮んだりしている。

　天地は呆ぼう然ぜんとしてワームの群れを見つめていた。

　何にも聞かない方がいい。

　直感がそう告げている。

「みゃう？」

　と、足元で魎皇鬼が鳴いた。

　その瞬間、天地の脳裏に天てん啓けいが閃ひらめいた。

「そうだ、魎皇鬼！　この魎皇鬼を宇宙船にして、ここから脱出すれば……」

「そうか!!」

　魎呼の瞳ひとみが輝かがやいた。

「偉えらい！　やっぱおめーはあたしの見込んだ男だぜ。おい、阿重霞！　さっさと上がんな。のんびりしてんじゃねえよ。開けるぞ！」

　魎呼は引き戸を開け放った。

　外にはどこの星だか分からないゼリー状の海が果てしなく広がっていた。

「魎皇鬼!!」

　魎呼が叫ぶ。

「みゃああああん！」

　魎皇鬼は外に飛び出したかと思うと、瞬時に宇宙船モードに変身した。

「行くぜ、天地！」

　魎呼はジャンプすると魎皇鬼の上に飛び降り、姿を消した。

「天地様お願い！　目をつぶって！」

「は、はいっ」

　阿重霞の声に天地はぎゅっと目を閉じた。

　天地の横を柔やわらかく弾はずむものが駆け抜ける気け配はいがした。

「天地さん、ごめんね♡」

「お先にすみません」

　風のように走り抜けたのはきっと、美星と清音だ。

「天地兄ちゃん、もう目開けていいよ」

　小さな手が天地の腕を叩たたいた。

「砂沙美ちゃん？」

　絵本の中の妖よう精せいみたいな裸はだかの砂沙美がにこにこして天地を見上げていた。

「砂沙美、まだ子どもだもん。天地兄ちゃん、一緒に行こ！」

「うん」

　天地は砂沙美の手をぎゅっと握にぎると、いち、にの、さんで飛び降りた。

　五人の美女と一人の少年を乗せた魎皇鬼は加速して空中温泉の戸口から遠ざかると、ふっと姿を消した。




　二日後、学会を早く切り上げて戻って来た鷲羽は、おろおろ顔の信のぶ幸ゆきから天地たちが空中温泉に行ったっきり出て来ないという話を聞き、庭に出た。

　戸口から覗のぞき込むと、誰もいない温泉の中に二百五十六匹のワームどもが嬉うれしそうに跳はね回っていた。

　鷲羽は溜ため息をつくと研究室に直行し、キーボードを叩き始めた。

　もちろん、ワームどもを退たい治じする為ためである。

　システムは修復され、空中温泉は正常に働きだしたが、天地たちは帰って来なかった。

　翌日のことである。

　どーんという衝撃音と共に柾木家の庭に魎皇鬼が降り立った。

「鷲羽ッ！　クソ鷲羽は帰ってるか!?」

　目を吊つり上げたバトルスーツ姿の魎呼と、有り合わせの毛布やシーツを纏まとった天地たちがぞろぞろと降りて来た。

「お帰り、魎呼。お帰り、天地殿」

　珍めずらしくにこにこした鷲羽が庭先で出で迎むかえた。

「お帰りじゃねえよ！　てめー、人をえらい目に遭あわせやがって。ソラリスの海から戻ってくんのに三日かかっちまったぜー」

「システムのエージェントがワームに化けちゃってねえ。行く前にちゃんと整備しといたんだけど」

　鷲羽は平然として魎呼を見上げ、言葉を継ついだ。

「空中温泉は直しといたからもう大だい丈じよう夫ぶよ。服もそのままにしといたから入ってらっしゃいな。魎皇鬼にはお風呂ないから、疲つかれたでしょ？」

「い、いいです。うちのお風呂入りますから」

　天地は首を振ると、毛布を巻きつけたまま足早に玄関をくぐって行った。

「わたくしもいいですわ」

　ミイラのようにきっちりと体にシーツを巻きつけた阿重霞が続く。

「ワームさんたちはどうしたの？」

「どうしてあんなことになっちゃったのよ？」

　二人組のオバケのようにシーツを被かぶったミホキヨが聞いた。

「それがね、どういうわけかプログラムがハートマークだらけでさ、なかなか消えなくてね。原因不明なのよ。ワームは消えたけど」

　ミホキヨは思わず顔を見合わせ、阿重霞は赤面して振り返った。

「わたくし、何にも知りませんことよ！」

　阿重霞は速攻で家の中に消えた。

「ワームちゃん、みんな消えちゃったの？」

　シーツを引きずった砂沙美が残念そうな声を上げた。

「ええ、まあね。あんまりペットには向かないと思うわ。さ、おうちに入りましょ」

　鷲羽が砂沙美の背を押して歩きだしたので、美星はなぜワームがハートマークにひかれたのか聞きそびれてしまった。

　その後、阿重霞は居間にあったハート形のクッションをみな処分してしまい、ワームとハートマークの関係は永遠の謎なぞとなったのであった。







　３月27日　曇り




　ふう……やっとおうちに帰って来れたよぉ。

　ワームちゃん、可か愛わいかったのになー。

　一いつ匹ぴき連れてきちゃえば良かったなー……そしたらこの日記に虹にじ色ハートのスタンプ押せたのに。

　でもでも、今日は天地兄ちゃんと手つないじゃったからハッピー♡

　天地兄ちゃんなら見られてもいいや♡

　あっでも、女の子なんだからきゃッ♡　とか言った方が良かったのかなー？

　でも阿重霞お姉様なんてしょっちゅう悲鳴上げてるけど、あんまし効果ないみたいだし。

　でも天地兄ちゃんの手って、大きくってあったかくってとってもステキ♡

　やっぱ砂沙美、早く大きくなりたいな。

　それでねー、天地兄ちゃんとねー……♡




　あっ、日記がはあとだらけになっちゃった♡

















雲母きらら









　その日、鷲羽わしゆうは朝食の席に現れなかった。

　柾まさ木き家は今や大家族なので、毎食ごとに全員が揃そろう……などということは実はなかったりするのだが、もうなにもかもすっかり準備が整ととのっているのに鷲羽の席は空いたままだ。

　砂さ沙さ美みはごはんをよそいながらコアのメンバーを見渡した。

　どんなことがあろうと、朝ごはんの時間には必ずここに座すわっている、という面々である。

「飯めしは大盛りでな」

　元宇宙海賊の魎りよう呼こが言った。

「はいはい。分かってますって」

　砂沙美は丼どんぶりにゴハンを盛り上げた。

　実際、半分ぐらいね、などと言うのは聞いたことがない。

「軽くでいいわ」

　姉の阿あ重え霞かが言った。

「はいはい」

　答えながら砂沙美はフツーによそう。

　ホントに軽く盛ると十時前におなかが空いて不ふ機き嫌げんになるからだ。

「おじいちゃまとお父様はいつもどおりよね。天てん地ち兄ちゃんも？」

　砂沙美は柾木家の当主信のぶ幸ゆきと、祖父勝かつ仁ひとと孫の天地にそれぞれ茶ちや碗わんを手渡した。

「あっ、うん……」

　天地は文句など言ったことがない。

「じゃあ、いっただっきまあす！」

　しばらく和なごやかな沈ちん黙もくが続く。

　と、砂沙美は顔を上げた。

「鷲羽ちゃん、どうしたのかな？」

「そういえば……昨日から見てないな」

　天地は箸はしを止めて廊下の方を見やった。

　階段下に物置があり、物置の扉とびらは亜空間にある鷲羽の研究室へと続いているのである。

「何かやってるんじゃないですか？」

　鷲羽が何をしようがどうでもいい魎呼と、自分以外のことは基本的にどうでもいい阿重霞は返事をせず、それぞれ別のことを考えていた。

　無事朝ごはんが終わって信幸が会社に行き、勝仁は隣の柾木神社に戻り、天地が畑に出て行ったところで、砂沙美はもう一度考えた。

「朝ごはんをすっぽかしたことなんてなかったのに……」

　朝食の後片付けを済ませ、流しのステンレスを磨みがき上げていたジョージが顔を出した。

　ジョージという名のロボットは経緯いきさつあって鷲羽の秘書となり、今は柾木家にいるのだが、研究室にいるよりは台所にいる方が多いのである。

「どうしました、砂沙美姫？」

「あ、ジョージさん」

　砂沙美はすぐに振ふり向いた。

「鷲羽ちゃん、どうしたの？」

「今朝の煮に物もの、うまかったぜ」

　居間のソファにだらしなく寝そべった魎呼が話を雑まぜっ返した。

「若わか竹たけ煮ですね？」

　ジョージは礼儀正しく教えてやった。

「今朝掘って来たんですよ。地球にはいい食材がありますねえ。朝早くから仕込みにかかってましたので、私もご主人様には昨日の晩からお目にかかっておりません」

「ふーん……」

　砂沙美は何となくヘンな気分で外を見やった。

　空は柔やわらかなパステル・ブルーに霞かすみ、暖かな日差しが庭いっぱいに降り注そそいでいる。

　お弁当を持って出掛けるにはちょうどいい天気だ。

「せっかくお花見行こうと思ったのに」

「お花見？」

　魎呼が起き上がった。

「まあ、素す敵てき！」

　植木鉢から枯かれた花穂をむしり取っていた阿重霞が振り向いた。

「天地様、呼んで来ますわ」

「ううん、ちょっと待って」

　砂沙美は慌あわてて姉を押し止とどめた。

　ヘンな予感はますます強くなってくる。

「ジョージさん、ちょっと鷲羽ちゃん見てきてくれる？」

「いいですよ」

　ジョージは背を屈かがめ、物置の扉をくぐって姿を消した。

　阿重霞と魎呼は顔を見合わせた。

　一歩も譲ゆずるもんか、という決意が火花を立てて散った。

　このエネルギーを柾木家の為ために役立てればどれだけ節電になるだろう、というぐらいのパワーである。

「おめーも花見、来くんのかよォ」

　魎呼はストレートだ。

「あなたこそ、家にいたら？」

　阿重霞もストレートで返す。

「てめーの顔見てると酒が不ま味ずくなるぜ」

「あら、あなたみたいな乱暴者が来たらせっかくのお花が散ってしまいますわ」

「またやってる」

　砂沙美は呟つぶやいた。

　この二人には進歩とか前進とかいう観念が致命的に欠けているらしい。

「いいよ。お姉ちゃんたち、おうちでケンカしてても。砂沙美はジョージさんと天地兄ちゃんと行くから」

　二人のお姉ちゃんたちは沈ちん黙もくした。

　と、ただならぬ顔をしたジョージが戻って来た。

「みなさん、ちょっと……」

「どうしたの!?」

　砂沙美の小さな心臓が跳はね上がった。




　鷲羽の広大な研究室はいつもどおりだった。

　いつもどおり、というのはプログラムが暴走したり、爆ばく発はつ事故が起こったり、凶きよう暴ぼうな不定形生物が逃げ出したり、といったようなことがないという意味である。

　鷲羽はモニターの前に座り、片手を握にぎり締しめたまま微び動どうだにしなかった。

「鷲羽ちゃん？」

「……ウ……」

　鷲羽の唇くちびるが動き、何かを呟いた。

「鷲羽ちゃんどうしたの？　こっち向いてよ！」

　ゆっくりと鷲羽が向き直った。

　砂沙美はドキドキした。

　熱がある人みたいに瞳ひとみがうるんでいる。

　まるで、人には見えない幸福のシールドに包まれているようだ。

「……タウ……」

　鷲羽はそっと拳こぶしを開いた。

　手のひらに何かキラキラしたものがのっている。

　目を近づけるとごく小さい針状の結けつ晶しようだということが分かった

「反応がおかしいのです」

　ジョージが囁ささやいた。

「まるで白はく昼ちゆう夢むを見ているような……」

「心配ないわ、ジョージ。お客様が大勢来るからお茶の支し度たくでもしてちょうだい」

　鷲羽は手を差し上げた。

　と、その時だった。

　鷲羽の手から結晶が浮かび上がると、部屋中に散らばった。

「きゃ!?」

　何万という妖よう精せいが一いつ斉せいに魔法の粉を振ふり撒まいたようなきらめきが研究室を覆おおう。

　カモミールに似た、ほのかに甘あま酸ずっぱい香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

　と、砂沙美の足元に見たこともない子どもが現れた。

　地球人の基準で言えばまだお座りがやっとぐらいの男の子だ。

　明るいイエローグリーンの瞳が不思議そうに砂沙美を見上げた。

　柔やわらかいプラチナブロンドの巻き毛が無む邪じや気きな顔のまわりを縁ふち取どり、顔立ちはどことなく鷲羽に似ている。

「ママ？」

「いい子ね」

　鷲羽は膝ひざをついて手を伸ばした。

　と、男の子の背が伸びたように見えた。

　見えただけではなかった。

　男の子は立ち上がり、鷲羽の手を取って促うながすように扉を指さした。

「お花見に行く？」

「うん！」

　男の子ははっきりした声で答えると、鷲羽の手を引っ張って扉の方へ駆け出した。

「待って！」

　砂沙美は思わず叫んだ。

　何か、とてつもなく不思議なことが起こりつつある。

　見てはいけないものを見てしまった時みたいにドキドキしている。

「なあに、お姉ちゃん？」

　五歳ぐらいになった男の子は扉の前で振り向いた。

「一いつ緒しよに行こうよ。ね？」

　男の子が扉を開いたとたん、キラキラと浮ふ遊ゆうしていた結晶が外へ流れ出た。

「誰だれだ、おまえ!?」

　魎呼は一瞬、意識が途と切ぎれたような気がしてかぶりを振った。

　頭の隅すみで危険信号が明めい滅めつしている。

　これは……これは……。

「魎呼」

　聞き覚えのある声が魎呼を呼び止めた。

　心臓にキュッと痛みが走る。

　総そう毛け立だって恐る恐る振り返ると、もういないはずの人物が立っていた。

「……青せい蘭らん!?」

「花見に行くんだろ？」

　群ぐん青じよう色いろの瞳の海かい賊ぞくはバンダナがわりに魎呼の白いハンカチを結んだまま、優しく微ほほ笑えんだ。

「あ……あなたは……」

　阿重霞は不意に息が詰まり、極ごく彩さい色しきの火花が目の前で散ったような気がした。

「イヤあああああっ」

　阿重霞は研究室の扉を擦すり抜け、外に飛び出した。




「天地様！　天地様!!」

　畑にいた天地は、ただならぬ声を聞いて振り向いた。

「天地様、鷲羽さんが……」

　顔は青ざめ、裾すそは乱れ、額には汗の玉が浮かんでいる。

「おかしいの。何が何だか分からないの。一緒に来て下さいな」

「阿重霞さん、落ち着いて……」

　天地は取り敢あえず阿重霞を引き寄せ、その背を撫なでた。

「どうしたんですか？　何があったんですか？」

「ああ……天地様……」

　阿重霞は天地の胸に顔を伏せ、啜すすり上げた。

「わたくしたちが見えてないみたいなの。小さな男の子が出て来て……」

　阿重霞は震ふるえていた。

　これはいつものおふざけや冗じよう談だんではない。

「行きましょう、阿重霞さん。鷲羽さんは家にいるんでしょう？」

　阿重霞は頷うなずき、天地にすがるようにして歩きだした。




　玄関を開けたとたん、和なごやかな笑い声が響ひびいてきた。

　鷲羽、砂沙美、そしてかん高い子どもの声。

　天地と阿重霞は思わず顔を見合わせた。

　不安の色は消えていない。

「……まだいるみたいだわ」

「誰ですか？」

　阿重霞は返事をせず、天地の袖そでを引いて小走りに居間へ駆かけ込んだ。

「お帰り、天地殿。ずいぶん早いじゃない？　今、みんなで花見に行こうかって計画してたところなのよ。ね、タウ」

　鷲羽はにこにこしながら小さな男の子の頭に手を置いた。

「わ、鷲羽さん……」

　天地は一瞬、足元を掬すくわれたような非現実感に襲おそわれた。

　妙みように目がチカチカする。

　明るい春の日差しが差し込む居間は空気の粒子ひとつひとつが輝かがやいているようだった。

「久しぶりだな、皇おう子じ。元気そうでなによりだ」

　魎呼の横には青蘭がいて、その現実感たっぷりの腕は魎呼の肩に回されている。

「青蘭!?」

「何を不思議そうな顔をしている？　魎呼が呼んだんで、遊びに来ただけだ」

「僕もだよ」

　タウと呼ばれた少年が澄すんだ瞳を向けた。

「ママがおいでって。ここ、いいところだね」

「ママ……」

「この子ねえ、鷲羽ちゃんの子どもなんだよ」

　砂沙美は天地に向かって無邪気に微笑んだ。

「砂沙美も最初はびっくりしたけどさ、もう平気になっちゃった。お姉様、どうしたの？　そんな顔して」

　一気に笑いが弾はじけた。

「だって……どうして……」

　阿重霞は戸と惑まどったまま、視線をさまよわせた。

「こんなことがあるはずないわ。この子は最初見た時、まだ赤ちゃんだったのよ！　それに……」

　阿重霞は思わず天地の方を振り向いた。

「どうしてこの人がいるの？　青蘭はあの時死んだんでしょ？　おかしいわ！　それともみんな幽ゆう霊れいなの!?」

「阿重霞」

　魎呼の瞳は遠い遠い宇宙の彼方かなたをさまよっているようだった。

「そんなとこに突っ立ってないでこっち来いよ。幽霊かどうか触さわってみりゃ分かるだろ？」

「みなさん、お茶が入りましたよ」

　備び前ぜんの茶器揃ぞろいと大皿に盛った桜さくら餅もちを長盆に捧ささげ持ったジョージが静々と入ってきた。

「おや、天地さん。帰ってたんですか。まあ、お茶でもどうです？」

　ジョージの顔は普ふ段だんどおり静かで落ち着いていた。

「さあさあ、座って下さい」

　天地と阿重霞は夢見心地ごこちで鷲羽たちの隣となりに腰掛け、薄うす桃もも色いろの桜餅を食べ、客用の馥ふく郁いくたる煎せん茶ちやを飲んだ。

「天地殿、まだ不思議に思ってる？」

　鷲羽はもうすっかりいつもどおりの口調に戻っていた。

「種明かししてもいいんだけど、それもまあ、趣おもむきがないしね。まあ、キララ・エフェクトとでも思ってちょうだい」

　秘密めいた微笑みが唇に上がった。

「そうそう、まだこの子のこと、言ってなかったわね。タウ、ご挨あい拶さつは？」

「始めまして、天地殿。始めまして、阿重霞殿。僕、タウといいます」

　少年は鷲羽そっくりのはっきりした口調できちんと挨拶した。

「私の息子むすこなの。将来は私を凌しのぐ科学者になるはずだわ。でもまあ、今はそんなことはどうでもいいわね」

　鷲羽はまた微笑んだ。

　すると、その微笑みが小波さざなみのように広がり、一同を包み込んだ。

「花の匂においがするわ……」

　阿重霞は目を閉じて息を吸い込んだ。

　すると心のどこかで別の扉が開き、きらきらと光の粒子がこぼれ出て閉じた瞼まぶたの裏に広がった。

　そう……別におかしなことじゃないのかもしれない。

　ここにいる……ここにいることが大事なんですもの……。

　阿重霞は目を開いた。

　あれほど波立ち、騒さわいでいた心は今、噓うそのように静まっている。

「ごめんなさいね。わたくし……びっくりしてしまって……せっかくいらして戴いただいたのに、失礼な振ふるまいをしてしまいましたわ。どうぞゆっくりしていらしてね」

　阿重霞は静かに微笑み、小さな少年に手を差し出した。

「はい」

　少年は手を伸ばし、阿重霞の手を握り返した。

　天地はざわざわと心が波立つのを感じた。

　鷲羽の息子だというのは本当なのだろうか。

　そういえば前に……。

　天地の心の中にひとつの記き憶おくが流れ込んで来た。

　鷲羽がまだ王立宇宙アカデミーの学生だった頃ころ、好きな人がいて、子どもができたんだ……学生結婚だった……。

　記憶は途切れ、点滅するようにすうっと消えてしまった。

　いつ聞いたんだっけ────？

「青蘭」

　天地はもう二度と見ることはないと思っていた海賊の、群青色の瞳を覗のぞき込んだ。

「君は生きていたんだね？　俺おれまだ……お礼も言ってなかったよな。今はどうしているんだ？　相変わらず海賊やってるのか」

「そうさ」

　青蘭が顔を上げると砂色の髪がきらめいた。

「もう忘れたのか？　俺はいつでも魎呼のそばにいるって言ったじゃないか」

「青蘭、ごめん」

　天地は思わず手を伸ばし、青蘭の手を取った。

　海賊にしては長くて繊せん細さいな指先から温ぬくもりが伝わってきた。

「幽霊だと思ったか？」

　青蘭はおかしそうに笑い、天地の手を握り返した。

「こんなふうに握手で始まる出会いじゃなかったけどな」

「ねえねえ、ゆっくりしてるとお昼になっちゃうよ」

　砂沙美はにこにこしながら皆の様子を見ていたが、ぴょんと立ち上がった。

「早くお花見行こうよ」

「そうね。天地殿、支度してくれる？　お弁当は今、ジョージが作ってくれてるの」

「え？　ええ……」

　いつも冷静な鷲羽の顔は華やぎ、声まで浮き浮きと弾んでいた。

　天地は夢見心地のまま、成り行きに任せることにした。




　柾木神社へと上る石段を途と中ちゆうで逸それ、鮮やかなイエローグリーンのスプレーを吹き付けたような木々の間をうねうねと抜けていくと、いつも稽けい古こ場ばに使っていた小さな空き地に出る。

　今は柔やわらかな若草の絨じゆう毯たんが地面を覆い、染そめ井い吉よし野のや普ふ賢げん桜が空き地を覗き込むように咲いていた。

「わあ……！」

　砂沙美は空き地の真ん中に走り出て、両手を広げ、くるりくるりと回った。

「すごォい！　桜に囲まれたお池みたい」

「じゃあ、真ん中に浮き島を作りましょうね。天地様、ここらへんに敷しいて下さいます？」
















　阿重霞は透すけるような外着の裾すそを翻ひるがえし、ゴザやらポットやらを抱かかえてきた天地を手て招まねきした。

「美み星ほしさんや清きよ音ねさんも呼べば良かったですね」

　ここまで上がって来るのにかなり大汗かいた天地は、息を切らしながらどなり返した。

　そう、今美星と清音は柾木家を出てバイト先に近い小さなアパートに下宿しているのである。

　実際はしょっちゅう柾木家に遊びに来てはごはんを食べて帰るので、あまり家を出たという実感が湧わかないのだった。

　それに、もちろん二人のシャトルはまだ柾木家の亜空間格かく納のう庫こにある。

「ジョージがいるから、もし来てもこっちにいるって教えてもらえるわよ」

　鷲羽は小さな息子の手を引き、うっとりと桜を見上げていた。

「タウ……きれいでしょう？　もっと早く呼んであげれば良かったわね」

「うん……」

　今を盛さかりの桜は一いつ斉せいに羽う化かした小さな蝶ちようのように白い花びらを震ふるわせている。

　何千何万という花びらが重なり合い、微風に嬲なぶられるさまはそこだけ別の命を持って生まれてきたかのようだ。

「僕、この星に生まれたかったな」

「運命が巡めぐってくればね、タウ。きっとそうなるわ」

　緑の海の真ん中にゴザでできた小さな浮き島を作っていた天地はふっと既視感デジヤビユに捕とらわれた。幼おさない頃ころ、母さんに手を引かれてこうして桜を見上げていた。

　今よりもずっと若かった父さんがいた。

　桜はどうしてすぐ散っちゃうの、と尋たずねている自分がいた。

　今ならその答えが分かる。

　桜はほんの短い間だけ、連続した時空間に揺らぎをもたらすのだ。

　固く閉ざされた異界の扉が開き、境界は薄れ、客人まれびとがその香りにひかれてやってくる。

「なんだ……そうだったのか。そうだよな……俺、何を疑ってたんだろう……」

　いつの間にか、青蘭がいることもそんな答えを出した自分のことも気にならなくなっていた。

　と、一ひと際きわ見事な桜の陰にあえかな姿が立ち現れた。

　霞かすむ空を映したような水みず浅あさ葱ぎの単ひとえに白桜の帯を締しめたその姿は、幹に手を添そえて首を傾かしげるように桜を見上げていた。

「母さん!?」

　その時、願望と記憶と現実とがキン！　と音を立ててひとつに合体した。

　信じられないような幸福にきゅっと喉のどが固くなる。

「タウ、阿あ知ち花か殿を呼んでおいで」

　鷲羽は天地が何も言えずにいるうちにそっと少年の肩を押しやり、天地に向かって微笑んでみせた。

「阿知花殿、ようこそいらっしゃいました」

　少年は礼儀正しく一礼すると、阿知花の手を取って浮き島へと戻ってきた。

「来てくれたんだね……」

　天地は胸が詰まって何も言えなくなってしまった。

「いいのよ、天地。分かっているわ。お前とはこの前会ったばかりですものね」

　阿知花は昔のままの姿で微笑んだ。




　台所で一人、三段重ねの御お重じゆうに花見弁当を詰めていたジョージはもう持っていくばかりに風ふ呂ろ敷しきを結んだ後、しばし手を休め、記憶を探るように俯うつむいた。

　時間にしてほんの二、三秒のち、ジョージは御重をそのままにして研究室の扉をくぐった。

　鷲羽の座っていたところにはきらきらした結けつ晶しようが落ちていた。

　ジョージは注意深くそれをつまみ上げると、解かい析せき装そう置ちにセットし、データベースを呼び出した。

［キララ・ウィルス］

　ディスプレイにデータが流れ出した。

　高次元を構成する超物質に寄生する生命体。通常次元では特定地域にのみ針状の結晶体として存在している。感かん染せんすると知的活動域に様々な変化をもたらし、一時的に幻げん覚かく、願望充じゆう足そく感、多幸感などを引き起こす。致死性があり、宇宙船内部などで感染した場合、乗員全員が衰すい弱じやく死しする例がある。




　治ち療りよう法ほうなどについては記き載さいがなかった。

　ジョージは銀河アカデミーの微生物研究部門とギャラクシーポリス付属の医い療りようセンターにアクセスしたが、満足のいく答えは得られなかった。

　症しよう状じようについては種族差、個体差が激はげしく、同じ樹じゆ雷らい星人でも何が生死を分けるのかはっきりしていないらしい。

　ジョージはディスプレイの前でしばらく（時間にして今度は七、八秒の間）考えを巡めぐらしていた。

　鷲羽の息子だというあの少年や、青蘭が見えたということは、自分も感染しているということだろう。

　鷲羽はあの時、大丈夫、と言ったが正常な判断力が失われているのかもしれない。

　自分はともかく、ご主人様や砂沙美姫は危険だ。

　本当はこの場で各方面に連絡するべきなのだろう。だが……。

　ジョージはアンシブルの端たん末まつ機きを取り、研究室を出た。

　異様な兆ちよう候こうが感じられたらすぐにでもしかるべき機関に連絡を取るつもりだった。




　雲のような桜の下からは和やかな笑い声が響いて来た。

　全員が車座になり、それぞれ杯さかずきを手にしている。

「遅くなりました」

　ジョージは膝ひざをついて風ふ呂ろ敷しき包づつみを開き、御重を並べ、別にデザートを入れて来たパックの蓋ふたを開けた。

　手て鞠まり結びや厚焼き卵や鶏とりの照り焼き、小こ蕪かぶときゅうりの和あえ物、海え老びの変わり揚げ、蕗ふきの煮物などにイチゴとうさぎリンゴが並んだ。

「わあ！」

　砂沙美は目を丸くし、隣の女の子ににっこり微笑みかけた。

　きちんとしたお嬢じようさんふうのワンピースを着た髪の長い女の子だ。

「どうぞ、ユーレイの美み零れいちゃん」

「私、ユーレイじゃないってば！」

　どうやらまた一人、客人が増えたらしい。

　砂沙美の知り合いなのだろうか、可か愛わいい女の子だ。

　阿知花は静かな微笑みを浮かべたまま、桜色に頰ほおを染めた阿重霞と話し込んでいた。

　青蘭は杯を片手に海賊時代の冒ぼう険けん物語を語っているらしい。

　そうそう、あの時はな、とかこいつはバカでよー、と魎呼が合いの手を入れ、天地はにこにこして二人の話に聞き入っていた。

「ご主人様？」

　ジョージはポケットに入れてきたアンシブルの端末を握にぎり締しめた。

「野や暮ぼな話はやめてね」

　鷲羽は笑いを含んだ目でジョージを制した。

「データベースを覗のぞいたって何も分かりゃしないわよ」

　では、鷲羽は何もかも予想していたのだ。

「……はい、ご主人様」

　ジョージはポケットからそっと手を抜くと、そろそろと引き下がった。

「はい、ジョージさん。お疲つかれさま」

　砂沙美が杯を差し出した。

「ありがとうございます」

　取っておきの大だい吟ぎん醸じようがなみなみと注つがれた。

　外見はともかく、鷲羽のちょっとしたプラス・アルファのお陰かげで生体と同じように五感を備えているジョージは、ありがたく御ご馳ち走そうを戴いただいた。

　清せい冽れつな香かおりが口中に広がると共に、この非常事態を楽しむ気持ちが湧わいた。

「まだお客さんが来るわよ。いっぱい作ってきてもらって助かったわ」

　鷲羽の言葉につられたかのように、石段を降りて来る勝仁の姿が目に入った。

「おお、見事な桜じゃ」

　勝仁は見知らぬ客人がいるのを見ても全然動じるふうでもなく、天地の隣に腰を下ろした。

「じっちゃん……」

　天地はドキドキして祖父の顔と母の顔を見比べた。

「お父様、一昨日おとといの晩、夢でお会いしましたね」

　阿知花が軽く頭を下げた。

「うむ」

　勝仁は嬉うれしそうに頷うなずいた。

「お前も桜を見に来たか。そうかそうか。ゆっくりして行きなさい」

「はい」

　勝仁の杯に酒が満たされた。

「お父様、信幸さんは？」

「じきに来るだろう。花見を逃すような男じゃないからの」

　天地はホッとして杯を置いた。

　大丈夫、みんなうまくいくようになってるんだ。

　そう思うとまたひとつ心が軽くなった。

「砂沙美ちゃん、お散歩行こうよ。この辺案内して！」

「あ、僕も行きたい！　ママ、行ってもいい？」

　美零が立ち上がったのにつられてタウも立ち上がった。

「いいわよ。三人でいってらっしゃい」

　今日友達になったばかりの子どもたちは笑いながら桜の下をくぐり抜け、走って行った。

「不思議ですわね……こうして会ってお話しすることなどできないはずなのに、どうしてかしら……」

「阿重霞、おめーは酒が足りねえんだよ。今日はケンカはなしだ。注ついでやるからありがたく飲め」

「そんなに注いだら酔っ払ってしまいますわ」

　阿重霞は天地に助けを求めた。

「天地様、半分手伝って下さいな」

「若い人は仲がよろしいこと」

　阿知花は目を細め、勝仁に目配せした。

「お父様、樹雷では二人の妻を娶めとることができるのでしたわね。未来の話をお聞きになりたい？」

「阿知花や、それは先の話じゃ。今聞いたら楽しみがなくなってしまうでの」

「あら、良いではありませんか。私にも聞かせて下さいな」

　勝仁の後ろに昔ふうの着物姿で髪を高く結ゆい上げた若い女が現れた。

「阿知花ちゃん、美人薄はく命めいってホントね」

「まあ、お母様!?」

　さてその頃、誰もいない柾木家を訪おとずれた美星と清音は縁側で眠りこけている魎りよう皇おう鬼きを発見し、首を捻ひねっていた。

「魎ちゃん、一人なの？　砂沙美ちゃんは？」

「ヘンねえ。みんなどこへいったのかしら？」

「みゃん」

　魎皇鬼は目を覚まして大きなあくびをした。

「みゃん？　みゃみゃあ、みゃん」

「え？」

　美星は首を傾かしげた。

「キヨちゃん、私、いっつも思うんだけどさ。魎皇鬼の言葉が分かったらいいなあって」

　と、車のエンジン音が聞こえ信幸が現れた。

「ああ、いらっしゃい。みんなどこへ行ったんだか知らないかな？」

「アタシたちも今来たばっかりなんです」

「お花見でもいっちゃったのかしら」

　美星と清音は顔を見合わせた。

「みゃん！」

　魎皇鬼は信幸の顔を見るとさっと飛び降り、とことこと外に歩いていった。

「あ！　魎ちゃん？」

　三人は魎皇鬼の後を追って歩きだした。

　桜の下からは賑にぎやかな歌声と手て拍びよう子しが聞こえてきた。

「ほら魎呼さんの声！　やっぱりお花見だわ」

　ミホキヨは走り出し、信幸は慌あわててその後を追った。

　宴うたげは今や絶好調で、空き地には大勢の客が集まっていた。

　阿重霞の横には樹雷の衣い装しようを纏まとった位くらいの高そうな老婦人がおり、砂沙美のそばには見知らぬ少年と少女が楽しそうな笑い声を上げていた。

　魎呼のそばには群青色の瞳を持つハンサムな青年が座り、勝仁の横には髪を結い上げた若い女ともう一人、もう二度と見ることはないと思っていた水みず浅あさ葱ぎの着物を着た亡なき妻が微笑んでいた。

「阿知花……!?　阿知花!!」

　信幸はつんのめって危うく宴の席に転げ込むところだった。

「あなた！」

　昔のままの妻が振り返った。

「阿知花……帰って来たんだね？」

「桜を見に来ましたのよ」

　信幸は妻の肩を抱き、ほんのりと桜色に染そまった頰ほおに指を触ふれた。

　と、自然に涙がこぼれ、阿知花の顔を濡ぬらした。

「ずっと写真を飾って下さってるのね」

「うん……そうだよ。毎日見てる」

「全然変わらないわ」

「もう四十を過ぎたよ」

「天地を立派に育てて下さったわ」

　ミホキヨはあんまりびっくりしすぎて言葉も出ないまま、目の前で起こった奇き跡せきを見つめていた。

「そんなとこで突っ立ってないで、こっち入んな！」

　すっかり出来上がって上じよう機き嫌げんの魎呼が怒鳴った。

　杯が回され、新たに酒が注つがれた。

　残り少なくなった料理がかき集められ、遅れて来た客に振る舞われた。

「まあ……こんなことって……まあ、どうしましょ？」

「鷲羽さんの魔法なの？」

「キララ・エフェクト！」

「僕のママは天才なんだ」

「ねえねえ、覚えてる？　いつか船の中でおどかしてゴメンね」

　きらきらと言葉が飛び交い、笑い声が上がり、美星も清音もあっという間に宴うたげの輪にのみ込まれてしまった。

「君に会えて嬉うれしいよ」

　青蘭の手が伸びて美星の杯に酒を注ぎ足した。

「まあ、海賊さん！　もう二度と会えないかと思ってたわ」

　美星はちょっと涙ぐんだ。

「もうお星様になっちゃったかと思ってたの」

「実は近くにいるのさ。でももう逮たい捕ほされてやれないな」

「連れてっていいぜ」

　すぐに魎呼が応じた。

「たまには誰か別の奴やつに取り付いてみろよ」

「失礼。私も一杯戴いただけるかな」

　銀ぎん髪ぱつを後ろで一つにまとめた眼光鋭するどい男が鷲羽の背後に現れた。

「久しぶりだな、プロフェッサー」

「神か我が人と!?」

　天地はさすがに息を吞のみ、腰を浮かせた。

「あーあ。あんたは来なくても良かったのに」

　鷲羽は気の乗らない様子でそれでも酒を注いでやった。

「もったいない話だ。こんなに平和では光こう鷹おう真しん剣けんなど使い道がないだろうに。ところで少年よ、超次元的存在については何か知ってるか？」

　神我人は超物質の特性について天地に講義を始めた。

　春の日はゆっくりと暮れていき、やがて頰を撫なでる風が冷たく感じられるようになってきた。

　と、ひとひら、桜が舞い落ちた。

　次の風で桜は更さらに色あせ、命を失って枝から離れた。

　雪のように桜は舞い落ち、若草の海に降り積もり、風に巻き上げられて杯に飛び込んだ。

「桜が……」

　見上げた清音の黒髪にふたひらの蝶が羽を休めた。

「さあ、もうそろそろ帰る時間だわ」

　鷲羽はタウを抱き寄せ、愛いとしげにその髪を撫でた。

　ゴザでできた小さな浮き島にはまだ光があったが、もう日は落ちて辺りは急速に暗くなってきた。

「また会いましょうね」

「また次の宴まで」

「桜の時期に」

　客人まれびとたちは口々に別れを交わし、たくさんの手が祝しゆく宴えんの後を片付けた。

　浮き島が取り払われると名な残ごりの光は夕ゆう闇やみに溶とけ込んでいき、空き地には柾木家の人々だけが取り残された。

「さあ、行くか」

　信幸は呆ぼう然ぜんと空を見上げている天地の肩に手を置いた。
















「また会えるさ。季節が巡ればまた……」

「……うん」

　天地は頷き、荷物をまとめて足早に歩きだした。

「天地！」

「天地様！」

「天地兄ちゃん！」

　未来の花嫁候補たちがすぐ後を追い、天地の荷物を取り合ってせっかくの余よ韻いんを台なしにしてしまった。

「ご主人様、実は……」

　空き瓶びんを抱かかえたジョージがひとり立ち尽くしている鷲羽におずおずと声をかけた。

「致死性があるっていうんでしょ？」

　鷲羽はもうすっかりいつもの天才科学者の顔に戻って振り返った。

「この土地と桜の霊力に肩代わりしてもらったの。見てごらん」

　桜は殆ほとんど散り落ち、足元には真っ白な花びらの絨じゆう毯たんができていた。

「一週間ほど経たつとね、すっかり元どおりになってるわよ」

　次の週にジョージが再び空き地を訪れた時には桜は跡あと形かたもなく吹き払われ、見事な葉は桜ざくらになっていた。







　４月７日　晴れ




　今日は砂沙美、とってもベリーハッピー！

　だって美み零れいちゃんと会えたんだもん！

　もう二度と会えないんだと思って、あの時はずいぶん泣いたっけ……。

　美零ちゃんのことは天地兄ちゃんたちにもヒミツなの。

　砂沙美、幽ゆう霊れい船せんでただ迷まい子ごになっただけってことになってるの。

　だからもう、嬉うれしくって……キララ・ウィルスさん、どーもありがとー！

　やっぱ鷲羽ちゃんは天才だねー。

　あっ、そうか。鷲羽ちゃんはあの子に会いたかったのか。




　……なんだか色々思い出してたら書けなくなっちゃった。

　おやすみ、美零ちゃん。

　おやすみ、タウ君。

　おやすみ、阿あ知ち花かさん……。

















コンビニ・ウォーズ









　岡山県在住、推すい定てい年ねん齢れい七百十七歳の元宇宙海かい賊ぞく、魎りよう呼こさんは寝静まった柾まさ木き家の廊ろう下かをひたひたと歩いていた。

　目的は台所だ。

　コンビニのコマーシャルみたいに、夜中に突然アイスクリームが食べたくなってしまったのである。

「バニラかなー、ストロベリーかなー、クッキークリームかなー、チョコチップかなー」

　呪じゆ文もんのように唱となえながら台所を覗のぞくと、冷蔵庫から青白い光が漏もれていた。

　と、思ったとたんバタッという音とともに光が消え、物ものの怪けみたいな黒い影かげがササッと戸棚の方に移動するのが見えた。

　魎呼はパチッと電気をつけた。

「見たぞ～」

　後ろに黒くろ髪かみの尻尾しつぽを二本垂たらした寝ね間ま着き姿の女妖よう怪かいはストロベリーアイスの七六〇ミリリットル入りカップを抱かかえたまま振ふり向いた。

「何よ!?」

　樹じゆ雷らい星出身、国に帰ればやんごとない姫ひめ君ぎみなのだが今の阿あ重え霞かは単なるいやしんぼである。
















［妖怪・アイスクリームなめ］

　柾木家に出しゆつ没ぼつすると言われている女妖怪。

　真夜中の人ひと気けのない台所に現れ、いつのまにかアイスクリームを減らしてしまう。明かりをつけると恥はじ入って退たい散さんする。




　妖怪・アイスクリームなめは退散しなかった。

「あげないわよ！　ちょっとしか残ってないんだから」

　魎呼はつかつかと阿重霞に近づくと、ものも言わずにカップをひったくった。

　今分かったのだが、ストロベリーアイスが食べたかったのだ。

「太るぞォ。天てん地ちに嫌きらわれるぞォ。明日の朝、みんなにばらしてやるぞォ。それでもいいんだな？」

　阿重霞はスプーンを握にぎり締しめたままふるふると震ふるえていたが、いきなりテーブルの上にスプーンを放り出した。

「イジワル！　覚えてらっしゃい！」

　妖怪は力を失ってぱたぱたと走り去って行った。

　魎呼はにんまりしてスプーンを取り上げ、アイスクリームをなめ始めた。

　行あん灯どんの油をなめてトリップする化け猫という妖怪の話があるが、柾木家の妖怪はアイスクリームでトリップする。

「あああ……こんなんじゃとても足りねえよなあ」

　トリップした魎呼の脳のう裏りに光り輝く数字の宮きゆう殿でんが現れた。

　何でも揃そろっている、何でも手に入る魔法の店である。

「清きよ音ねのコンビニが隣となりだったらいいのによォ」

　今は柾木家を出て相棒の美み星ほしと一いつ緒しよに下宿生活を送っている清音真まき備び一級刑事は、セブン・イレブンでバイトしているはずだ。

　念のために言い添そえると、二人の所属先はギャラクシーポリスである。

　魎呼の特殊能力、瞬間移動と壁抜けを使えばコンビニ荒らしぐらいはお手のものなのだが、近きん辺ぺんの店ではすぐ噂うわさになるだろうから実際、そんなことはできないのだった。

　天地の耳に入ればすぐ犯はん人にんが分かってしまうからである。

　柾木家の一人息子むすこにして跡あと取とりの柾木天地（一七歳）のモットーは、「人ひと様さまに迷めい惑わくをかけない」、次は「平へい穏おんな人生を歩む」こと。

　このモットーがあるおかげで、柾木家に生息している四人と一匹の宇宙人どもはムラ社会と軋あつ轢れきを起こさずになんとかやってきているのである。

　魎呼は冷蔵庫を開け、半分ずつ残っていたバニラとチョコチップとクッキークリームのカップをあっと言う間に空にしてしまった。

　空のカップを元どおり冷凍室に突っ込むと満足そうに舌なめずりする。

　そしてふわふわと宙を上がっていき、梁はりの上に造られた自分の隠かくれ家がに退たい散さんした。




　悪事が露ろ呈ていしたのは、翌日のことである。

「まああ！　アイスクリームが全然残ってないわよ！」

　阿重霞はわざとらしい大声を張り上げて空のカップを冷凍室からひっぱり出し、テーブルの上に積み上げた。

「誰だれが食べちゃったのかしら!?　ねえ、砂さ沙さ美み、おかしいと思わない？」

　居間にいた全員の視線が魎呼に向けられた。

「魎呼お姉ちゃん!?」

　台所の小さな女神は恨うらめしげに魎呼を睨にらみつけた。

「魎呼か!?」

　天地は嘆たん息そくした。

「じゃ、来週までアイスなしだからな」

　柾木家は週に一回、大量の食料品を買い出しに行くのである。

「いいえ、食べちゃった人が責任を取るべきよ。ねえ、天地様？」

　阿重霞は勝ち誇ほこったようにちらりと魎呼を見、せせら笑った。

「う……」

　魎呼は詰まったまま呻うめいた。

　犯人に確定されるまで五秒とかからなかった。

　いまさら（あたしじゃないっ）などと叫んでももう手て遅おくれである。

　阿重霞の奴やつはきっとあれから寝ないで報ほう復ふく手段を考えていたに違いない。

　と思っているところに天地が割り込んだ。

「とんでもない!!」

　心なしか、顔が青ざめている。

「魎呼に責任を取らせたりして追い詰めないで下さい！　アイスなんかなくともなんとかなるでしょう？　阿重霞さん、今、魎呼が何を考えてるか分かりますか？　この顔は近所のコンビニに押し入ってアイスを強ごう奪だつしてこようって顔ですよ。頼たのむから二人とも面倒を起こさないで下さい！　そうしないと俺おれたち、ここに住めなくなっちゃいますよ！」

　天地は魎呼の顔を見、阿重霞を見、砂沙美の頭にのっかっている魎りよう皇おう鬼きを見、最後に台所で新聞を読んでいる（ふりをしている）天才科学者（鷲羽わしゆう）を見た。

「いいですか。この家から一歩でも外に出たら、自分はフツーの地球人なんだっていうのを忘れないで下さいね。頼みましたよ」

　天地は振り返り振り返り、居間を出て行った。

　長い間秘密になっていたが、柾木一家があまり外に出ない──自じ給きゆう自じ足そくのような生活を送っているのにはこういう理由があったのである。

　居間に残された宇宙人たちは何となく顔を見合わせた。

「ほら、みなさい。あなたの日頃の行いが悪いから、わたくしまで怒られちゃったじゃないの。気をつけてよね！」

「何だと!?」

　魎呼はかぁっと頭に血が上ってしまった。

「おめーだって台所でこそこそやってたくせに！　なんでいつもいつもあたしばっか怒られなきゃなんないんだよ？　アイスの一個や二個や三個や四個、食ったっていいじゃんか！　それだって全部食ったわけじゃない、半分しか残ってなかったんだからな。そんなことおめーにしたり顔で言われるぐれえなら最初っから全部食っとけば良かったぜ！」

「何よ！　悪いなら悪いで謝あやまったらいいじゃないの。あなたみたいな泥棒猫は柾木家の恥はじですわ！　そんなことばっかしてると、今に追い出されますわよ！」

　天地の言いたかったこととは微び妙みように論ろん点てんがずれているような気もするが、昨日からの続きでむしゃくしゃしている阿重霞はここを先せん途どとばかりに言い募つのった。

「大体、あなたは毎日何をやってるのよ!?　何か役に立ってますこと？　柾木家の為ために働いたり、掃そう除じしたり、ゴハンを作ったりしたことがあって？　働かざる者、食うべからずって言うじゃないの。毎日家事のローテーションをきちんとこなしてるわたくしたちに比べたら、あなたはゴキブリ以下ですわ。いいえ、食べる量から言えば巨大ゴキブリかもしれないのに、この上好き勝手するなんて許せないわ！　あなたはダニよ！　サナダムシよ！　柾木家の厄やつ介かい者ものだわ！」

　あまりの言いように魎呼の目が丸くなり、一時思考が停電してしまった。

　と、海賊時代の非常用（本能的）回路が生き返り、どっとアドレナリンが流れ込んで来た。

「あーあ、そうかい。分かったぜ」

　髪は逆立ち、目は金色に切れ上がり、体のまわりで怒りのオーラが揺ゆらめいている。

「要するに、あたしは邪じや魔まだって言いたいんだな？　分かったよ。てめーの望みどおり出てってやろうじゃねえか」

「お姉ちゃん!!」

　砂沙美は心しん底そこびっくりして魎皇鬼を振り落としそうになった。

「ダメだよ。出てくなんて言わないでよ。砂沙美がアイス買ってきてあげるからさ、お姉様も本気で言ったんじゃないよきっと」

「みゃあああん……」

　頭の上で魎皇鬼が脅おびえたように鳴いた。

「魎皇鬼。おめーはいいんだよ。砂沙美に可か愛わいがってもらいな」

　魎呼の押し殺したような声はかなり不気味だ。

「ふん！」

　阿重霞はそっぽを向いてしまった。

「わたくしが止めると思ってるなら大きなミステイクですわよ。清音さんたちを見習ってマジメになるいい機会ですわ」

　魎呼の元々、三さん白ぱく眼がん気味の目がさらに吊つり上がった。

「ああ、そうするぜ。あばよ！」

　言うなり、魎呼の姿が消え失うせた。

「魎呼お姉ちゃん!?」

　砂沙美は呆ぼう然ぜんと暗雲漂ただよう空間を見つめていた。

　いつもと違う……いつもの魎呼お姉ちゃんじゃない……。

「鷲羽ちゃんっ、魎呼お姉ちゃんが家出しちゃったよ！」

「うーん……」

　鷲羽は新聞の衝つい立たてから顔を出した。

　目が楽しそうに輝かがやいている。

「今日中に帰って来れば家出じゃないし、帰って来なければ家出だわ。不確定要素って奴やつね」

　鷲羽はにやにや笑いを残したまま、研究室に引き上げてしまった。

「ふん……！　おなかが空すけばそのうち帰ってくるわよ」

「みゃあああん……？」

　砂沙美は思わず魎皇鬼をぎゅっと抱だき締しめ、二本の尻尾をたなびかせて部屋を出て行く姉を見送った。

「魎呼お姉ちゃん、帰ってくるよね？」

　だがその晩、魎呼は本当に帰って来なかったのである。




「お会計は九百七十六円になります。千円からお預あずかり致いたします」

　清音は大学生風の男に二十四円の釣つりとレシートを渡し、にっこり微ほほ笑えんだ。

「ありがとうございました！」

　コンビニの素そっ気けない上うわ着ぎにはもったいないような笑顔である。

　男はポッと顔を赤らめると、そそくさと店を出て行った。

「今日は遅かったねえ」

　人の良さそうな中年の店長はにっこりした。

　笑いジワの刻まれた目め尻じりが下がった。

「君目当ての客が大勢来るからなあ。空いてる時間を狙ねらったんじゃないのかい」

「違いますって」

　清音は注文票のチェックを始めた。

　この小さなコンビニでバイトを始めて一カ月、まずまず平へい穏おんな日々が続いている。

　店の名前はスリースターズ。

　店長の名は星ほし浦うら裕ゆう次じ郎ろう。

　コンビニといっても元は酒屋だったところを時代に合わせてコンビニ風に改かい装そうした店である。

　清音は夫婦二人でやっているこの小さなコンビニが気に入っていた。

　ずっと働きたいと思っていた。

　だから美星は別として、誰にもこの店のことは言わなかった。

　地球での仮の姿とは言え、流る浪ろうのバイト人生に終しゆう止し符ふを打ちたかったからである。

　だが、そんなささやかな希望を微み塵じんに打ち砕く日がやってきた。

　時は五月、この国では子供の日として知られている夜のことである。

「ずいぶん捜さがしたぜ」

　魎呼は哀あわれな犠ぎ牲せい者しやを小わきに抱かかえ、険けん悪あくな笑みを浮かべた。

「バイト先を変えたなら変えたって言ってくれりゃあいいじゃんか」

「魎呼さん!?」

　清音ははっと身構えた。

　これぞ諸悪の根源、清音の流浪人生の原因、行く先々で仕事を妨ぼう害がいし、経済活動を破は壊かいする恐きよう怖ふのたかり屋なのである。

「キヨちゃん、ごめんですぅぅぅぅ……」

　魎呼にがっちり抱えられた美星がそっと手を合わせた。

「ま、いいや。当分世話になるぜ」

　魎呼は美星を放り出すと、カゴを持って店内を回り始めた。

「おめーのせいで昼飯も晩飯も抜きだ」

　魎呼はカゴいっぱいになるまで弁当を積み上げると、その場で包みを開け、もりもり食べ始めた。

「ちょっと、魎呼さん!?」

「るせえっ」

　まことに簡かん潔けつな返事が返ってきた。

「あたしはなあ、ちょっと気が立ってんだ。邪じや魔ますると衝しよう撃げき波はで店ごとぶっ飛ばしてやるぜ」

　清音は仰ぎよう天てんして美星の方を振り返った。

　美星はぶんぶん首を振り、（柾木家にＴＥＬ？）というサインを送った。

「魎呼さん、ちょっとこっち来て。お弁当はあげるから奥に行って……美星っ、レジお願い！」

　清音は咄とつ嗟さにカゴを持ち、魎呼の袖そでを引っ張って店の倉庫に誘ゆう導どうした。

　倉庫では店長が在庫チェックをしているところだった。

「誰だね、君は!?」

「あっ、すみません店長、この人はアタシの友だちで……」

　言いかけたところで魎呼が遮さえぎった。

「おめーが店長か？　今からこの店はあたしのもんだ!!」

　魎呼は左手に箸はしと弁当をまとめて持ち、すらりとオーラブレードを引き抜いた。

　店長のアゴが落ち、ついでにチェック表が床に落ちた。




「おめーんとこの弁当、けっこういけるな」

　魎呼はダンボール箱の上にあぐらをかいて雑誌を読みながら上じよう機き嫌げんで缶かんビールを飲んでいた。

「気に入ったぜ。あたしゃ商売の邪魔はしねえから、どんどん儲もうけてくんな。なんなら店番ぐらいしてやってもいいぜ」

「君……」

　店長はビールケースに腰掛けたまま、魎呼の膝ひざにのっているオーラブレードを怖こわ々ごわ見つめた。

「どんな事情があるか知らないが、うちは十一時で閉店なんだが……」

「ああ、適当に帰っていいぜ。あたしゃどこでも寝られるからさ」

「そうじゃなくって！」

　たまりかねた清音が横よこ槍やりを入れた。

「一体どうしたっていうのよ！　こんなことしてタダで済むと思ってるの？」

「いちいちうっせえな」

　魎呼は缶ビールを片手で握にぎり潰つぶした。

　空き缶が手の中で紙くずみたいにくしゃくしゃになるのを見ていた店長の目が飛び出しそうになった。

「邪魔しねえって言ってんだからいいじゃねえか。ガタガタぬかしやがるとまとめて畳たたんじまうぞ」

　オーラブレードがすっと持ち上がり、清音の鼻先に突き付けられる。

「乱暴はいかん、乱暴は！」

　店長は跳とび上がった。

「改築したばかりなんだ。ローンが二十年も残ってるんだ。家では妻が待ってるし、明日には息子むすこも帰ってくる。一体何なんだ、君は！　勝手に人の店に入って来て……」

「おめーはどうやら物分かりが悪ィらしいな」

　魎呼は立ち上がるとスッと目を細めた。

　オーラブレードが一いつ閃せんする。

　と、スチール製の棚が真っ二つになってペットボトルや缶かん詰づめが転がり落ちてきた。

　凄すさまじい音がした。

「清音っ。どうしたの!?」

　柾木家に三度目の電話をかけていた美星が飛び込んで来た。

「あーはっはっはっは!!」

　倉庫では真っ青になった店長と、真っ白になった清音が固まっていた。

「あたしは魎呼ってんだ。覚えとけ！」

　放り出された受話器からメッセージが流れてきた。

「柾木家はただ今留守にしております。御用の方は発信音の後にメッセージをお入れ下さい……」




　翌朝のことである。

　新聞を取りに行った天地は、電話機のコードが下げ駄た箱ばこの中に消えていることに気がついた。

　首を傾かしげながら取り出すと、留守電の受信ランプがペカペカ点滅している。

「もしもし？　大変ですぅ。魎呼さんが今お店に来て、清音のこと脅おどしてるんですぅぅ。一体何があったんですか？　とにかく電話下さぁい……」

　五月五日、午後十一時十二分、一件です、とメッセージが後を続けた。

「ねえねえ、みんな寝ちゃったの？　とにかく大変なんですってば！　魎呼さんたら、目付きがおかしいんですぅ……あっ……あらあら、大変……お客様だわ」

　五月五日、午後十一時十六分、二件です、とメッセージ。

「………………」

　その二分後、三件目の留守電にはメッセージは何も入ってなくて、かわりに何かをひっくりかえしたような音が入っていた。

「天地さん！　魎呼さんがお店に居い座すわってるの。このままじゃ乗っ取られちゃうわ！　私たち、おうちに帰れなくなっちゃった。どうしよう……」

　五月六日、午前零時八分、四件です、とメッセージ。

　電話はあと五件入っていた。

　六件目からは泣き声になっていた。

　九件目の電話は午前三時十四分だった。

「もう来てくれなくてもいいですぅ……だって魎呼さん、酔よっ払ぱらって寝ちゃったんだもん……朝になったら絶対、絶対、電話してね」

　天地の顔からさあっと血の気が引いた。

　電話の主はすぐに分かったが、肝かん心じんの店の名前も電話番号も、一言も入っていなかったからである。

「大変だ！」

　天地は居間に駆かけ込んだ。

　居間から地続きになっている和室の、座ざ卓たくのまわりには、朝ごはんができるのを待っている信のぶ幸ゆきと勝かつ仁ひとと阿重霞と鷲羽がいた。

「誰か、清音さんのバイト先知りませんか」

「ダイエーじゃなかったか？」

「マクドナルドじゃ」

「お父さん、それはもっと前の話でしょ？」

「セブン・イレブンだよ」

　台所から砂沙美が顔を出した。

「まさか魎呼お姉ちゃん……」

「美星さんから留守電が入ってた。魎呼が清音さんのところに押しかけたらしい」

　阿重霞は目を見開いた。

「電話を留守電にして下駄箱に突っ込んだ人は誰ですか？」

「わたくし、何にも存じませんことよ！」

　とたんに視線の集中砲火を浴び、阿重霞は真っ赤になってうなだれた。

「だってイヤな予感がしたんですもの……」




「あああ～～、良く寝た」

　緩かん衝しよう材ざいやダンボールをかき集めて作った巣の中で眠りこけていた魎呼は、酒さか瓶びんを蹴け倒たおしながら外を覗のぞいた。

　店は開けてあり、とっくに一日が始まっていた。

　レジには目の下に隈くまを作った清音がおり、店長は血走った目をして弁当やサンドイッチの棚を整理していた。

「おっ早うさ～ん」

　魎呼は上機嫌で店に出て行くと、サンドイッチを三個掠かすめ取った。

「あっ、こらっ……」

　とたんに視線がカチ合った。

「何か言ったか？」

　店内にいた客が不思議そうに振り向いた。

　店長は客の視線を感じて首を竦すくめ、早口で魎呼に囁ささやいた。

「頼たのむから奥に行っててくれっ。店の中で売り物を食ってたらヘンに思われるだろうが」

「ありがとうよ」

　魎呼はにっこりしてオレンジジュースを掠め取り、店長に投げキッスをして奥に消えた。

「遅いわねー。天地さん、留守電聞いてないのかしら？」

　清音はイライラしながらレジに立っていた。

　昨日は一いつ睡すいもしていない。

　店長は家に帰っていない。

　美星は泣きながら九回も電話を掛けていたが、全然通じなかったらしい。

　と、突然イヤな予感が走った。

「ちょっと、美星っ」

　ゾーキンを持ってうろうろしていた美星が振り向いた。

「アンタ、ここの名前とか電話番号とか、入れといた？」

　美星は目を丸くしてしばらく質問の内容を吟ぎん味みしていたが、そのまま完かん熟じゆくトマトのように赤くなった。

「言わなかったような気がする……」

「じゃあ、電話が来るわけないじゃないっ」

　清音はプリプリ怒りながら受話器を取り上げた。

　と、スッと手が伸びて電話を切ってしまった。

「どこに掛けるつもりだい？　私用電話は良くねえな」

　しっかり話を聞いていたらしい。

「魎呼さん！　いいかげんにしないとアタシも怒るわよ」

　清音はチラリと相棒の方を見ると、叫んだ。

「行くのよ、美星！　早くっ。走って！」

「は、はいっ」

　美星はゾーキンを持ったまま走りだし、ちょうど店に入ろうとしていた客を突き飛ばして出て行った。

　ギャラクシーポリスの一級刑事と元宇宙海賊は電話を挟はさんで睨にらみ合った。

「首に縄なわつけてでも柾木家に戻ってもらうわよ」

「やれるもんならやってみな」

「アナタのやってることは犯はん罪ざいよ！」

「ケーサツでも何でも呼べばいいだろ」

　清音は唇を嚙かみ締しめた。

　警察が店にたどり着くやいなや、魎呼は煙のごとく消え失せてしまうだろう。

　後に残るのは被ひ害がいの山だけ、そしてアタシはクビだ。

　清音は下宿先にプラスターを置いてきてしまったことを悔くやんだ。

　どうせクビになるなら恨みを晴らしてからクビになっても遅くない。

「ちょっと」

　近所の主婦らしき中年女がレジにどんとカゴを置いた。

「何だよ、ババア？」

　魎呼は不機嫌な顔で振り向き、カゴを突っ返した。

「欲しけりゃ百万円置いてきな！」

　女は目を丸くして仁に王おう立だちになった。

「あっ……すみません、冗談なんですっ」

　清音は青くなって魎呼を押しやった。

「申し訳ありません。ええと……千四百三十二円ですね」

「もういいわっ」

　女は鼻はな息いき荒く店を出て行った。

　店長は突っ立ったままこの一部始終を見ていたが、突然ダッシュして魎呼の腕をつかんだ。

「君！　何でも欲しいものやるから、ここから出てってくれ。そんなことされたら客が来なくなってしまうじゃないか。清音くん、悪いが君もだ」

「店長……」

　清音は一瞬、真っ白になった。

　またクビだ……。

　この前セブン・イレブンをクビになってから一カ月しかたっていないのに、これで通算七回目……このままでは家や賃ちんも払えないどころか、雇やとってくれる店がなくなりかねない。

「じゃあ、店ごとくんな。そしたら出てってやるから」

「何を言ってるんだ!?　店がやれるわけがないだろう？」

「あたしは穏おん便びんに話をつけてやろうって言ってんだぜ。おめー、そんなにあたしを怒らせたいか？」

　その時、電話が鳴った。

「天地さんだわ！」

　清音ははっと我に返ると受話器を取った。

　今度は美星がうまくやってくれたらしい。

「もしもし、スリースターズさん？　警察ですが、おたくの従業員の美星さんという方が……」

「警察!?」

　清音が絶ぜつ句くしている間に、店長が受話器を引ったくった。

「助けて下さい！　強ごう盗とうが店に居座ってるんです。とにかくすぐ来て下さい！」

　電話は途と中ちゆうで切れた。

　魎呼が電話線を引きちぎってしまったからである。

「おめーはどうしてもあたしを怒らせたいらしいな」

　清音はくらくらして思わずレジに手をついた。

　あの間抜けな相棒は柾木家に行くかわりにまっすぐ警察に飛び込んだのだ。

　十分後、三人の警官がやってきた。

「強盗はどこですか？」

「そこのレジに……」

　魎呼は忽こつ然ぜんと消えうせていた。

「はァ？」

　警官たちは店の中を歩き回り、倉庫の隅すみから隅まで捜したが、不ふ審しんな人物は見当たらなかった。

「どういうことです、星浦さん。被ひ害がいは？」

　警察を連れて来た張本人は突然職業意識に目覚め、若い巡じゆん査さ相手に力りき説せつをふるっていた。

「だから、一ひと筋すじ縄なわでいく相手じゃないんですってば！　絶対まだお店の中にいるわ。何てったって相手は壁かべ抜ぬけできるのよ。天てん井じよう裏に隠かくれてるかもしれないわ！」

「天井裏？」

　真ま面じ目めそうな巡査は不安げに天井を見上げた。

　と、足にキャベツのような丸いものが当たった。

　ぎょっとして下を向くと、リノリウムの床から人間の生首が生えているのだった。

「痛いってえな～」

「ひえええええっ」

　その声に店長と巡査長が飛んできた。

　魎呼の生首は白目を剝むくと、けたけた笑って消えてしまった。

「く、首……」

「出てけぇ～。この店から出てけぇ～」

　突然スピーカーから絞しめ殺されたような声が響ひびき、棚から缶詰がごろごろ落ちてきた。

「渡すもんか～。この店はあたしのもんだ」

　歯は磨みがき粉この箱やら雑誌やらが宙を舞まい、照明がついたり消えたりした。

「ポ……ポルターガイスト!?」

　実はオカルトマニアの若い巡査は恐る恐る顔を上げ、巡査長と顔を見合わせた。

「違うっ。悪霊です！　ここにいると取り殺されますよっ。我々の手には負えません。機動隊を……」

「馬鹿な！　そんなものあるわけないだろうが！」

　巡査長の目の前で売り物のハサミが包装を突き破り、まっすぐ眉み間けん目がけて飛んで来た。

「ひっ……」

　巡査長は思わずしゃがみこんだ。

　と、天井から冷たいものが滴したたり落ちて来た。

　反射的に仰あお向むくと、女の首が逆さにぶら下がり、その口から血のような液体がだらだらこぼれているのだった。

「出・て・けぇ～」

　髪を逆立てた生首は悪あく魔ま憑つきのように液体を吐はきかけた。

　ワインの匂においが立ちのぼった。

「ぎゃあああああっ」

　若い巡査は跳とび起きると、あっと言う間に店を走り出て行ってしまった。

「待って下さい、お巡まわりさん！」

「イタズラもいいかげんにしてくれっ。今度やったら営業停止にするぞ」

　巡査長は店長の手を振り払うと、手下の後を追って店を出て行った。

「いやー、驚きましたね」

　騒さわぎの最中、どこかに隠れていたらしいもう一人の巡査が店長に囁ささやいた。

「申し訳ありませんが、警察よりお祓はらいを頼んだ方がいいですよ。ばあさんの知り合いなんですがね、ここに電話してみては如何いかがですか？」

　巡査はメモ帳に走り書きすると、店長に手渡した。

　紙片には柾木神社とその電話番号が書かれていた。

　店長は唾つばをのみ込み、公衆電話を求めて店を走り出て行った。




　柾木神社の社しや務む所しよの電話が鳴ったのはその直後である。

　勝仁は依い頼らいを受けると支し度たくを済ませ、そのまま山道を下りて柾木家の玄関をガラリと開けた。

「天地！　コンビニで妖よう怪かいが暴れておるそうじゃ」

　玄関でごちゃごちゃ固まって電話帳をひっくり返していた天地たちは仰ぎよう天てんして祖父の顔を見上げた。

「何をしとるか。行くぞ！」

「じっちゃん、妖怪ってまさか……」

「水色の髪を振り乱し、床や天井から現れ、吊つり上がった金色の目をして液体を吐きかける凶きよう悪あくな妖怪だそうじゃ」

「ひえぇ～……」

　天地は立ち上がりかけた腰が抜けてしまった。

　タダでは済むまいとは思っていたが、そこまでホラー映画のような展開になっているとは……。

「何ていうコンビニ？」

「どこまでノーミソ腐くさってんのかしら、あの女はっ」

「阿重霞殿、大変なことになっちゃったわねえ」

「みゃあああん……？？」

「タクシーを呼ぶのじゃ」

　勝仁は口々に勝手なことを言っている女たちを宥なだめ、厳おごそかに託たく宣せんを下した。




　さてその頃、地元の皆様に愛される町のコンビニ、スリースターズ（元星浦酒店）では店長の星浦裕次郎が床に座り込んだまま、ぼんやりと宙に目を据すえていた。

「何てことするのよっ。ちょっと、魎呼さん！　降りてきなさいよっ」

「やなこった。ケーサツなんか呼びやがって、あたしゃこの店が気に入ってるんだ！　意地でも居座ってやるぜ」

「アンタがそうやって宙に浮いてたら来る客も来ないわよっ。客が来なくちゃ店っていうのは潰つぶれるのよ。見てごらんなさい、店の中がメチャクチャだわ。そんなにこの店が好きなら、片付けるの手伝ったらどうなの？」

「うっせえな！　壊こわれるようなものは投げてないぜ。棚に戻せば元どおりになるだろうが」

　冷凍ケースの前でバイトと妖怪が怒鳴り合っている。

　しかも、一人は宙に浮かんだままあぐらをかき、ハーゲンダッツのストロベリーアイスを指ですくってなめているのだった。

「あ、あのー……すみません。気を確かに持って下さいね？　魎呼も清音も普ふ段だんはあんなに過か激げきじゃないんですけどぉ……私、絶対何かあったんだと思うわ」

「美星さんとか言ったかね？」

　店長は虚うつろな目を向けた。

「あいつは何者なんだ？　どうして宙に浮かんでるんだ？　なぜ私の店に来たんだ？」

「あのね、魎呼さんは元宇宙海賊で、清音は一級刑事なの。ヒ・ミ・ツよ♡」

　美星はにっこり笑ってゾーキンを絞しぼりに立ち上がった。

「宇宙海賊？　一級刑事？？」

　星浦裕次郎の内的宇宙インナースペースはもうちょっとで崩ほう壊かいするところだった。

「一体どうしたんだよ、オヤジ？」

　パツキン、ロン毛のヘビメタ青年が腰を屈かがめて覗のぞき込んだ。

「悟さとる!?」

「電話しても通じないから来てみりゃ、何てザマだよ？　強盗でも来たのか？」

「サトル～」

　裕次郎は思わず息子のロンドンブーツにしがみついた。

「入ってきちゃいかん。今すぐここを出るんだ。この店は恐おそろしい妖怪に取り憑つかれている。宙を飛んだり、壁抜けしたりする女の妖怪だ。俺はな、こんな恐ろしい目にあったのは初めてだよ」

「妖怪!?」

　ヘビメタ青年は店内を見回した。

　冷凍ケースの前で物もの珍めずらしげにこっちを見ている二人の女と視線がぶつかった。

　一人はコンビニのダサい上着を着た黒髪の女で、もう一人は水色の髪を振り乱しシマシマのロングドレスを着た国こく籍せき不明の女である。

「なんて過激なオンナだ……」

　星浦悟は感激して呟つぶやいた。

　東京でも滅めつ多たに見ないようないい女だった。

「君、名前は？　俺たちのバンドに入らないか？」

「なんだ、てめーは!?」

　魎呼は鼻に皺しわを寄せて悟をねめつけた。

　ステージの上から客どもを罵ば倒とうし、燃え上がらせるために生まれてきたような女だ。

「くそダセぇ格かつ好こう」

　その瞬間、星浦悟の胸に愛の火が灯ともった。




「星浦裕次郎氏はどちらかな？」

　タクシーから神かん主ぬし姿の老人とおまけが三人、ぞろぞろと降りて来た。

「天地さん!?」

「シッ」

　天地は清音と美星に目配せすると、唇くちびるに指を当て、小声で囁ささやいた。

「悪霊払いってことになってるんだ」

「柾まさ木き勝かつ仁ひとさんですね？　お待ちしてました。どうぞよろしくお願いします」

　店長は泣き出しそうな顔で何度も頭を下げた。

「して、そちらのお若い方たちは？」

「これはわしの孫の天地で、この二人は霊れい能のう姉妹じゃ」

「よろしくお願いします」

　天地と阿あ重え霞かと砂さ沙さ美みは礼儀正しく頭を下げた。

「妖よう怪かいの名は魎りよう呼こと言っとったかな？　そいつは七百年も生きとる大妖怪なのじゃ。実は柾木神社に封ふう印いんしておったんじゃが、最近封印を破りおってな。ウチの孫も散々悩まされておる」

「ははあ……そうだったんですか」

　店長は光こう明みようを見いだしたように深く頷うなずいた。

「案ずるな。わしが来たからにはもう大丈夫じゃ」

　勝仁は天地たちを従えてしかつめらしい顔で店内を練り歩き、星浦悟さとると魎呼の前まで来るとぴたりと止まった。

　星浦悟はまだ魎呼を口く説どいている最中だったのである。

「青年よ、おぬしは邪じや悪あくな気に取り憑つかれておる。その女こそまさしく大妖怪、魎呼なのじゃ。悪いことは言わん、今すぐ女のそばを離れなさい。一晩のうちに精気を吸い尽くされてしまうぞ」

「なにぃ!?」

　魎呼は目を吊つり上げて振り向いた。

「クソじじいっ。ひとを勝手にバケモノ扱いしやがって！」

「悪あく霊りよう退たい散さん！　悪霊退散！」

　阿重霞は派手なアクションで御ご幣へいを振り回した。

「平和を乱し、罪もない人々に取り憑いては徒あだをなすにっくき大妖怪め！　この美人エクソシスト、阿重霞様が払ってさしあげますわ！　ちょっと魎呼さん、バカなことやってないで、さっさと家に帰んなさいよ！」

「何が美人エクソシストだよ？」

　魎呼の体がふわりと浮き上がった。

「ふざけんな！　てめーが出てけって言ったから出てってやったんだろうが。今さら戻れってったってもう手遅れだぜ。どーしても戻ってほしかったら裸はだかで土ど下げ座ざしてもらおうじゃねえか。どうなんだよっ」

「このわたくしに向かって裸で土下座ですって？　あなたどこかにノーミソ落としてきたんじゃないの!?」

　天地と勝仁は阿重霞の後ろで顔を見合わせた。

「そんなことじゃないかと思ったけど……」

「ワシャ何も知らんぞ。天地、おまえ何とかせい」

「じっちゃん……」

　一体何しに来たんだよぉ、という文句をぐっと吞のみ下し、天地はとりあえず手近のヘビメタ青年に声をかけた。

「あのー、すみませんが魎呼のやつ、何を話してたんですか？」

「空中浮ふ揚ようだ……」

　悟の目は空中にひらひらとはためいているシマシマドレスに釘くぎ付づけになっていた。

「すごい……彼女がいれば武道館も夢じゃないぞ……君!!」

「はぁ？」

「俺おれに彼女をくれないか？　貸してくれるだけでいいから。おーい、オヤジー。俺ちょっとギター取ってくるわ」

　星浦悟はどたどたと店を走り出て行った。

「オヤジ……って!?」

　天地は事態が既すでにクラインの壺つぼのごとく捩ねじれているのを感じ取った。

「ねえ、魎呼お姉ちゃん。もう帰ろうよお」

　袖そでの中に隠かくし持ってきた超小型ヴィデオカメラ（昆こん虫ちゆう型）を店内のあちこちに仕掛けていた砂沙美は、魎呼のドレスを引っ張った。

「清音さんたち、困ってるよぉ。砂沙美があやまるからさあ、おとなしくおうちへ帰ろうってば」

　季節外れの蝶ちようがひらひらと飛んできて魎呼のまわりを旋せん回かいし始めた。

「やだね。あたしゃもう海賊に戻ったんだ。手始めにこのコンビニを征せい服ふくしておいおい魎呼様の一大王国を作ってやるのさ」

　魎呼は蝶を叩たたき潰つぶした。

「おっ……と」

　ジョージと一いつ緒しよに柾木家の研究室でモニター画面に見入っていた鷲羽わしゆうは思わず身を引いた。

「気づいたかな？」

　魎呼は叩き潰した蝶の残ざん骸がいをしげしげと見ていたが、目を吊り上げ、ぎりぎりと歯を食いしばった。

「あたしのことおちょくってやがるな？　もうアッタマきたぜ！　徹てつ底てい的に戦ってやるから覚かく悟ごしな!!　てめーも」

　魎呼は阿重霞の御幣を取り上げると、八つに折って床に叩きつけた。

「てめーも」

　瞬間移動して清音の鼻先に現れる。

「てめーもだ!!」

　魎呼は店長の体を突き抜けて姿を消した。

　星浦裕次郎は気を失った。

「ああっ、店長!?」

「しばらく寝かせといてやりなさい」

　勝仁は清音に顎あごをしゃくった。

「うん、それが一番じゃ。さて……」

　勝仁は周囲を見回した。

「思ったより長くかかりそうじゃ。とりあえず茶でももらおうかの。おーい、天地。店長さんを運んでやんなさい」

　ちょうど客がいなかったのは幸いであった。

「魎呼のやつ……」

　天地と美星と清音は三人がかりで気絶した店長を奥に運んでいった。

　天井を這はっていたハエがその一部始終を記録し、研究室に転送した。




「うーん……ちょっとマズッたわねえ。魎呼のやつ、すっかり意い固こ地じになっちゃったわ」

「はあ……」

　鷲羽はモニターの前で腕組みしていたが、口元が笑っているので真ま面じ目めに対策を考えているようには見えないのだった。

「阿重霞殿があやまれば素直に解決するのにねえ」

「同感です」

　ジョージは呟つぶやいたが、心中、そんなことができるくらいなら戦争という戦争がこの地上からなくなるに違いないと思っていた。

「言うは易やすく、行うは難かたしね。よしッ」

　鷲羽は立ち上がった。

「鷲羽ちゃんが地域の平和のために一ひと肌はだ脱ぐとするか。ジョージ、ちょっとモニター見ててくれる？」

「はい、ご主人様」

　ジョージは賢けん明めいにも質問をさし控えた。

　主人の言うことは法であり、真理である。

　御み心こころのままに従うのが従じゆう僕ぼくの務めである。

　とは言え、高度なメンタル機構を備えているジョージはちょっとビビッた。

　何をするつもりだろう、という推測が、何をさせられるのだろう、という不安に横滑りし、そんなことは考えるべきではない、という職業的倫りん理り観と衝突した結果、感情部分だけが宙に浮いてしまったのである。

「この国におわす八や百お万よろずの神よ、我らを救いたまえ、清めたまえ、祓はらいたまえ」

　とジョージは呟いた。

　柾木家に来て以来、吸収した数々の知識の中から拾い出したメンタル・コンディショニング・キーワードであった。

　モニター画面の中では、昼時になってちらほらと客が入ってきたところだった。




「いらっしゃいませ」

　レジに戻った清音は笑顔を引きつらせながら客を迎むかえた。

　店長が玉ぎよく砕さいしてしまった今、店の存続は清音の双そう肩けんにかかっているのである。

　消えてしまった魎呼は何を企たくらんでいるのか、今のところ姿を見せない。

　倉庫では勝仁以下にわか弟で子したちが思い思いの場所に腰を下ろして、ショウケースの中から勝手に取ってきた午後の紅茶やらアイスやら歯にくっついてしまうオレオ・クッキーやらを食べ散らかしていた。

　人じん事じ不ふ省せいの店長は倉庫の一番奥、ビールケースでできたコの字形の隙すき間まに立て掛けるようにして寝かされていた。

　元々魎呼が巣すを作った跡あとなので、寝かせておくにはちょうどいいのだった。

「ねえ、お姉様」

「何ですの？」

　暗くて狭せまい倉庫の中でも樹じゆ雷らいの［霊能姉妹］は皇宮のティールームでお茶を飲んでいるようにどことなく上品だった。

「もうお昼だよ。砂沙美たち、これからどうすればいいのかなあ」

「そうねえ……」

　阿重霞は物もの憂うげに考え込んだ。

「遥よう照しようお兄様と天地様がきっと何とかして下さるわ。わたくし、こんなバカなことにつきあうのはもううんざり。ねえ、砂沙美。どこかでお昼を食べてお買い物でもしてこない？」

「お姉様、お金持ってるの？」

「持ってないけど、お兄様にお借りすればいいわ」

　阿重霞は午後の紅茶を半分残して優ゆう雅がに立ち上がった。

「お兄様？」

　手入れの行き届いた白い手のひらを出す。

　と、その上にぽとんとゴキブリが落ちてきた。

　手のひらの上十五センチの空中からいきなり現れたのである。

「ひッ……」

　ゴキブリは一瞬斜ななめに体を起こして阿重霞の顔をまじまじと見上げると、信じられない速度で阿重霞の腕を登り始めた。

「きゃ～～～～～っ」

　倉庫の壁を突き破るような悲鳴を上げ、阿重霞は腕を振り回した。

「ちょっと失礼しますっ」

　清音は弁当を買いに来た二人の客を放ほうり出して走り出した。

「阿重霞さん、どうしたの!?」

「ゴ……ゴキ……」

　ゴキブリはぼとっと床に落ちてひっくりかえったまま足をワサワサ動かしていたが、起き上がってよろよろ歩き出した。

　聴覚が破は壊かいされてしまったようだ。

　天地は腰を浮かせ、砂沙美は勝仁の後ろに隠れ、阿重霞は硬こう直ちよくしたままゴキブリを指さした。

「ざまあみろ。思い知ったか」

　天井から魎呼が顔を出した。

「おい阿重霞っ。今のは小こ手て調しらべだからな。さっさと出て行かないともっとやるぞォ。今度はゴキブリじゃすまねえからな」

「魎呼っ」

　天地は天井を見上げて怒ど鳴なった。

「いいかげんにしろよな。人ひと様さまに迷めい惑わくをかけるなってあれほど言っといただろ？　さあ、降りてこいよ。家に帰るんだ。でないと……」

「でないと？」

　魎呼は興きよう味みを引かれ、天井から身を乗り出した。

「俺、魎呼のこと嫌きらいになっちゃうよ」

「はああ～……」

　清音は思わず溜ため息いきをついた。

　所しよ詮せん、こんなもんだ。

　期待する方が間違っているのだろう。

「バカだな、天地。あたしを追い出したのは阿重霞なんだぜ。おめー、本気であたしに帰ってもらいたいのか？」

　魎呼はくるりと一回転すると、天地のそばに降り立った。

「当たり前だろ？」

「じゃあ、キスしてくれよ」

　魎呼は天地の首に腕をまわし、しなだれかかった。

「あたしのハートを溶とかしてくれよ。そしたら考えてやらあ。なっ、天地？」

「いいぞ、ネエちゃん」

「早くやれ！」

　清音はぎょっとして振り返った。

　清音の後ろにはさっき置き去りにした二人の客が首を伸ばして中を覗のぞき込み、やんやの喝かつ采さいを送っているのだった。

「お客様!?　困ります」

　清音は慌あわてて扉とびらを閉め、客を追い立てた。

「倉庫は立ち入り禁止になっておりますので……」

　と、扉が開き、魎呼が顔を出した。

「毎度どうもォ。愛のあるコンビニ、スリースターズをよろしくな。また来てくれよ！」

　魎呼は腰をくねらせ、二人に投げキッスを送ると足元から姿を消した。

　二人の男は目を見張った。

「色っペー幽ゆう霊れい」

「俺、また来ようかな」

　それぞれ胸の中で、どういうふうに話してやろうかと考えながら、二人は近所の建築現場へと帰って行った。

　倉庫の中では星浦裕次郎がこの騒さわぎに息を吹き返し、気付けのウィスキーを飲んでいるところだった。

「俺はもうダメだ……」

　人の良い店長はすすり上げた。

「この店ももうダメだ。こんな無茶苦茶なことが起こっては店の信用はゼロだ。柾木さん、せっかく来ていただいて何ですが、あの妖怪はやりたい放題じゃないですか。もう結構です。あたしゃこの店を畳たたんで旅に出ますから」

「まあまあ、星浦さん落ち着いて」

　勝仁は店長の肩に手をかけた。

「あまり妖怪を刺激して、店を破壊されたりしては元も子もないと思いましての。あの妖怪は扱いが難しくてワシも手を焼いているのですじゃ。大だい丈じよう夫ぶ、ワシで駄だ目めならこの天地がどうにかしますでな。それに星浦さん、あなたにも立派な息子さんがいらっしゃるではないですか。跡を継ぐ息子さんのためにもがんばらなくては」

「あんなドラ息子、何の役にも立ちゃしません」

　店長は顔を上げた。

「東京でビッグになるんだとかなんとか言いまして、ふらふらふらふら、バンドとかロックとかわけの分からないものに入れあげているんですわ。世間ではプータローとか言うんでしょ？　今度帰って来たのだってきっと金をせびりに来たんですよ。もうちょっとまともになってくれるといいんですがねえ……」

　店長は何げなく新聞を丸め、ケースの隙すき間まから這はい出てきたゴキブリを叩き潰つぶした。

　ゴキブリはきらきらと微小な内部機構をふりまきながら潰れて動かなくなった。

「虫じゃない……」




　鷲羽の研究室ではまたひとつ、モニターが暗くなった。

「ご主人様、ゴキブリ・タイプがやられました」

　ジョージはアンシブルに向かって報告した。

「あらそう。急がなくっちゃね」

　広大な研究室のどこだかにいる鷲羽から返事が返ってきた。

「この天才鷲羽ちゃんの出番がなくなっちゃうわ。ねえジョージ、ちょっとこのコーティング試してみてくれる？」

　ジョージは戦おののきながら立ち上がった。




「何ですか、これは!?」

　店長はゴキブリ・メカの破片をつまみ上げ、声を震ふるわせた。

　それは信じられないほど精密にできたマイクロ・カメラでちょうど目にあたる部分がレンズになっているのだった。

　星浦裕次郎の内的宇宙インナースペースに登録されたばかりの［宇宙海賊］、［一級刑事］という単語がセレクトされた。

「あなたたち、この妖怪だか宇宙海賊だかとグルなんでしょ？　みんなで押しかけて私の店を乗っ取ろうっていうんですね？　もう騙だまされませんよ！　出てって下さい！」

「ちょ、ちょっと……違うんです」

　天地は仰ぎよう天てんした。

「俺は海賊なんかじゃ……」

「黙だまれ、宇宙人！」

　店長はホウキを振り上げた。

「私だってＸ─ファイルぐらい見てますよ。よもやそんなことがこの身に起ころうとは思ってもいませんでしたがね。さあ、出てくのか、行かないのか、どっちなんだ!?」

「失礼な！　わたくしは海賊なんかじゃありません！　魎呼なんかと一緒にしないでよ！」

「お姉様、砂沙美が悪いの。砂沙美がゴキブリとか持ってきたから……」

「星浦さん、それは誤ご解かいというものじゃ」

　店長に追い出された天地たちは言い合いながら清音の前を通過して店の外に掃はき出された。

「……一体何が起こったの!?」

　ミホキヨは顔を見合わせた。

「店長！　どうしたんですか？」

「宇宙人の侵しん略りやくだ！　清音くん、いや、刑事さん。信じなくて悪かった。何とか君たちの力でこの店を守ってくれ！」

「はぁ……??」

　清音は美星の頭を小こ突づいた。

「アンタ、余計なこと喋しやべったでしょ！」

　と、魎呼が姿を現した。

「なっ、だからあたしの言ったとおりだろ？　店長、おめー急に物分かりが良くなったじゃん。大丈夫、あたしがこの店守ってやるって」

「宇宙海賊妖怪!!」

　店長は息を吞のんでホウキを振り上げた。

　と、その時。

「親おや父じ、遅くなってゴメンな！」

　アンプやカセットデッキや延長コードを積み込んだバイクが店の前に止まり、フェンダーモデルを背負った星浦悟が駆かけ込んできた。

「魎呼さん、良かった。ちょっとこれ持ってて。俺、セッティングするから」

　悟は魎呼にマイクを押し付けると慌ただしく行ったり来たりして店の入り口にステージを造ってしまった。

「客が足りねえな。機材も足りねえがしょうがねえ」

　友人知人に電話をかけまくってきた悟は首を伸ばして商店街を見渡した。

「ま、やってりゃそのうち集まって来るだろ。じゃ、魎呼さん、行くぜ！」

「おい、悟……」

「何なんだよ、このマイクは!?」

　星浦裕次郎と魎呼がわめいている間に、スピーカーからボリューム目いっぱいのイントロが流れ出した。





♪ヘイ　ベイビー　泣くんじゃないよ




俺はホントは優しいヤツなのさ

地じ獄ごくの帝王と呼ばれた俺だけど

君の瞳ひとみにメロメロさ






　魎呼の目が吊つり上がった。

　星浦裕次郎はレジの奥まで後ずさり、追い出されたものの、帰るわけにもいかない天地たちは呆ぼう然ぜんとにわかステージを見つめていた。





♪ヘイ　ベイビー　分かってくれよ




俺のハートはノンストップさ

そんなに睨にらむと張り裂けちゃうぜ

君が欲しいのさ






「くそダセぇ!!　くそダセぇ!!」

　魎呼はマイクを持ったままがなり立てた。

「いいぜ、魎呼さん！　もっとやってくれ」

　悟はギターを持ったままジャンプし、身をのけぞらせてエールを送った。

「クソ出せぇ!?」

　店の外では天地が赤面し、店長はレジの奥で失神しそうになった。





♪そんな顔すんなよ　俺は




ア～イ　ワナ　ユ～

君だけに

ア～イ　ラブ　ユ～






「冗談こきやがれ!!」

　魎呼は怒り心頭でわめき散らした。

「てめーの心臓つかみ出して脳みそブチまけてやるぜ!!」





♪地獄の底まで一緒だぜ




ゾンビになっても愛し合うのさ

ア～イ　ワナ　ユ～　フォ～エバ～






「てめーがゾンビになれっ、くそダサやろー!!」

　店の前には何事かと人が集まり始めていた。

　ゴールデン・ウィーク最後の休日である。

　小さな商店街でもそれなりに人出があるのだ。

「おお、悟ちゃん。帰ってきてたのか？」

「こりゃまた派手なこと始めたねえ」

　隣の金物屋からじいさんばあさんが出てきて悟に拍はく手しゆを送った。

　店長はそれを見るや否いなやレジの下に這はい込んでしまった。

「おーい、悟ぅ！　来てやったぜ。がんばれよー」

「悟くーん、こういうバンドやってたのー？　もうオーディション受かったぁ？」

　昔の同級生が歓かん声せいを上げた。

「まだだけどー、俺はがんばるぜー」

　悟はピックを持ったまま手を振った。

「もう外を歩けない……」

　星浦裕次郎はレジの下で頭を抱かかえた。

「もうダメだ。おしまいだ」

「アタシ……頭がガンガンする」

　雄お々おしくもレジを死守していた清音が呟つぶやいた。

「あら～、悟さんカッコいいじゃない？　魎呼さんもお店のこと忘れてるみたいだしぃ」

　美星はゾーキンを振り回した。

「悟さん、がんばってぇ～」

「サンキュー、お嬢じようさん、じゃあバリバリ行くぜぃ！」

　デモテープの二曲目が始まった。





♪俺のクルマは風より速い～






「てめえのアタマは風より軽い～!!」

　魎呼が怒鳴り返した。

　どうやら血が上ったまま全すべてを忘れ果ててしまったらしい。





♪世界の果てまでぶっ飛ばすぜぇ～






「てめーを果てまでぶっ飛ばしてやらぁ!!」

　観客からやんやの喝かつ采さいが上がった。

「いいぞー、ネエちゃんもっとやれー！」

「また来てやったぞー」

「スカートもっと短くしろー」

　現場を放り出して駆けつけてきたさっきの男たちが声せい援えんを送った。

「うっせえ、エロオヤジ!!」

　魎呼は足を踏み鳴らして声のした方を睨にらみつけた。

　そのとたん、ドレスがびりっと裂け、形のいい足があらわになった。

「ひょぉ～、キレイなあんよ！」

　悟は思わず魎呼の足に目をやり、ポッと赤くなった。





♪き、君を乗せて俺は飛ぶぅ～






「兄ちゃん、赤くなってんじゃねえぞー」

　再び大喝采が巻き起こった。

　観客はどんどん増え続け、近所の家の二階からは人が顔を出し、ヒマな子どもたちが走ってきた。

「天地殿、何だか凄すごいことになってるわねえ」

「わ、鷲羽さん!?」

　どこからどうやって現れたのか、ジョージを引き連れた鷲羽が興味深そうに辺あたりを見回した。

「地域の平和を取り戻そうと思って来たんだけど、計画を変へん更こうした方が良さそうね」

「たまにこういう歌を聞くと気持ちが若返るのう」

　勝仁はゆったり腕組みしたままショウウィンドウに寄りかかり、草ぞう履りでリズムを取っていた。

「行くわよ、ジョージ」

　トレンチコートに帽子にサングラスにマスクという、花粉症対策のような格好のジョージは黙って鷲羽の後について歩きだした。

「ジョージさん……ですよね？　どうしたんですか、その格好」

「天地さん、何も聞かないで下さい」

　鷲羽は平然と魎呼の前まで歩いて来ると、手を伸ばしてマイクを引ったくった。

「町内の皆様、お騒さわがせしております。ただ今コンビニ、スリースターズはゴールデン・ウィーク・キャンペーン中でございます。日ひ頃ごろのご愛あい顧こに感謝をこめて送るライブ・ショー、どうぞ最後までお楽しみ下さい」

「おお～」

　観客たちは拍手を送った。
















「鷲羽、てめー……」

「いいから言うとおりにしなさい！　お前がやり始めたことじゃないの。ワガママ言うと無限牢ろうに閉じ込めるわよ」

　鷲羽は素早く魎呼に囁ささやき、にっこりして向き直った。

「リーダーはご存じ、星浦悟！　ヴォーカル担当はインベーダー魎呼！　そしてこちらは宇宙刑事ジョージィ！」

　鷲羽はジョージを肘ひじでつついた。

「早く！　パッとカッコ良く脱ぬぐのよ」

「はい……」

　ジョージは言われたとおりコートを脱ぎ捨て、帽子とマスクを取り、腕を突き上げて決めポーズを取った。

　滑なめらかな金属光こう沢たくを放つ全身が現れた。

「おおー、ペプシのＣＭみてえ！」

「流体金属って言うんだぜ」

　一番前で陣じん取どって見ていた小学生たちが歓声を上げた。

「実はこのヴォーカルは歌が歌えないニセモノなのです！　地球人に化けた宇宙海賊かもしれません！　ジョージィ、がんばれ！　宇宙海賊をやっつけちゃえ！」

　ジョージは戸と惑まどったように鷲羽の方を向いた。

　打ち合わせと違うのである。

「行くぞ、宇宙海賊！」

　鷲羽が小声で囁いた。

「打ち合わせどおりやんなさい。特とく撮さつロケがライブ・ショーになっただけじゃないの」

「行くぞ、宇宙海賊!!　お前が本物の地球人かどうか、試してやる」

　ジョージはヤケになってパンチを繰くり出した。

「なにぃ!?」

　魎呼はひらりとジョージのパンチをかわし、向き直った。

「あたしゃ本物の宇宙海賊だけど、歌ぐらい歌えるぜ!!」

　魎呼はジョージのボディに回し蹴げりを叩き込み、ジョージは派手に吹っ飛んだ。

「宇宙海賊だって」

「ダッセェ～」

　小学生たちは興こう奮ふんして立ち上がった。

「ネエちゃん、アクションもかっこいいぜ」

「うおぉ～、Ｔバックだぁ～」

「やだぁー、これ、何とかショー？」

　格かく闘とうゲームみたいに技わざの応おう酬しゆうを繰り広げている二人を囲んで、別の意味で盛り上がっている大人たちは、それぞれ声援を送り始めた。

「すっげー……こんなに盛り上がったの初めてだぜ」

　星浦悟は負けじと声を張り上げ、店内では星浦裕次郎がレジの下から這はい出てきた。

「き、清音くん……あそこにいるのも君の友達かね？」

「ええ、まあ……」

　清音は既に事態を収拾しようという考えは捨てていた。

「もう、行くところまで行くしかないと思いますね。いまさら止めてもしょうがないですわ」

「そうだな……」

　裕次郎は開けっ放しのドアの前で繰り広げられているライブ・ショーを見つめた。

　女宇宙妖怪がロボットだか宇宙刑事だかを叩きのめしている。

「がんばれ!!　負けるんじゃない!!」

　不意に裕次郎の胸に熱い炎ほのおが灯ともった。

「どんな理不尽なことがあっても立ち上がるんだ！　私もがんばって店を守るから、お前もがんばれ！」

「え？」

　ジョージが振り向いた。

「スキあり!!」

　魎呼は高くジャンプすると、その胸に跳とび蹴げりを放った。

「ああっ」

　人々がざわめいた。

　宇宙刑事ジョージは倒れたまま起き上がってこない。

「これは大変なことになってしまいました。宇宙刑事が宇宙海賊に倒されてしまいました。どうやら彼女は何か言いたいことがあるようです。インベーダー魎呼さん、それではどうぞ」

　鷲羽は目を怒らせている魎呼にマイクを差し出した。

「ざけんじゃねえ!!」

　魎呼は叫んだ。

「宇宙海賊のあなたがどうしてこのコンビニにいらっしゃったのですか？」

「あたしはただ腹いっぱいアイスが食いたかっただけなんだ!!」

　観客はどっと笑った。

「それをなんだかおかしなことにしやがって！　鷲羽てめえ、帰ったらタダじゃおかねえからな!!」

「なんと！　彼女には帰る家があるようです」

　鷲羽はオーバーアクションでのけぞった。

「宇宙の果てからいらっしゃったのではないのですか？」

「るせえっ。あたしにはちゃんと柾木家……」

　魎呼はハッとした。

　まんまと鷲羽に乗せられてしまったのだ。

「マサキ星の団地からやってきたんだそうです。おや、宇宙刑事が気がついたようですね」

　ジョージが頭をさすりながら起き上がった。

「失礼しました、インベーダー魎呼さん。でも地球のお金は持ってますか？　お金がないとアイスは買えないですよ」

「アイスぐらい俺が買ってやるぜー」

　どっと笑い声が上がり、やんやの喝采がおこった。

「ありがとうございます。それでは魎呼さん、マサキ星に帰るまえにもう一曲歌っていただきましょう。曲は何でしょう、悟さん？」

　このやりとりの間にもうテープは終わっていたので、悟はとっさに思い浮かんだ曲のタイトルを怒鳴るしかなかった。

「なんてったって宇宙海賊!!」

「それでは、ミュージック、スタート！」

　盛大な拍手が起こった。

　ちょっとタイトルが似ている往年の名曲のイントロの後、ヘヴィメタルなサウンドが流れ出した。

「おや、どうしたんでしょう、インベーダー魎呼さん？　やっぱり歌は歌えないんでしょうか？」

　魎呼は完かん璧ぺきにハメられたことを悟ったが、歌うか消えるか選せん択たく肢しは二つしかないのだった。

「貸しなっ」

　魎呼はにやにやしている鷲羽の手からマイクを引ったくった。





♪耳の穴かっぽじってよく聞きな




あたしは海賊、宇宙最強の魎呼さまだぜ

空を飛び、壁を抜け

セクシーボディでフル・アタック！






「いいぞー！」

　男たちは歓声を上げ、足を踏み鳴らした。





♪そんじょそこらの男はメじゃない




あたしは海賊、宇宙最強の魎呼さまだぜ

ブチかまし、かきまわし

ベア・ナックルでお見舞いするぜ！






「パンクだぜ！」

　悟は興奮して呟いた。
















「俺、ヘビメタ止やめようかなー」





♪だってあたしはカ・イ・ゾ・ク




ここじゃスペース・パイレーツ？

地球も宇宙もあたしのもの






「イェ～～」

　悟の同級生たちが声をそろえた。

「いいぜ、悟！　ＣＤ出せよ！」

「宣伝してやるぜ」

　足りないパーカッションを補うように手拍子が起こった。





♪地球のコンビニに来たのだって




退屈で退屈で死にそーだったからなのさ

あれもゲット、これもゲット

アイスクリームは食い放題！






　魎呼は踊りまわり、客に拳こぶしを突きつけ、顔をしかめてあかんべえをした。

　鷲羽とジョージは脇わきに退しりぞいてにやにやしながら手拍子を送っていた。

「じっちゃん、あれ、魎呼か？」

　天地は恐る恐る勝仁の腕をつついた。

　魎呼が歌好きなのは知っていたが、これほど受けを取るとは思わなかったのである。

「意外な才能じゃのう」

　勝仁は満足そうに頷うなずいた。

「楽しみができればむちゃもしなくなるじゃろう。良かったのぉ、天地」

「下品な歌ですこと！」

　立ちっぱなしで不機嫌になった阿重霞が呟いた。

「わたくしに任せてもらえばもっと格調高いコンサートになりましたのに！」

「止よして下さいよぉ……」

　天地は慌あわてて阿重霞の袖そでをつかんだ。

「ありがとぉ、みんなー!!」

　拍手喝采を受けた魎呼はすっかりいい気分になって怒鳴り返した。

「次は武道館、それから紅白だ！　宇宙海賊だってオッケーだよなー？」

「ＯＫさ!!」

　観客は口々に叫び返した。

「じゃあみんな、次のライブで会おうぜ！　そうそう、ここの店長はな」

　魎呼は店を乗っ取ろうとしたことなどすっかり忘れて、仰天している星浦裕次郎をひっぱり出した。

「スッゲエいい奴やつなんだぜ。みんな、これからもこの店に来てくれるよなー？」

「知ってるぞー」

　商店街のオヤジから声が上がった。

「魎呼くん……!?」

　裕次郎は目を瞬またたいた。

「ありがとうございました。無許可のライブですので、お巡まわりさんに怒られないうちにお開きにしたいと思います。それでは皆さん、今後とも愛される町のコンビニ、スリースターズをよろしくお願いしまーす」

　鷲羽が後を締め、ミホキヨに目配せした。

「ありがとうございました」

「またどうぞー」

　客たちが帰り、悟が機材を片付けてしまうと、鷲羽は店長に深々と頭を下げた。

「ウチの娘がお騒がせしましてどうも」

「あっ、いやいや……」

　裕次郎も慌てて礼を返した。

「丸く収めていただきまして、こちらこそ」

「では、私どもはこれで失礼致します」

　鷲羽は魎呼の耳をひっぱると、天地に目配せした。

「どうもすみませんでした」

　天地は不器用に頭を下げ、阿重霞たちを促うながして店を出て行った。

「お役に立てませんで、申し訳なかったですじゃ」

　勝仁が店の入り口で振り向いた。

「いえいえ……おい、悟っ」

　店長は冷凍ケースからハーゲンダッツのアイスクリームを六個取り出すと、悟の手に押し付けた。

「これを皆さんに……早く行けっ」

　悟は仰天して走り出した。

「魎呼さーん、皆さーん」

　悟は魎呼に腕いっぱいのアイスクリームを手渡した。

「電話番号、聞いてもいいかな？」

「おめーんとこの電話、切れてるぜ」

「あっ、いいんだ。俺ああいうの得意だから」

　悟ははにかんだ。

「また来てくれるよな？」

　魎呼は眉まゆを寄せて悟を見上げていたが、急にニカッと笑った。

「アイス食わせてくれるんならな」

「ウチの電話なら親父さんが知っとるぞ。まあ今度ゆっくり遊びにきなさい」

　柾木家の人々はタクシーを止め、順番に乗り込んだ。

　悟は夢見るような目で魎呼の後ろ姿を見つめていたが、跳び上がって叫んだ。

「食い放題だぜー!!」

「ホントだなー？　ウソついたら店ぶっ壊すぞー!!」

　ぎゅうぎゅう詰めのタクシーはそろそろと走り出した。

　店に帰ると、清音と美星がにこにこして悟を出迎えた。

「お疲れさまでした。お店はきれいにしときましたわ」

「今度バイトすることになった美星でぇす」

「え？　君も？」

　戸惑っている悟の肩を裕次郎が叩いた。

「ちょっと色々教えてもらおうと思ってな。商売には若い感覚が必要だ。今日のお前たちを見て、それが分かったよ。さあ、商売繁はん盛じよう！　がんばるぞ」

　美星と清音は目配せを交わし、ギャラクシーポリス式にぱちんと手を打ち合わせて微ほほ笑えみ合った。

「俺、やっぱこの店継つごうかな」

　悟は魎呼の足を思い浮かべ、にっこりした。







　５月６日　晴れ




　はぁ、チカレタ。

　何だかすごい連休だったなー。

　阿重霞お姉様と魎呼お姉ちゃんのケンカ、今回がいっちばんハデだったかも。

　砂沙美はチカレタので、もう寝ます。

　ＺＺＺＺＺＺ……。




　あっ、これだけは書いておかなきゃ。

　アイスのことで魎呼お姉ちゃんに文もん句く言うのはやめよう！

　ついでに鷲羽ちゃんになんか頼たのまれた時はダッシュで逃げよう！

















愛のオーラ









　柾まさ木き家の家か訓くんは努力と勤勉をもって宗むねと為なす。

　天てん地ちの母、阿あ知ち花かが生きていたころからこの家訓はあり、当時幼おさなかった天地の首を傾かしげさせたものだった。

　ドリョクはいっしょうけんめいやることだとじきに分かったが、キンベンというのは何かトイレに関係したことだと天地は思っていた。

　柾木家には他にもわけの分からない標語があちこちに張ってあったからである。

　柾木神社の宮ぐう司じ、勝かつ仁ひとは幼い天地の疑問などおかまいなしに大たい悟ご徹てつ底ていやら修しゆう身しん斉せい家かなどと半紙に書き出しては毎月それを取り換かえるのだった。

　それで天地はどこの家でも必ず毎月の標語があるものだと思って育った。

　それが勝仁、じっちゃんの趣しゆ味みだと分かったのは中学生の頃である。




　梅つ雨ゆも明け、開け放した窓から流れ込んでくる清すが々すがしい朝の大気を感じながら、勝仁は文ふ机づくえに向かって墨すみを擦すっていた。

「人類みなブラザー」

　勝仁は呟つぶやき、眉まゆをひそめた。

　柾木家には宇宙人の方が多いという事実に思い当たったからである。

「サルでも分かる標語を作るのはなかなか骨じゃ」

　勝仁は再び墨を擦り始めた。

　と、一いち陣じんの風が起こり、清せい澄ちような朝にあるまじき妖よう気きを運んできた。

「何なに奴やつ!?」

　とたんに生なま臭ぐさい妖気はふっと途と絶だえ、鳥の声が響ひびくだけとなった。

　勝仁は膝ひざを立てたまま心しん眼がんで辺あたりの気を読んでいたが、文ふ箱ばこに蓋ふたをするとそのまま社しや務む所しよを出、境けい内だいに降おり立った。

「あやかしの臭においがするわ」

　足元に見える柾木家の方角がふいに陰かげった。

　勝仁は難しい顔で柾木家の屋根を睨にらんでいたが、ふいと向きを変えそのまま石段を下りて木立の中に消えた。




　柾木家ではちょうど朝ごはんが済すんだところだった。

「ちょっと、魎りよう呼こさん!!」

　居間の中央で仁に王おう立だちになっているのは阿あ重え霞かである。

「どこにいるのよ!?　今日こそトイレ掃そう除じしてもらいますわよ。二週間も三週間もすっぽかして、タダで済むと思ってるの？　今すぐやらないとゴハン抜きですわよ！　聞こえてますこと？」

「うっせえな」

　足元から声がした。

「あたしゃ耳がいいんだ。そんな大声出さなくても聞こえてらぁ」

「きゃっ」

　阿重霞は思わず飛びのいた。

　踏ふん張った両足の間から魎呼の生なま首くびが見上げていたからである。

「イヤらしい！　なんてところにいるのよ！　天地様に言いつけてやるから！」

「バ～カ」

　魎呼は薄うすら笑いを浮かべると、ふわりと浮き上がり、梁はりの上に落ち着いた。

「あたしゃおめーと違ってトイレなんか使わねえんだ。摂せつ取しゆした食い物は完全分解して一〇〇パーセントエネルギーに変へん換かんできるんだからな。使ってねえんだからトイレ掃除なんかしなくてもいいんだよ。魎りよう皇おう鬼きだってそうだろ？　何回言ったら分かるんだよ？」

「だって……不公平ですわ！」

　阿重霞は食い下がった。

「いくらあなたが使わなくっても、この家で一いつ緒しよに暮らしてるんですから何でも平等に分ぶん担たんするのが筋すじじゃありませんこと？　ゴハンだけ人ひと様さまの何倍も食べといて、やることは十分の一なんですから！」

「平等でいいのか？」

　魎呼は三さん白ぱく眼がんで阿重霞を見下ろした。

「じゃあ、魎皇鬼を本来の大きさに戻してエネルギー変換率を半分に落としてもいいんだな？　見み物ものだぞー。畑の真ん中にこーんなでっかいウンコ……」

「うっ……」

　青ざめた阿重霞に魎呼は追い打ちをかけた。

「人並みに効率を落とすと当然そういうことになるんだぜ。あたしも一回やってみようかなー。そしたら天地やおめーが掃除してくれるんだもんなー。こりゃ結構楽しいかも……」

「朝っぱらから何ちゅー話をしてんだか」

　居間に入ってきた天地はげっそりした顔で呟いた。

「きったない話を大声で。玄関まで筒つつ抜ぬけだぞ」

「ばっちいお姉様たちよねー、魎ちゃん？」

　砂さ沙さ美みは別にこの手の話が嫌きらいというわけではなかったが、こういう時は魎皇鬼の味方なのであった。

「でも、ホント？　魎ちゃんてそんなにでっかいウンコ……」

「みゃっ、みゃっ、みゃっ」

　魎皇鬼は耳を立て、懸けん命めいに首を振ふった。

「今日は買い出し行くんだから早く支し度たくしろよ。ジョージさん、俺おれなんか手伝おうか？」

　台所では後片付けを済ませたジョージがお茶の支度をしているところだった。

「天地さん？」

　レンジの前にしゃがみこんだジョージがしきりにカチカチやっている。

「急に調子が悪くなっちゃいましてね、火がつかないんですよ。今見てみますからもう少し待っててもらえますか？」

「なあに？　どうしたの？」

　砂沙美が顔を出し、レンジに近づいた。

　と、突然ゴオッという音とともに青い炎ほのおが上がり、砂沙美に襲おそいかかった。

「危ないっ」

　天地は咄とつ嗟さに砂沙美をかばい、台所の床に身を伏ふせた。

　炎は一瞬で消え、辺あたりに生なま臭ぐさい臭においが漂ただよった。

「魚……。魚の腐った臭いがする！」

「え？」

「天地兄ちゃん、なんかここ、イヤな臭いがする！」

「イヤな臭い？」

　天地とジョージは顔を見合わせた。

「ガス漏もれ!?」

　ジョージは素早く元もと栓せんを締しめ、窓を開け放った。

　とたんに生暖かい風が吹き込んできて、天地の首筋を二巻きした。

「いや……ガス漏もれなら警報器が鳴るはずだ。これは……」

　背筋がぞわぞわする。

「けけけけけ」

　冷蔵庫の後ろからしゃがれた笑い声が響き、テーブルの上の茶ちや碗わんがかちかち鳴った。

「誰だれだ!?」

　と、ぴたっと音が止やみ、何かがひたひたと台所を出ていく気け配はいがした。

「魎呼？　悪い冗じよう談だんは止よせよな！」

「どうなさったの、天地様？」

　阿重霞が暖簾のれんの向こうから顔を出した、その時。




　べろり。




　とてつもなくでかい顔が現れたかと思うと、阿重霞の足元から鼻先までなめ上げてふっと消えた。

「きゃああああっ」

　砂沙美が耳をつんざくような悲ひ鳴めいを上げている間に阿重霞は失神し、ちょうど後ろにいた魎呼の腕に倒れ込んだ。

「何だ、今の？」

　魎呼は鼻にしわを寄せて辺あたりの臭いを嗅かぎ、イヤーな顔をした。

「くせぇ。誰かへーこいたか？」

「魎呼お姉ちゃん、オバ……オバケ……」

　魎呼が振り返ると、バレーボールみたいな丸い頭が宙に浮かんでべろべろ舌を出しているところだった。

「てめー!!」

　魎呼は失神した阿重霞を床に放ほうり出すと、拳こぶしを固めて殴なぐり掛かかった。

「阿重霞さん！」

　仰ぎよう天てんした天地が阿重霞の介かい抱ほうをしている間にお化けは馬鹿にしたようにけたけた笑って消えてしまった。

「下級霊のくせに、あたしをおちょくりやがって！」

　魎呼は怒り心しん頭とうである。

「何なんだ、一体!?」

　どうして朝からこんな目にあわなきゃならないんだ、と思いながら天地は阿重霞の頰ほおを軽く叩たたいた。

「阿重霞さん、阿重霞さん」

　と、阿重霞が目を覚さまし、いきなり天地にしがみついた。

「イヤっ！　天地様、助けて！」

「おっ……と」

　魎呼が目を三角にして振り向いたので天地の顔から一瞬血の気が引いた。

　いきなり修しゆ羅ら場ばになりそうな雰ふん囲い気きである。

「あのさあ、魎呼……誤ご解かいしないでほしいんだけど、お前が呼んだんじゃないよな？」

「何のことだよ!?　おい、くっつくなって」

「今の化け物、お前じゃないよな」

「知らねえよっ。おい、阿重霞！」

　魎呼は目を吊つり上げて阿重霞の襟えり首くびをつかみ、無理やり天地から引きはがした。

「痛い痛い！　痛いじゃないのっ」

「当たり前だっ。いい気になってあたしの天地にくっつきやがって、大体おめーはオバケぐらいで気絶するタマかよ？」

「何ですって!?　悪戯いたずらにも程ほどがありますわ！　わたくし本当に心臓が止まりそうだったんだから。頭でも打ったらどうしてくれるのよ!?」

「だからあたしじゃないって言ってんだろ？　どうして何でもかんでもあたしのせいにすんだよ!?」

「もういいよ、天地兄ちゃん。あっち行こう」

　先程のショックから立ち直った砂沙美が天地の袖そでを引っ張った。

「え？　うん……」

　天地は釈しやく然ぜんとしないままケンカ中の二人の脇わきを擦すり抜け、居間のＴＶをつけた。

　朝のワイドショーの楽しげなお喋しやべりが流れ始めた。

「ヘンだよな……」

　魎呼じゃないとしたら、さっきのお化けは一体何なんだ？

　と、照明がすうっと暗くなり、背筋がぞくっとした。

「天地兄ちゃん！」

　ひた、ひた、ひた、と足音が聞こえる。

　床の上を梅の花びらみたいなポイントが移動していくのに気づいた砂沙美が体を硬かたくした。

　ひた、ひた、ひた、と足あし跡あとは壁かべを登り、天てん井じようを歩いて天地たちの頭上でぴたりと止まった。

「やだっ」

　砂沙美は思わず天地の腕にしがみつき、ぎゅっと目を閉じた。

「魎皇鬼……じゃないよな？」

　答えの代わりにＴＶからおどろおどろしい音楽が流れてきた。

　ぎょっとした天地がＴＶに目をやると、うら寂さびしい夕暮れの墓はか場ばが映うつし出されている。

　と、血文字のタイトルが現れた。




「ようこそ　霊れい界かいへ……」




　見る間に画面が真っ赤に染そまり、ガラスの飛び散るような衝しよう撃げき音おんとともに断だん末まつ魔まの悲鳴が長く尾おを引いて部屋にこだました。

「天地兄ちゃん、怖こわいよぉ」

　砂沙美は思わずＴＶから目をそらした。

　画面はゆっくりと墓ぼ地ちをパンしていって、傾かたむいた墓石の前で止まった。

　ぎ、ぎ、ぎぃ～、と軋きしむような音を立てて墓石が持ち上がる。

　中から半ば白骨化した手が現れ、何かがずるずると這はい出てくる気配があった。

「ＴＶ！　ＴＶ消して!!」

　催さい眠みん術じゆつにかかったようにぼうっとしていた天地は砂沙美の声にハッとしてリモコンをつかみ、スイッチを切った。

「え!?」

　画面の中では墓に入って半年も経たったような死体が立ち上がり、天地に向かってにやりと笑いかけた。
















「どうして切れないんだよ!?」

　焦あせった天地はＴＶに近づき、本体のスイッチを切ろうとした。

　と、画面からいきなり冷たい手が伸び、天地の手首をつかんだ。

「ひっ……」

　心臓が一瞬、フリーズする。

「は、離せ！」

　とっくにケンカを止めて台所から居間のＴＶを覗のぞいていた阿重霞と魎呼は目を剝むいて凍こおりついた。

　と、白骨化した足が画面を乗り越え、頭が突き出された。

「取り憑ついてやるぞぉ～」

　死体は天地の手首を離し、阿重霞たちに向かって行った。

「きゃ～～～!!」

　魎呼はさっと姿を消し、阿重霞は台所に逃げ込み、入れ替わりに出て来たジョージは死体と鉢はち合あわせして抱だきつかれるはめに陥おちいった。

「砂沙美ちゃん、逃げて！」

　動転した天地は取り敢あえず砂沙美を玄関の方に追いやり、自分は死体の肩に手をかけた。

　と、嫌いやな感かん触しよくとともに、手にべったりしたものがくっついた。

「お前でもいいぞぉ～」

　死体は振り向き、両手を広げて天地に抱きつこうとした。

「げっ」

　天地は飛びのき、その間にどろどろのジョージは物置の扉とびらを開け、鷲羽わしゆうの研究室に飛び込んだ。

「天地さん、すみません。ちょっと待ってて下さい」

「ちょっとって……」

　動転しているおかげで光こう鷹おう真しん剣けんの使えない天地は部屋を逃げ回り、死体は泥どろと腐ふ肉にくを撒まき散らしながら天地の後を追い始めた。

「天地兄ちゃ～ん」

　玄関から哀あわれな声が聞こえてくる。

「玄関開かないよぉ。どうすればいいのか分かんないよぉ」

「砂沙美？　今お姉様が行きますからねっ」

　台所の真ん中でかたかた踊おどるナベや二に足そく歩行する菜さい箸ばしに囲まれて震ふるえていた阿重霞は勇ゆう敢かんにも死体の脇を擦り抜け、玄関に突進した。

「どうして開かないのよっ。いいわ、お姉様が樹じゆ雷らいの力で……」

　吸すい付いたようにぴくりとも動かない引き戸と格かく闘とうしていた阿重霞は、砂沙美を抱かかえて後あとずさると、玄関に向かって両手をかざした。

　そのとたん、誰かがこちょこちょと腋わきの下をくすぐったので阿重霞は思わず笑い出してしまった。

「やめて、やめてったら、砂沙美！」

「砂沙美じゃないよお……」

　ぎょっとした阿重霞が振り向くと、手首だけのお化けがうねうね指を動かしているところだった。

「いやァァァァァ～～～!?」

　阿重霞と砂沙美はばたばた走りだし、その後をロケットパンチのように手首が追っかけて行った。

「阿重霞殿！　こっちこっち」

　物置の扉が開いたと思うと、鷲羽が顔を出して手て招まねきした。

　阿重霞と砂沙美が飛び込むと扉は閉まり、行き場を失った手首は急ブレーキをかけて方向転換した。




「ひどいことになってるわねえ」

　阿重霞たちと一いつ緒しよに研究室の次元ウィンドウから居間を覗のぞいていた鷲羽がジョージの方を振り返った。

「招かれざる客がいっぱい来てるじゃないの。まあ、魎呼がいるから天地殿は大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

　どうやらＴＶから霊界の住人が大勢出てきたらしく、居間はふわふわした白いお化けや死体や骸がい骨こつやびしょ濡ぬれの女幽霊などでごった返しており、その間を青白い人ひと魂だまがゆらゆら漂っている始末だった。

「こら、シッシッ。来るんじゃないっ」

　ソファには疲つかれ切って青い顔をした天地が座すわり、そのそばでオーラブレードを手に仁に王おう立だちになった魎呼が妖よう怪かいどもを追い払っている。

「なあ、魎呼。その、言いたくはないんだけどさ……」

　天地はお化けの見本市のような室内を見回し、床の上から熱心に天地を見上げている毛むくじゃらの化け物から目を逸そらした。

「どうしてこんなことになったか説明してくれないか？　その……自分では気がつかなくても魑ち魅み魍もう魎りようを呼び出しちゃうとかあるかもしれないだろ？」

「あたしが聞きたいね！」

　魎呼は近寄ってきた幽霊を拳げん骨こつで威い嚇かくした。

「言っとくがな、あたしは呼んでもいないし、来てくれって頼たのんだ覚えもないんだ。見ろ、魎皇鬼だって脅おびえてるじゃんか。朝からわらわら出てきやがって、化けモンっていうのはフツー、夜出て来んじゃねえのか？」

　と、妖怪どもは一いつ斉せいにげらげら笑い出した。

「みゃっ」

　魎皇鬼が慌あわててソファの下に這はいこんだのを見て、毛むくじゃらの化け物までがにやにやした。

「何がおかしいんだよ、てめえらっ」

　魎呼は怒いかり狂くるってオーラブレードを振り回した。

　あっという間に妖怪どもの体がバラバラになった……ように見えたが、次の瞬間、何事もなかったようにくっついてしまった。

「げひゃひゃひゃひゃ」

　下品な笑い声は一いつ層そうひどくなり、生首や人魂が跳はね回ってパリパリと部屋の空気を震ふるわせた。

「天地様っ」

「魎ちゃん、かわいそう……」

「まあ、待ちなさいって」

　思わず身を乗り出した阿重霞を引き戻し、鷲羽は次元ウィンドウに首を突っ込んだ。

「天地殿、聞こえる？　どうやら柾木家と霊界が繫つながっちゃったみたいだわ」

「鷲羽さん!?」

　いきなり空間に鷲羽の頭が現れたのを見、天地は跳び上がった。

「思うに、魎呼をターミナルにして通路を開いたようね。迷めい惑わくな話だわ」

「迷惑って……」

「このままだと柾木家は霊界との中ちゆう継けい地になっちゃうってこと」

「それって、家が乗っ取られちゃったってことですか？」

「早く言えばね」

　鷲羽は良くできました、というように頷うなずいた。

「じゃあ、俺たちはどうなるんです？」

「さあねえ……脅おどかす以外に取り敢あえずどうこうするつもりはないみたいだけど。この家はいろんな生せい体たいエネルギーが混ざりあってるから居い心ごこ地ちがいいんだわ。うん、適当に刺し激げきしてエネルギーを放出させてちびちび吸い取ろうっていうんじゃない？　こういう霊体は恐きよう怖ふとか不安みたいなマイナス・エネルギーが好きでしょ、だから……」

「外には出られないんですか!?」

　天地は怒ど鳴なった。

「こっちから見た限りでは空間が閉じてるわねえ」

「そんな……」

　と、不意に今日の予定を思い出した。

「お昼にファミレスで美み星ほしさんたちとごはん食べようって約束してあるんですよ。冷蔵庫はもう空からだし、どうするんです!?」

「うーん……」

　鷲羽は眉を寄せて考え込んだ。

「そうめんかなんか、あるんじゃない？　じゃなきゃラーメンとか」

「バカな話はよして下さいな!!」

　黙だまって聞いていた阿重霞がついに堪かん忍にん袋ぶくろを切らした。

「死体や化け物と一緒にお昼を食べろっていうの!?　バイキンがうつって病気になるわ！」

「お姉様、違うよお……」

　砂沙美が袖そでを引っ張った。

「お外に出られなきゃ、魎りようちゃんのゴハンはどうするの？　砂沙美たちずうっとここにいるの？」

「いや、外に出る方法はいくらでもあるんだけど、そういう問題でもないしねえ……天地殿、鷲羽ちゃんが考えとくからまあゆっくりしてなさい」

「そんな殺せつ生しような……」

「天地さん、申し訳ありません」

　ジョージがすまなそうに頭を下げたとたん、電話のベルが鳴った。

　天地がぎょっとして立ち上がると、妖よう怪かいどもがどっとまわりを取り囲んだ。

「ちょっと……電話が鳴ってるって……」

「はい、こちら霊れい界かいターミナル。あんた、だぁれ？　えっ、清きよ音ね？　知らないわねえ、そんな人」

　玄関の方から湿しめっぽい女の声が聞こえてくる。

「そんな勝手に……おい、止やめろっ。止めろってば！」

「おめーらっ、あたしの天地に何すんだ！」

　魎呼の手に光球が出現し、妖怪どもにかつぎ上げられた天地の回りで炸さく裂れつした。

　悲ひ鳴めいを上げて妖怪どもが散り散りになる……と思ったとたん、元に戻ってしまった。

「衝しよう撃げき波はが効きかない!?」

「もういい、もういいよ魎呼!?」

　妖怪どもに胴どう上あげされ、魎呼の衝撃波に直撃された天地が解放された時には、もう電話は切れた後だった。

「何であたしのパワーが効かねえんだ!?」

　魎呼は相そう当とうショックのようだ。

　電話の向こうでは清音が眉を寄せ、しげしげと電話を見つめていた。

「美星っ。天地さんのところ、ヘンだわよ。知らない女が出てきて霊界ターミナルって」

「ええー、いつからそうなっちゃったの？」

「また妖怪が出たのかね？」

　コンビニ・スリースターズの店長が聞いた。

　この男はまっとうな市民だが柾木家の怪かい現げん象しようについては一度経験がある。

「ええ……店長、アタシ心配だからちょっと見に行きたいんですけど」

「私も行ってもいいですかぁ？」




　そんなわけで清音と美星が柾木家にたどり着いた頃には既すでに、家全体に暗あん雲うんが垂たれ込め、おどろおどろしい雰ふん囲い気きが漂っていた。

「これって……」

「やだ……雨か雷かみなりが来そうじゃない？」

　長年の習慣で美星をどつき倒たおした清音は玄関の引き戸に手をかけた。

　と、あっけなく戸が開き、白い着物を着た女が三つ指ついて二人を出迎えた。

「ようこそ霊界へ。さあさあ、お二人はこちらです」

　女はスッと立ち上がると廊ろう下かを先に立って歩き出した。

「ちょっと！　アナタ誰だれなの？　天地さんたちは？」

　女は振り返りもせずにどんどん先を行く。

「待ちなさい！　どういうことよ!?」

　ミホキヨは慌あわてて女の後を追った……はずなのだが一向に追いつけない。

　そればかりか廊下がどんどん延びて行くのである。

　清音がはっと振り返った時には、あるはずの玄関は闇やみに消え、顔を戻すと女の姿も消えていた。

「清音ぇぇぇ……」

「ど、どういうこと!?」

　と、背はい後ごからどぉん、どぉんという重い足音が聞こえてきた。

「き、清音ちゃん、足……」

　ぎょっとして振り返ると、清音の百倍はありそうな毛むくじゃらの足が地じ響ひびきを立てて二人に迫ってくるところだった。

「きゃあ～～～～」

　ミホキヨは全ぜん速そく力りよくで走りだした。

　行けども行けども廊下は終わらない……と思ったとたん、真っ暗な夜の墓地に出た。

　物もの憂うげに歩き回っていた幽霊や死体が一いつ斉せいに振り向く。

「私、ダメ……もう走れない」

「こんなところで……美星っ、しっかりしてっ！　走るのよ！」

　と、遠くに見覚えのある着物姿が見えた。

「勝仁さん!?」

　清音は目を疑ったが迷っているヒマはない。

「天地さんのおじいさまだわ！　待って!!」

　ミホキヨは転ころがるように走りだした。

「おお！　清音さんに美星さん。君らもやられたのかね？」

「おじいさま……」

　清音は安あん堵どのあまり、座すわり込みそうになった。

「不ふ覚かくじゃった」

　勝仁は竹刀しないを下げ、無限に続いているかのような墓地を見回した。

「魎呼のほこらを封ふう印いんしなおすのを忘れておってな。妖気が溜たまって霊界の口が開いてしまったのじゃ。今頃天地のところもひどいことになっているに違いない。早く行ってやらねばと思うんじゃが……」

「そういうことだったの？」

　墓地にウィンドウが開いて鷲羽が顔を覗のぞかせた。

「じゃあ、霊界の穴を閉じないとこの辺り一帯はのみ込まれちゃうってことね。分かったわ。やっぱりアレを使わなきゃ」

「鷲羽さん!?」

「うん？　ご苦労さん。あんたたちが来てくれて助かったわ。こっちから霊界に行くルートを探しててね、悪いけどさっきの妖怪が誘さそい込むところをマークさせてもらったの」

「ええ!?」

　ミホキヨは顔を見合わせた。

「説明は後にしましょ。取り敢あえずみんな呼んで来るからそこから動かないでね」

　あっという間にウィンドウが閉じ、鷲羽の顔が消えた。

　研究室に戻った鷲羽はてきぱきと動き回ってあちこちの亜あ空くう間かん収しゆう納のう庫こから部品を取り出し、ピラミッドパワーのような三角のメカを組み立てた。

　スイッチを入れるとピラミッドの頂ちよう点てんがぼうっと明るくなる。

「これはこれで良し、と。後は……」

　鷲羽は阿重霞と砂沙美を手て招まねきした。

「あんたたち、このピラミッドに触さわって優しい気持ちで何か思ってごらん」

　二人が言われたとおりにすると、ピラミッドの頂点が白く輝いた。

「そうそう、それでいいのよ。今、何て思ったの？」

「天地様……」

「魎ちゃん」

　二人の答えに鷲羽はにやりと笑った。

「それがプラスのエネルギーよ。覚えててね」




　お昼時をとうに回って天地は落ち着かないまま家の中をうろうろしていた。

「鷲羽さん、どうしちゃったんだろう。清音さんも心配してるだろうなあ」

「おーい、天地！　こっち来てラーメン食わないか？」

　とっくにこの状じよう況きように慣なれてしまった魎呼が台所から叫んだ。

「こいつら、宴えん会かい始めちゃってよ、食いモンないから生ゴミ食ってやんの。骨なんかバリバリ食っちゃって、おもしろいぜ」

　そういえばさっきから台所の方が騒さわがしいと思っていたのだ。

「うん。霊界っていうのもけっこう楽しいかもな。あたしゃ元々こういうの嫌いじゃないしよ」

「お前なあ……」

　天地は柾木神社の社しや務む所しよに三度目の電話をかけながら呟いた。

「じっちゃん、どこ行っちゃったんだろ？　出で掛かけるなんて言ってたかなあ……」

「お待たせ、天地殿」

　と、鷲羽と阿重霞たちが物置の扉を開けて出て来た。

「さあ、行くわよ。霊界の穴あな埋うめに」

「霊界の穴埋め!?　何のことですか」

「だからぁ……物事には必ず原因があるでしょ？　どんなに不可解に見える現象も、元をたどれば必ず解決方法があるものよ。さ、魎呼！」

　鷲羽は喋しやべりながら居間に入り、ソファの下にいた魎皇鬼を引っぱり出し、ついでに魎呼の襟えり首くびをつかんで戻って来た。

「魎ちゃん！」

「みゃみゃあ!!」

　早さつ速そく魎皇鬼が砂沙美の頭に飛び乗る。

「あんた、節せつ操そうないわよ。オバケと酒飲んでどうするのよ？」

　全員が廊下に揃そろうと、辺あたりが急に暗くなり、廊下の先にちらちらと青白い光が見えた。

「セッティングありがとう、ジョージ。この通路は私たちが入ったら閉へい鎖さしちゃっていいわよ」

　鷲羽は先に立ってどんどん歩きだした。

　ミホキヨたちが通った同じ通路を経へて墓場に出ると、墓石に腰こし掛かけた美星がいっしょうけんめい幽霊の身の上話を聞いているところだった。

「うんうん、それは辛つらい人生だったわねえ。でも、あきらめちゃダメよ。これからきっといいことが……」

「天地さあん」

　清音が駆かけ寄ってきた。

「清音さん！　それにじっちゃんまで……」

　美星は湿しめった泥どろをお尻しりから払い落とした。

「何だか、魎呼さんのほこらに穴があいちゃったんですって？　この幽霊さんたち、それで出てきちゃったんだって。自由になって喜んでるわ」

　内気そうな男の幽霊は天地たちを見て何度も頭を下げた。

「でも、霊界の穴の奥には恐ろしいパワーが渦うず巻まいてて、生きてるものはみんな吸い込まれちゃうから気をつけろって言ってるわ」

「もうこっちに近づいて来てるわよ」

　鷲羽が墓地の外はずれを指さした。

　黒々としたブラックホールのような穴が渦巻きながらゆっくりと移動してくる。

　と、墓地に冷え冷えとした冷れい気きが走り、新たな霊や死体が次々に起き上がってきた。

　どの顔も呪のろいに満ち、憎にくしみに歪ゆがんでいる。

「思った以上のマイナス・エネルギーだわ。これは本気でかからないと私たち、柾木家と一緒にのみ込まれてゾンビになっちゃうかもよ」

　鷲羽は土の上に白と赤の布を敷しき、その上にピラミッドをセットした。

　スイッチを入れると、ピラミッドから全員を包み込む光のバリアーが出現する。

「この結けつ界かいの中にいれば大だい丈じよう夫ぶ。さあ、みんな、好きな人とペアを組んで。手をつないでありったけの気持ちを込こめて相手のことを思うのよ！　そのプラス・エネルギーだけが霊界の穴を塞ふさげるの」

　天地の脇わきにさっと阿重霞と魎呼が移動した。砂沙美は魎皇鬼を抱だき締しめ、とっくに清音にしがみついていた美星は心配そうに勝仁を見た。

「魎ちゃん、怖こわかったでしょ？　でももう砂沙美がいるから大丈夫だよ」

「みゃあ！」

　と、ピラミッドの頂点が輝き、バリアーが強まった。

「ゴメンね、置いてっちゃって。砂沙美、魎ちゃん大好き！」

「みゃん♡」

　ピラミッドの光は眩まぶしい程ほどになっている。

「天地！　愛してるぜ。パワー全開で愛してるからな」

「わたくしの方がもっともっと愛してますわ。天地様、こっちを向いてくださいな」

「るせえっ。独ひとり占じめすんじゃねえよっ」

「あなたこそ、天地様を独どく占せんしようとしてるじゃないの！」

　魎呼と阿重霞が天地を囲んで言い争っているうちにピラミッドの光は弱まり、ちらちら震え出した。

「ちょっとそこっ、なにケンカしてんのよ！　穴が大きくなっちゃったじゃないの！」

　見れば霊界の穴は急激に広がり、竜たつ巻まきのように速度を上げて近づいて来ている。

「ほら、天地殿！　君がしっかりしなきゃ愛のオーラは出て来ないのよ。男なんだから女の一人や二人、どうにかしなさいよ！」

　鷲羽に怒ど鳴なられた天地はおずおずと二人の背に両手を回し、何かを呟いた。

「え？」

　魎呼と阿重霞が同時に覗のぞき込んだのでゴンという鈍にぶい音とともに火花が散った。

「痛いじゃないのっ。魎呼さん、ワザとやったわね!?」

「痛ってぇ～……てめーの方こそワザとやりやがったな！」

「ああっ、もう。バリアーが消えちゃったじゃないの！」

　鷲羽が怒鳴ったとたん、足元がぐらぐらと崩くずれ、深い亀き裂れつが縦じゆう横おうに走った。

　巨大化した霊界の奈な落らくが開いたのだ。

「きゃあああっ」

　阿重霞は必死で奈落の縁ふちにしがみついた。

「神様仏様!!」

　天地は思わず叫んだ。

「家に帰れるならどんなことでもします！　もう俺は不幸だなんて思いません」

「わたくし、生きて帰れるならもう魎呼とケンカしないって誓ちかいますわ」

「砂沙美もお料理もっとおいしいの作る！」

「キヨちゃん、落ちる時は手をつないでね」

「みゃみゃあ！　みゃみゃみゃん！」

　と、最後の手て掛がかりが崩れ去り、針のような岩柱に立っている勝仁一人を残して一同の姿が消えた。

「じっちゃん!?」

　勝仁は霊界の穴に挑いどむようなポーズで印いんを結んでいた。

　ああ、もうダメだ……。

　阿重霞が、魎呼が、ミホキヨも砂沙美も真まっ逆さかさまに霊界の穴に吸い込まれていく。

　こんなことになるならさっきちゃんと言っとけば良かったんだ。

　愛してるよ、魎呼。愛してるよ、阿重霞……って。

　天地が後こう悔かいしたとたん、落下が緩ゆるやかになった。

　鷲羽の持つピラミッドが目映まばゆい光を放はなっている。

　再びバリアーが復活し、網あみのようにみんなの体を引き留めているのだ。

「サイコ・パワーが戻ったわ！　みんな、もっと愛のオーラを高めるのよ！」

　ピラミッドを抱きかかえた鷲羽が叫ぶ。

「魎ちゃん、帰ったらニンジンカレー作ってあげるね！」

「魎呼さん、帰ったらキスしてあげるわ！」

「いらねえよっ」

　と、魎呼の体が落下し始めた。

「ダメじゃないのっ。あんたが心こころ掛がけを変えないと助からないわよ！」

　鷲羽の叱しつ責せきが飛ぶ。

「ウソでもいいから言いなさい！　阿重霞、イジワルしてごめんな。仲良くしようって」

「そんなこと……」

　と、落下速度が倍になった。

「分かった。言うよ、言やあいいんだろ!?」

　魎呼はヤケになって叫んだ。

「阿重霞！　おめーはいい奴やつだ！　あたしはおめーが……いないとせいせいすらぁ！」

　魎呼の体を霊界の黒い霧きりが包んだ。

　血の気を抜かれたように顔が青くなり、苦しげに歪ゆがむ。

「畜ちく生しようっ、言えねえよ!!」

「魎呼!!」

　天地は思わず魎呼の腕をつかんだ。

「なに意地張ってんだよ！　命かけてケンカするこたぁないだろ!?　お前がいなくなったら俺、どうすればいいんだよ！」

「ホントにバカなんだから。魎呼っ、あなたはわたくしと一いつ緒しよに帰るのよ！　帰ってちゃんと自分のバカさ加か減げんをみんなに謝あやまりなさい!!」

　阿重霞は嚙かみつきそうな顔で魎呼に怒ど鳴なると、思い切りその手を引っぱった。

「阿重霞……!?」

　と、不ふ意いに魎呼の体が軽くなった。

　ピラミッドは強いパワーを放って天地たちを包みこみ、一いつ気きに上じよう昇しようし始めた。

「そう、そうよ！　これが愛のオーラなのよ」

　天地はぼうっとしながらも七人と一匹のオーラが溶とけ合い、一つになったのを感じた。

　霊界の穴が遠ざかる。

　と、目映まばゆい光が走り、意識が一瞬ホワイト・アウトした。




「もう大丈夫じゃ」

　気がつくと、そこは魎呼のほこらの入り口だった。

「封ふう印いんは済すんだ。わしがうっかりしてたせいで本当にすまなかったのお」

「じっちゃん？？」

　鳥の囀さえずりが聞こえ、いつもと同じ夏の午後の光が木こ漏もれ日びとなって降ふり注そそいでいる。

「まあ、人の過あやまちを深く追及するのは止めとくわ。実際、勝仁殿があそこでがんばって、最後の封印をしてくれなかったら帰き還かんは難しかっただろうしね」

　鷲羽は役目が済んだ愛のオーラ増ぞう幅ふく変換装置を抱え、にっこり笑った。

「つまり、そういうこと。家に帰ってゆっくりお鮨すしでも取って食べましょ」




　家に帰ると、ジョージが妖怪どもの汚よごした跡あとをせっせと掃そう除じしているところだった。

「天地さん！　私、何のお役にも立てませんで……」

「いいえ、ジョージ。この柾木家に要いらない人はいないのよ」

　鷲羽は魎呼の方を振り向くとにやにやした。

「どう？　あんたたち、少しは愛の貴とうとさが分かったでしょ？」

「フン……！」

　阿重霞と魎呼は互いにちらりと見み交かわすと、赤くなってそっぽを向いてしまった。

「喉のど元もと過ぎるとこれだからね」

　翌日、柾木家の居間に墨ぼつ痕こん黒々とした標語が張り出された。




「愛と友情じゃ。　　　勝仁」




「……いいですねえ、お義と父うさん」

　昨夜遅く帰ってきて何にも知らない信のぶ幸ゆきは、感心したようにまじまじと標語を眺ながめ、大きく頷うなずいた。
















　８月12日　曇りのち雨




　ふっふっふ……♡

　今ここに何がいると思う？

　魎ちゃん？　ピンポ～ン!!

　阿重霞お姉様？　ブブ～!!

　今ねえ、砂沙美は信のぶ幸ゆきおじちゃんのお部屋にいるんだ。

　おじちゃんは書庫で調べ物するからベッド使っていいって♡

　それでねー、あのねー、なんでここにいるかって言うとねー。

　砂沙美、オバケと一いつ緒しよなの！

　お姉様や魎呼お姉ちゃんに見つかると大騒ぎになっちゃうし、ホントは天地兄ちゃんのお部屋に行こうと思ったんだけど、もう寝ちゃったし、おじちゃんなら砂沙美のお願い聞いてくれると思ってさー。

　今、夜中の１時……ってことは、もう13日か。

　ねー、ふわふわちゃん？

　あっ、ふわふわちゃんって、ちっちゃいオバケなの。

　白くてハンカチの手品みたいにふわふわ浮いてて、目も口もちゃんとついてて触さわるとひやっとするんだよ。

　今、ベッドの上で魎ちゃんと遊んでるんだ。

　なんかねー、おうちのなか探たん検けんしてたらオバケの世界に帰りそこねちゃったんだって。

　おとうさんおかあさん、心配してないかなー？




　でね、これがオバケの手形♡

　砂沙美にしか見えません！

　ホントは足あとつけてもらいたかったんだけど、オバケだもんな～。

　あっ、ごめん!!

















秋日









　秋は人を想おもいに誘いざなう。

　秋の風は人の心を過ぎし日の追つい憶おくに浸ひたらせる。

　そして秋は、一人の少年の脳のう裏りにも帰らぬ日々を振ふり返らせるのだ。




「空が青いなあ……」

　柾まさ木き家の一人息むす子こ、柾木天てん地ちは畑仕事の手を休め、抜けるような空を見上げた。

　作さ務む衣えを着て鍬くわを持ったその姿はすっかり土に馴な染じんでいる。

「もう九月か……学校じゃ新学期が始まって、みんな忙いそがしいだろうなあ」

　すっかり学校と縁えんのなくなった天地は、ふと旧きゆう友ゆうたちの顔を思い浮かべ、嘆たん息そくした。

　工業高校なのでむさ苦しい男の顔ばかりだ。

「尼あまヶが崎さき、どうしてるかなあ……」

　旧友の中でも特にうっとうしい顔が脳裏に浮かんだ。

　直接会ったのは自主退学した後、町の茶さ店てんで一回会ったのが最後である。

「あいつ、ヘンな奴やつだったよなあ……」

　学校に行かなくなった後しばらくは、他の友人たちから結構電話がかかってきたりしていたのだが、何度か外で会ったりした後、みんなすっかり縁遠くなってしまった。

　その中でなぜか尼ヶ崎だけが時々思い出したように電話してくるのであった。

「相変わらずおたく道どうを邁まい進しんしてるかなあ」

　尼ヶ崎からはアイドルの話やアニメの話など、いろいろ聞かされた気がしたが、みんな忘れてしまっている。

「そういえばあいつ妙みように、髪の長い女の子が好きだったっけ」

　天地は鍬に寄っかかったまま組んだ両手の上に顎あごをのせ、見み事ごとなニンジン畑を眺ながめた。

　畑にはニンジンだけでなく、季節の野菜も作られている。

　まあ、関係ないか……。

　天地は心の中で呟つぶやいた。

　いまさら学校に戻ってもしゃあないし、友達とか呼ぶといろいろ質問責めにあったりして面めん倒どうだしな。

　天地はため息をつくと鍬を持ち上げ、仕事の続きにかかった。




　件くだんの尼ヶ崎は柾木家に続く道を汗を拭ふき拭き、歩いているところだった。

　実はクラス会の案内状を渡しに来たのである。

　もちろんそんなものは郵送すれば済すむのだが、それはいわゆる口こう実じつで、本当は柾木家を覗のぞきに来たのだった。

　あっさり学校をやめてしまった天地が一体家で何をしているのか、その真相を探さぐりに来たのである。

「あいつんとこ、親しん戚せきだか遠縁だかの女が一いつ緒しよに暮くらしてるらしいぜ」

「少なくとも三人はいるな」

　友人たちの話はどれも憶おく測そくばかりで要を得なかった。

「あいつ、なんであんなに付き合い悪くなっちゃったんだろう」

　けっこう天地と仲の良かった尼ヶ崎は、それを思うとはがゆくてしょうがないのだった。

　さて、天地がちょっと畑から見下ろせば旧友の巨体を発見できたに違いない。

　だが、尼ヶ崎が訪たずねてくるなど夢にも思っていない天地は黙もく々もくと畑仕事を続けていて、尼ヶ崎の姿には全く気づかなかった。

　尼ヶ崎は尼ヶ崎で、天地が不在だなどとは夢にも思っていなかった。

　学校をやめた人間は家にいるのが当然で、行けばきっと会えるだろうと思っていたからである。

「……あいつ、やっぱヘンなんだよな」

　尼ヶ崎はぼやいた。

「オレが行くっていうと何だかんだ理由つけて断るし、時々電話に女が出るけど絶対紹しよう介かいしてくれないし、秘密ありげだしな」

　ピンポ～ン、とチャイムが鳴り、梁はりの上に寝そべっていた魎りよう呼ことソファでＴＶを見ていた阿あ重え霞かが顔を上げた。

「魎呼さん、お客様よ」

「うっせえな。おめーが出りゃいいだろ？」

　チャイムがまたピンポ～ン、と鳴った。

「はいはい、今行きますわ」

　柾木家の留る守すを預あずかる樹じゆ雷らい皇おう家けの姫君は仕し方かたなく立ち上がり、玄げん関かんに出た。

「あの～、天地君いますか？」

　目の前に立っていたのは見たこともないむさ苦しい男で、阿重霞は思わず上から下までまじまじと見てしまった。

「あ……あの、どちらさまですの？」

「オレ、尼ヶ崎っていうんですけど……」

　尼ヶ崎は尼ヶ崎で、変わった着物を着ている若い女を上から下までまじまじと眺めていた。

　美人だ……これがうわさの同どう居きよ人にんなのか？

「何だよ、おめーは？」

　魎呼がひょいと顔を出した。

「ここんちに何か用か？」

「あのー……天地君……」

　また別の女だ！

　尼ヶ崎は目を丸くして玄関まで出てきた魎呼を眺め回した。

　着物の女に比べれば顔立ちがきついが、抜ばつ群ぐんのプロポーションである。

「なんだ、天地に用か。ま、上がんな」

　魎呼は無ぶ遠えん慮りよに尼ヶ崎をじろじろ眺め回し、にこりともせずに顎あごをしゃくった。

「はあ……」

　尼ヶ崎は上がっていいものかどうか戸と惑まどったまま、玄関を見回した。

「天地の奴やつ、いないんですか？」

「今、いねーよ」

「ちょっと、魎呼さん！」

　着物の女がたしなめた。

「天地様は今、畑の方に行ってますの。きっとお茶に戻ってくると思うんですけど……あの、尼ヶ崎さんとおっしゃったかしら？　もしかして、天地様のお友達ですの？」

「はあ、西工業高校の同級生だったです」

　天地様だと!?

　尼ヶ崎は内心ひっくり返りそうになった。

　様がつくような特別な関係なのか？

　あいつ、よろしくやりやがって……。

　尼ヶ崎はとりあえず天地のことは紐ひもでくくって天てん井じよう裏うらに上げることにした。

　何としてでもこの秘密を暴あばいてやるのだ。

　それには天地がいない方が都つ合ごうがいい。

　尼ヶ崎は、今日不ふ意い打うちで来たのは正解だった、と思った。

「じゃ、失礼しまっス……」

　内心ほくほくしながら靴くつを脱ぬぎ、よっこらしょと上がりかけたその時、声がした。

「だあれ、お兄ちゃん？？」

　台所から小学生ぐらいの女の子が顔を覗のぞかせている。

　長い髪かみを二つに高く結ゆい上げ、二本の尻しつ尾ぽのように垂たらしている、目の大きい女の子だ。

　か、可か愛わいい……。

　尼ヶ崎はほとんど感動して呟つぶやいた。

「砂さ沙さ美み？　この方は、天地様のお友達で、尼ヶ崎さんとおっしゃるのよ」

「へえ～。天地兄ちゃんのお友達が来るなんて、珍めずらしいね」

　そうか……砂沙美ちゃんていうのか。

　居い間まに通された尼ヶ崎は砂沙美から目が離せないのであった。

「ふーん……。おめー、ずいぶん天地と違うな」

　魎呼は尼ヶ崎の隣となりに座すわり、鼻先がくっつきそうになるほど顔を近づけてためつすがめつした。

「な、何ですか!?」

「いや、珍しくってよ。天地の奴ぁ、全然ダチとか連れて来ねえしよォ、この家で見かける男は天地とじっちゃんとオヤジだけだもんな」

　魎呼は顔を離すと興きよう味み津しん々しんで尼ヶ崎を見回した。

「おめー、ずいぶん肉余ってんな。天地みたいに稽けい古ことか畑仕事とかした方がいいぞ。昔あたしが行った星でな、天てん敵てきがいねーからあんまりのんびりしすぎて自分のケツも見れねえほどでかくなった生物がいてよ、どうすんのかと思ってたら次に行った時にはもう絶ぜつ滅めつしてたもんな。大笑いだったぜ」

「はあ？？？」

「魎呼さん!!」

　着物の女が目を吊つり上げた。

「お客様になんて失礼なことを……尼ヶ崎さん、どうかお許し下さいね。この女は下げ賤せんな出で、口の利きき方も知らないんですの」

「誰だれが下賤な出だよ!?」

　魎呼と呼ばれた女も目を吊り上げた。

「馬ば鹿かの一つ覚えみたいにそればっかり言いやがって。皇家が食えるか？　皇家がおめーの下へ手たな料理をなんとかしてくれるか？　いいかげん看かん板ばんしょってモノ言うのやめろよな」

「看板じゃありません！　中身のことを言ってるんです！　だからあなたみたいな海かい賊ぞく……」

「ちょっとちょっと、お姉様たち」

　台所でお茶の支し度たくをしていた砂沙美が手て招まねきした。

「ちょっとってば！」

　尼ヶ崎はほとんど呆ぼう然ぜんと二人の会話を聞いていたが、魎呼と阿重霞が呼ばれて出て行ったとたん、はっと我に返った。

「皇家？　海賊？」

　昔あたしが行った星だって!?

　一体なんの成なりきりだろう??

　尼ヶ崎が首を捻ひねっている間に、台所ではひそひそ話が始まっていた。

「ねえねえあの人、天地兄ちゃんのおともだちでしょ？　砂沙美たち、地球人じゃないってばらしていいの？　天地兄ちゃんこの前言ってたじゃない。この家から一歩出たら地球人だって」

「別に一歩も出てねーぞ」と、魎呼。

「わたくしは皇家の出ですもの、構かまわないと思いますわ」

「ええー、お姉様たち、天地兄ちゃんに怒られても知らないよー」

　砂沙美はあきれて姉たちの顔を見み比くらべた。

「言わない方がいいと思うけどなー。天地兄ちゃんに聞くまでは。ほら、天地兄ちゃんってそういうのすっごく気にするじゃない。だから樹雷皇家の話とか、宇宙の話とかは……」

　砂沙美はイヤな予感がしてぴたりと話を止やめ、姉たちに目め配くばせした。

　とたんに件くだんの人物が足を忍しのばせて席に戻ったらしい物音が聞こえてきた。

　砂沙美の予感どおり、内ない緒しよ話が聞こえないことに業ごうを煮にやした尼ヶ崎は、その時正まさにじわじわと台所に接近しつつあったのである。

「ヤな野郎だぜ」

　自分が絶滅生物扱いしたことも忘れ、魎呼は早くも闘とう志しを燃もやし出した。

「さっさと追い出しちまおうぜ。大体顔も気に食わねーしよ、天地のダチだって別にかまわねーじゃん」

「魎呼さん、声が大きいですわよ。そんなことしたら天地様がなんとおっしゃるか」

「お姉様たち、そんなとこでケンカしてないでさっさと向こうに行っててよね」

　砂沙美は姉たちを追い出し、自分はお盆ぼんを持ってそろりそろりと居間に入って行った。

「何のおかまいもできませんが……」

「あっ、どうも……」

　地球式接せつ待たいがすっかり身についた砂沙美は膝ひざをついて静しず々しずとお茶を出し、尼ヶ崎はどぎまぎして危うく茶ちや碗わんをひっくりかえすところだった。

「君……可愛いね」

「えっ」

　砂沙美はびっくりして膝立ちになり、ぽっと頰ほおを染そめた。

「今何年生？　どこの学校行ってるの？」

「この子は学校行ってないんですのよ。わたくしたち、ずっと家庭教師がついておりましたので、学校とは無む縁えんの生活を送っておりましたの」

「そ、そうスか……」

　家庭教師ね……さっきの皇家っていうのもあながちウソじゃないかも、と思ったとたん、そのまま口に出てしまった。

「ところで皇家ってどこの皇家なんですか？」

「まあ、よくぞ聞いてくれました。わたくしは宇宙に名だたる樹雷皇家の第一皇女、柾木・阿重霞・樹雷と申しまして、この子は第二皇女の砂沙美ですの」

「お姉様！」

　砂沙美はびっくりして思わず立ち上がったが万ばん事じ休きゆうすである。

　妹を褒ほめられた阿重霞はにこにこしてお茶を注つぎ足たし、茶ちや菓が子しを勧すすめた。

「どうぞゆっくりしてらして下さいな。わたくし、天地様の他にあまり男の方にお目にかかったことがありませんで、何か失礼申し上げるかもしれませんが、どうぞお許し下さいませね。それで、尼ヶ崎さんは学校で、天地様とどういうお付き合いをなさってたんですの？　天地様はあんまりそういうお話をなさらないので、わたくし、興味がありますのよ」

「どんなって、フツーのダチですよ」

　尼ヶ崎は思わぬ歓かん待たいに陶とう然ぜんとしながらぺらぺらしゃべり出した。

「あの先コー許せねーとか、森もり高たかはやっぱ足がプリチーとか、ゲーセンに何が入ったとか、マンガの話とか。大体あいつ、妙みようにまじめなとこがあってアイドル系とかあんまり知らないっスよ。オレ、ホントはアニメ系もけっこう好きなんですけどね。あいつ、詳くわしくないもんで結局ダチの噂うわさ話ばなしとかになっちゃうんですよ」

「ダチってなんですの？」

　阿重霞は尼ヶ崎の使う単語がほとんど分からなかったのだが、あまり根ね掘ほり葉は掘ほり聞いてもと思い、とりあえずそれだけ聞いてみた。

「ダチってのはよ、フレンドのことだよ。だけどおめー、一体何しに来たんだ？　さっきだって台所の方こそこそ嗅かぎ回まわってただろ？　天地なら畑にいるからさっさとそっち行けばいいじゃんか」

　立ち聞き行こう為いにヘソを曲げた魎呼は自分が招まねき入れたことも忘れて尼ヶ崎を睨にらみつけた。

「まあ、魎呼さん、失礼ですわ!!」

　砂沙美を褒ほめられてからころっと評ひよう価かの反はん転てんしてしまった阿重霞が嚙かみつく。

「せっかくいらしたお客様を追い出そうなんて。あなたこそちょっと行って天地様を呼んで来たらどうなのよ？」

「なんであたしがこいつのパシリやんなきゃならねえんだよ」

　魎呼は言いかけたが、途と中ちゆうで面白いことを思いついた。

「んじゃ、行って来てやらあ。尼ヶ崎、おめー目ん玉ひん剝むいてよーく見てろよ」

　魎呼はにやっと笑うと足の先からゆっくりと消え始めた。

「こっ、この人……」

　尼ヶ崎は青くなって震ふるえだした。

「けっけっけ……」

　魎呼はにやにや笑いながらすうっと姿を消すと、天井裏に出現し、這はいつくばって下げ界かいの様子をのぞき見し始めた。

「消えた！　消えたっスよ！　何なんですか!?　オレ、こういうのダメなんですよ！」

「あの腐くされ女が！」

　阿重霞はプリプリしながら立ち上がり、ぐるりと居間を見渡した。

「なんてことするのよ!?　お客様がいらしてる目の前で消えることないじゃないの。せめて廊ろう下かに出てからとか、そのぐらいの気を使ってもらいたいものですわ。見なさい、尼ヶ崎さんがびっくりしてらっしゃるじゃないの」

「ほーほー、そりゃ悪かったねえ」

　魎呼は天井から首を突き出し、尼ヶ崎に向かってひらひら手を振ってみせた。

「育ちが良くねえもんでさ、なんかとんでもねェことやっちゃうかもよ」

　尼ヶ崎は天井を見上げて固まったまま、モノも言えずにいる。魎呼はほくそ笑んだ。

　ちょいと脅おどかして退たい散さんさせるつもりだったのが、あんまり反はん応のうがいいのでただ帰すのはもったいなくなってきたのだ。

「じゃあ、お詫わびにあたしが遊んでやらあ」

　魎呼はたちまち尼ヶ崎のそばに空くう間かん転てん移いすると、腕うでをまわして抱かかえ上げた。

「クソ重い奴だなー。とりあえず柾木家ご案内でいいか？」

　魎呼は尼ヶ崎を抱えたまま姿を消し、一瞬後、二階の屋根に姿を現した。

「おー、絶ぜつ景けいかな。こーんなに天気がいいのに家に閉とじこもってるのはもったいねえよな。じゃあ次は柾木神社……っと」

　あっと言う間に二人は柾木神社の境けい内だいに立っていた。

「ほら、柾木家の屋根が見えるだろ？　あの裏手に畑があってさ、すっげえニンジンがうねうねと……」

「ひぇ～……」

　尼ヶ崎は息も絶たえ絶だえに呟いた。

「畑は後回しにして、瀬せ戸と大おお橋はしなんてどうだ？　いやー、その昔、あそこ派は手でにぶっ壊こわしたことがあってよ、直ってから一回も見に行ってねえんだ、これが」

「も……もういいっス。もういいっスよ」

「なんだ、おめー、そういう情けないとこは天地と一いつ緒しよだな」

　魎呼は尼ヶ崎を抱え直すと再び空間転移した。

「ほーら、見えてきたぜ。あれが瀬戸大橋。懐なつかしいなー」

　魎呼は遅おそい午後の光にきらきら光る水みな面ものはるか上空に出現し、わざとゆっくり空中飛行し始めた。

「あたしが天地んとこ来たばっかりの時よォ、この上で阿重霞の龍りゆう皇おうと戦ったのさ。そんであたしの魎りよう皇おう鬼きがあいつの船を串くし刺ざしにして、ど～んってここに落っこったのさ」

　哀あわれな尼ヶ崎はぎゅっと目を閉じたまま、返事するどころではなかった。

「オラ！　しっかり目ェ開けて見ねえと落っことすぞ」

「勘かん弁べんして下さいぃ」

　尼ヶ崎は蚊かの鳴くような声で答えた。

「おめー、ホントはあたしたちのこと、探さぐりに来たんだろ？」

　魎呼は猫ねこなで声で囁ささやいた。

「天地と喋しやべりにきたワケじゃねえだろ？　どんな女がいるか見にきたんだろ？」

　尼ヶ崎は絶ぜつ句くした。

「そ、そんな……」

「なんかムカつくんだよな、そういう根こん性じようはよォ」

　魎呼が片手を離したので尼ヶ崎の体がぐらりと揺れた。

「りっ……魎呼さん！」

「おっと、悪わりィ悪ィ」

　魎呼はせせら笑いながら尼ヶ崎を引き上げた。

「あたしはな、好きで天地のとこにいるんだ。柾木家にゃ他ほかにも女がいっぱいいるけどよ、おめーの思ってるような下品なこたぁ何にもないぜ。せっかく覗のぞきに来て悪わりィけどよ」

「す……すみません」

　尼ヶ崎は本気で後こう悔かいし始めた。

「だってオレ……うらやましかったんですよ。天地の奴、さっさと学校やめて女と一いつ緒しよに暮らしてるって……オレなんか何にもないっス。女の子もいなきゃ、勉強もできなきゃ、特技もないっス。せめて一人ぐらい紹しよう介かいしてもらったってバチあたんないっスよ」

「へえ～。それで誰か気に入ったかい？」

　魎呼はからからと笑った。

「言っとくがな、地球人は一人もいないぜ。それでもいいって言うならあたしが付き合ってやってもいいぜ。あたしは宇宙海賊だがな」

「……宇宙海賊……っスか!?」

「おうよ」

　魎呼はにぃっと笑った。

　尼ヶ崎の心臓の音が１オクターブ跳はね上がった。

　恐こえぇ……でもすっげー美人……。

　こんな女に好きって言われたら、オレだってその気になっちゃうかも……。

　と、パニック状態の頭にふっと理性が戻った。

　これ、夢だよな。夢じゃないとしたら、オレ、頭がどうかなっちゃったんだよな。

「おめー、ジェットコースター好きか？　この魎呼さまが特別にデートしてやらあ」

　ゴキゲンの魎呼は尼ヶ崎を抱え直すと、瀬戸大橋上空からふっと姿を消した。




「ねえねえ、魎呼お姉ちゃんどこまで行っちゃったんだろ？」

　柾木家の居間では砂沙美と阿重霞がお茶を飲みながら心配そうに天井を見上げているのだった。

「さあねえ……どこまで行ったのかしら？」

「知らないよー。あんな目にあわせて、もう二度と来ないよ、きっと」

「もうやっちゃったんですもの、しょうがないわ」

「なんだかかわいそう……あのお兄ちゃん、気が弱そうなのに」

「そうねえ……」

　阿重霞は起きてしまったことには動じないタチである。

「砂沙美、天地兄ちゃん呼んでこようかなあ」

　心こころ優やさしい砂沙美はそろそろ本気で心配になってきた。

「お姉様。やっぱりこれってマズいんじゃない？　だって天地兄ちゃんのおともだちなんだよ。初めて遊びに来たのにこれじゃあ……やっぱり呼んでくるっ」

　砂沙美が立ち上がったとたん、魎呼と尼ヶ崎が現れた。

　目が据すわった尼ヶ崎をぽいとじゅうたんの上に放り出した魎呼は、さっきと打って変わって上じよう機き嫌げんである。

「いやー、あれから瀬戸大橋行ってよ。ついでにハイランド行ってジェットコースター乗ってきちまったぜい」

「魎呼お姉ちゃんっ」

　砂沙美はついに叫んだ。

「そんなことしたらお兄ちゃんがかわいそうでしょっ。今日おうちに来たばっかりなんだよ。砂沙美たちのことだって全然知らないんだよ。それなのに樹雷の話したり、いきなりワープしちゃっていろんなとこ連れてかれたら誰だってびっくりするに決まってるでしょ。天地兄ちゃんに全部言っちゃうからねっ」

「いやあ……だってこいつがよォ……」

　魎呼は叱しかられた子どものように首を竦すくめた。

　砂沙美は尼ヶ崎のそばに膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　びっくりしたでしょ。魎呼お姉ちゃんって悪いひとじゃないんだけど、乱暴だからさ。あっ、お水かなんか飲む？」

　砂沙美は台所に走っていって冷たい水の入ったコップとおしぼりを持って帰ってきた。

「顔、青いよ。布ふ団とん敷しいてあげようか？」

「……砂沙美ちゃん？」

　尼ヶ崎は冷たいおしぼりで顔を拭ふいてもらい、小さな手からコップを受け取った。

「大丈夫。君って優しい子だね」

「そんなことないよォ」

　砂沙美は面と向かって褒ほめられたのでもじもじして下を向いてしまった。

「大丈夫ですの？」

　阿重霞が覗のぞき込んだ。

「魎呼さんのせいで申し訳ないことをしましたわ。良かったらお茶を入れ直しますから、お飲みになる？」

「はあ……」

　尼ヶ崎はまだくらくらする頭を下げ、樹雷皇家の姉と妹を見つめた。

　年もタイプも全然違うが、よく似た上品さと濃こまやかさが感じられた。

「いいなあ……」

　思わず言葉が出た。

「天地は幸せっスね。こんな可愛い妹と美人のお姉さんが同時にできて」

「まあ！」

　阿重霞は頰ほおを染そめた。

「おからかいになってはイヤですわ。わたくしなど、普ふ段だんは天地様に怒られてばかりですのよ」

　阿重霞はチラリと魎呼に視線を送った。

「この魎呼とケンカばかりしているからなんですの。ひとつ屋根の下に暮らしているっていうのにねえ」

「女のケンカなんて可愛いもんですよ」

　だいぶ回復した尼ヶ崎は答えた。

「オレんちなんて男ばっかり三人ですからね、いや、潤うるおいがないっちゅーか、何ちゅーか。オレなんて二番目だし、損そんばっかりですよ」

「まあ、そうなんですの？」

　阿重霞は上品に笑い、優ゆう雅がな動どう作さで立ち上がった。

「お茶を入れて参まいりますわ。魎呼さん、お客様をお願いね」

「フン」

　魎呼は阿重霞を無む視しすると、軽々と尼ヶ崎をつまみ上げ、ソファに放り込んだ。

「なっ、ヤな奴やつだろ？　気取りやがって、世の中で自分が一番正しいって顔してよ、割り食うのはいっつもあたしなんだ」

　魎呼がぼやいたので尼ヶ崎はなんとなくおかしくなった。

「魎呼さんて損なタイプじゃないスか。目め立だつから真まっ先さきに言われるタイプでしょ。でもそういう人って結けつ構こう正直だから、ホントの悪人はいないです」

「魎呼お姉ちゃんって、ウソつけないんだよ」

　砂沙美がにこにこして割り込んだ。

「顔にかいてあるって言うんでしょ？　ホントすぐ分かっちゃうんだよ。でも砂沙美、魎呼お姉ちゃん大好きなんだ」

「うん。分かるなその気持ち。砂沙美ちゃんて嫌きらいな人いないだろ？」

「超ミラクルスーパーびっくり!!」

　砂沙美は目を丸くした。

「お兄ちゃん、なんで分かるの？」

「オレ、君みたいな妹が欲しかったんだよ」

　尼ヶ崎は目を細めた。

「だけど生まれたのは弟で、俺おれにそっくり。がっかりしたっけなあ。ホント、オレんちは一生女の子に縁えんがないのかと思ったもんな」

「じゃあ、砂沙美が妹になってあげるよ！」

　砂沙美は身を乗り出した。

「うちに遊びにくれば砂沙美がいつでも妹になってあげる。それで一緒に遊べるよ。何して遊ぶ？　トランプ？　ゲーム？　ウノ？　お絵かき？」

「おうちで遊ぶものばっかりだなあ」

　尼ヶ崎は砂沙美の顔を覗き込んだ。

「今度、遊園地連つれてってやるよ。動物園でもいいし、一日中遊べるところがいいだろ？」

「うん！」

　砂沙美の顔がぱあっと輝かがやいた。

「わーい、やったあ!!　遊園地！　ゆうえんち！」

　跳とび上がって喜んでいた砂沙美ははた、と足を止めた。

「でも砂沙美、お金持ってない……」

「そんなの心配するなって。オレに任まかせとけよ」

「ホント？　お兄ちゃん大好き!!」

　砂沙美は尼ヶ崎の首に飛びついた。

「ただいまァ。あれ、誰か来てるのか？」

「あっ、天地兄ちゃんだ！」

　砂沙美は玄関に飛んでいくと、天地の手を引ひっ張ぱった。

「ねえねえ、天地兄ちゃんのおともだちが来てるんだよ。今度ねえ、砂沙美、遊園地に連れてってもらうんだよ」

「友達？」

　天地は慌あわてて居間に駆かけ込こんだ。

「よお、天地」

「あ、尼ヶ崎!?」

　天地が見たのはソファに座ってすっかりくつろいでいる尼ヶ崎と、そばによっ掛かかってにやにやしている魎呼の姿だった。

「お帰り、天地ィ。遅かったな」

　魎呼は天地のそばに来ると、音を立てて頰ほおにキスをした。

「魎呼っ」

　天地は仰ぎよう天てんして魎呼を振ふり離した。

「なんだよ。いいじゃんかよォ」

「お帰りなさい、天地様」

　お盆ぼんを持った阿重霞が入ってきた。

「今日はお茶に戻もどってらっしゃらなかったのね。尼ヶ崎さんがずっとお待ちでしたのよ」

「ずっと待ってた？」

　天地はドキドキした。

　ずっと待ってる間、何事もなかったとはとても思えなかったのである。

　何があったんだろうか。

　魎呼と阿重霞がケンカしたとか、柾木家の秘密がバレたとか……。

　尼ヶ崎は別に動じるふうでもなく、女たちに囲かこまれてにこにこ笑っていた。

「まあ、お茶でも召めし上がって下さいな」

　阿重霞の声に天地は訝いぶかりながら尼ヶ崎の向かいに腰を下ろした。

「天地、久しぶりだなあ。元気そうじゃないか」

「う、うん。まあね……」

「突然来て悪かったな。近くに来たもんだからさ」

「そうか」

　天地はまだ疑っていた。

　俺のいない間に絶対なにかあったはずだ。

　どんなことがあったんだろうか。

　どんな話をしたんだろうか。

「天地様のお友達って、面白い方ですのね」

　阿重霞が上品に微ほほ笑えんだ。

「気が小せえとこなんか、おめーにそっくりだしよ」

　魎呼も笑っていた。

「違うもん。お兄ちゃんはとっても優しいんだよ」

「お前、幸せだよなあ」

　尼ヶ崎は嘆たん息そくした。

「みんな素す敵てきな人ばっかりで。そりゃ、ちょっと不思議なとこあるかもしれないけどさ、またそこが良かったりするんだろ？」

「尼ヶ崎……」

　天地は絶ぜつ句くした。

「お前、それじゃ阿重霞さんとか魎呼のこと……」

「ちょっとだけな。正直言ってびっくりしたぜ。お前が何にも言わない理由がよく分かったよ」

　天地が答えに詰まっているのを見て、尼ヶ崎は笑った。

「これがオレでもやっぱ言えないよな。いいじゃん、言わなくて。人それぞれ事情があるしよ」

「はあ～～～」

　天地は詰めていた息を吐き出した。

「ホントか？　ホントに言わないでくれるか？　俺イヤなんだよ。うわさが広まってどっと押しかけられたりしたらどうしようと……」

「そんなもったいないことするかよ」

　尼ヶ崎は笑った。

「せっかく俺にも可愛い妹ができそうだっていうのに」

　天地が思わず砂沙美の方を振り返ると、砂沙美はにこにこして頷うなずいた。

「妹になってあげるって約束したんだよ」

「そ、そうか……砂沙美ちゃんは優しいね」

「じゃ、今日はバイトあるから帰るわ」

　尼ヶ崎は立ち上がり、名な残ごり惜おしそうに砂沙美を見やった。

「砂沙美ちゃん、ありがとな。今度遊園地のチケット持ってくるからな」

「うん。待ってるよ」

「じゃ、どうもお邪じや魔ましました」

　尼ヶ崎が玄関で靴くつを履はいていると、物もの置おきの扉とびらが開いて鷲羽わしゆうが顔を出した。

「おや、尼ヶ崎君、もうお帰り？」

　尼ヶ崎はぎょっとして振り返った。

「あっ、この人はね、鷲羽さんと言って……」

　天地は仕し方かたなく紹介し始めた。

「宇宙一の天才科学者、鷲羽ちゃんよ♡」

　鷲羽はハートマークつきで訂てい正せいすると、尼ヶ崎の顔を見て意味ありげににやりと笑った。

「柾木家の秘密を知られたからにはもう生きて帰すまいと思ったんだけどね」

「鷲羽さん!?」

　目を丸くしている尼ヶ崎を見、天地は怒ど鳴なった。

「冗じよう談だんよ、冗談。また遊びにいらっしゃいな。今度は鷲羽ちゃんが君を超科学の世界へ連れてってあげるわよ」

「ダメだよ。この人は砂沙美のお兄ちゃんになったんだから！」

　砂沙美は慌あわてて割って入った。

「そんなことしたら遊園地連れてってもらえなくなっちゃうよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、砂沙美ちゃん。オレ、また来るから」

　尼ヶ崎は笑って砂沙美の頭に手を置いた。

「また来てもいいよな？」

「うん」

　天地は頷うなずき、旧友を送って玄関を出て行った。




　まだ夏の名残のある西日を浴あびて二人はゆっくりと田舎いなか道みちをバス停の方に歩いて行った。

「天地。お前、これからどうすんだ？」

「え？」

　天地は驚いて尼ヶ崎の顔を盗み見た。

「お前、一人息子だろ？　学校行かないでそのまま家継ついじゃうのか？」

「うーん……」

　意外なことを言われた天地は戸と惑まどい、自分の足もとから伸のびる影かげに目を落とした。

「あんまり考えたことないな。何だか毎日、忙いそがしくってさ。畑とか俺、一人で全部やってるし。お前の方こそどうなんだ？」

「オレか？　オレはこれから受験勉強かな」

　尼ヶ崎は憂ゆう鬱うつそうに笑った。

「知ってるだろうけど、うち、親がうるさくてよ。大学ぐらい行っとけって言うんだよな」

「お前、やればできるもんな」

「お前だってそうだったじゃないか」

　尼ヶ崎はため息をついた。

「親おや父じさん、何にも言わないのか？　オレ、お前は親父の事務所を継ぐもんだとばっかり思ってたよ」

「うーん、どうかな……」

　天地は何にも言われたためしがないことに思い当たった。

「吾あ妻づまとか卒業したら店継ぐみたいだし、学校やめて家出ちゃった奴もいるしな」

　尼ヶ崎はあいつも、あいつも、と何人かの友人の名を挙あげた。

「けっこうみんなそれぞれなんだぜ。自分のことに精せい一いつ杯ぱいでよ、お前がどうとかそんなにみんな、思ってねえよ」

「そうか」

　天地はほっとすると同時になんだか取り残されたような気分になった。

「だから時々は付き合えよな。たまには外の空気吸すわねえとじじいになっちゃうぜ」

「うん。……だよな」

　バス停に着いても、時間はまだたっぷりあった。

「やっぱお前がいないと寂さびしいよな。しみじみ話せる相手がいなくってよ。バカ話する奴は大勢いるけど、何でもない話してけっこうホッとするってお前ぐらいだもんな」

「うん……」

　天地は久しぶりに学校の匂においを思い出した。

　埃ほこりっぽくて汗くさい学生服、試験前の諦あきらめにも似た苛いら立だち、居場所がないみたいに群むれて一日が過すぎるのを待っていたあの頃の俺たち……。

　遠く離れてしまったのは俺の方かもしれない。いつの間にか尼ヶ崎たちから離れて、誰もついて来れないような彼方かなたまで歩いてきてしまったのは……。
















　尼ヶ崎は黙だまり込んでしまった天地をなんとなく眩まぶしそうに見ていた。

　それともそれは錯さつ覚かくで、ただ西日が眩しかっただけなのかもしれない。

　バスのエンジン音が聞こえ、天地は顔を上げた。

「じゃあな」

「うん。またな」

　尼ヶ崎は屈くつ託たくなく笑い、財さい布ふを探してカバンの中を探さぐった。

　と、その手がびっくりしたように止まり、一枚の葉は書がきをつかみ出した。

「うっかり忘れるとこだったぜ。これ、一年の時のクラス会の通知」

「わざわざ持って来てくれたのか」

　天地は葉書に目を通した。

　一年の頃よく学校帰りに寄っていたファーストフード店の名と日時が記されていた。

「やめちゃった奴だけ葉書で出してんだ」

　バスが止まり、昇降口が開いた。

「お前、絶対来いよ。来ねえとみんなにバラしてやるからな」

「……うん」

　天地は笑った。

　ふと埃っぽい校庭の空気が脳のう裏りを掠かすめ、毎朝このバスに揺られていた頃の自分を思い出した。

「分かったよ。みんなによろしくな」

　ドアが閉まり、バスは過ぎし日の幻まぼろしとともに走りだした。

　天地はバスが角を曲がるまで見送ってから、葉書を手に来た道を戻り始めた。







　９月23日晴れ




　わあい！　ゆーえんちに行ってきちゃった!!

　尼ヶ崎のおにーちゃんと、天地兄ちゃんと、阿重霞お姉様と、魎呼お姉ちゃんと、砂沙美で♡

　お姉様と魎呼お姉ちゃんは相変わらず、天地兄ちゃんの回りでケンカばっかしてるので、砂沙美は尼ヶ崎のおにーちゃんと一いつ緒しよにいたの。

　ジェットコースターもウルトラツイスターも観かん覧らん車も一緒に乗ったんだよ。

　バンジージャンプだけは怖こわくてできなかったけど。

　尼ヶ崎のおにーちゃんって、顔はこわそうだけど、とぉっても優やさしいの。

　顔だけで好きって言ったり、嫌いって言ったりするの、ヘンだよね？

　うん、でもおにーちゃん、もーちょっとやせた方がいいかなって思うけどさ。

　バンジージャンプはもうちょっとやせてからにするんだって。

　だから砂沙美も約束したの。

　もーちょっと大きくなったら絶対やるって。

　今日は魎ちゃんも連れてってあげたかったなー……って思った砂沙美なのでした。

















月見の宴うたげ









　今月今夜、この月に……と言ってもまだ満月にはいくらか間がある夜のこと、樹じゆ雷らい皇おう家けの姫ひめ君ぎみは縁えん側がわにぽつねんと座って臨月間近の月を見上げていた。

　透すき通った宝ほう玉ぎよくのような瞳ひとみは冴さえた光を映うつし込み、唇はわずかに開かれたまま放心しているような面おも持もちである。

「どうしましょう……」

　姫の口からため息のような言葉が漏もれた。

「わたくし……どうしたら良いのかしら」

　姫君はお住まいになっているしもた屋の方を振ふり向いた。

　誰だれかに突つっ込こみを入れられることを恐おそれたのである。

　幸さいわい、ＴＶの音に混まじって下品な女の笑い声が聞こえて来たので、姫君はほっとしたように顔を戻もどした。

「いやあねえ……」

　姫君は眉まゆを寄せ、影かげの落ちた庭を見渡した。

　夕ゆう凪なぎの時刻はとうに過ぎ、夜風が身に沁しむ頃ころ合あいである。

「あんな話、しなければ良かったわ」

　姫君はまた独ひとりごち、形の良い顎あごを上げて空を見上げた。

「せっかく天てん地ち様と一いつ緒しよになれたのに……阿あ重え霞かは、阿重霞は悲しゅうございます」

　姫君の頰ほおに一筋の涙が伝つたった。

　阿重霞は慌あわてて目を伏せ、袖そででそっと涙を拭ぬぐった。

「ああ、天地様……」

　と、いきなり髪かみを引ひっ張ぱられ、阿重霞は縁側から転ころげ落ちそうになった。

「何が天地様なんだよ？　おめー一体、いつ天地と一緒になったんだ!?」

　目を三角にした魎りよう呼こが阿重霞の長い髪を拳こぶしに巻き付け、力いっぱい引っ張っているのだった。

「痛いたい痛い痛いってば！　どうしてあなたはいきなり出てくるのよ!?」

「ＣＭになったからおめーがひとりで何やってんのか見に来たんじゃねーか」

「見に来てくれなんて頼たのんでませんってば！」

　阿重霞はやっと魎呼の手を振りほどくと、怒いかりに燃える目で魎呼をにらみ返した。

「あなたなんか大っキライ！　どうしてあなたはわたくしばかり構かまうのよ？　向こうでテレビの続きでも見たらどうなの？　わたくしにはもう時間がないんです。あなたと言い争あらそってるヒマなんてありませんの！」

「この家の中で一番暇ひまそーなおめーがかよ？」

　阿重霞はぐっと詰つまり、次ついで傷ついた。

「あなたにそんなことを言われる筋すじ合あいはありません！」

「筋合いなんかどうでもいいじゃん」

　魎呼はやっと面白くなってきたのでにやにやしながら顔を近づけた。

「で、どうして時間がないんだ？」

　とたんに阿重霞の顔が歪ゆがみ、見る見るうちに涙が盛もり上がった。

「あなたなんか……あなたなんか……」

　阿重霞は涙と一緒にハナを啜すすり上げた。

「何が分かるっていうのよ!!」

　魎呼が顔を引っ込める間もないうちにバチン、と平手打ちが来た。

「バカ！　鈍どん感かん！　恥はじ知らず！　あなたなんかホウサン団だん子ごに当たって死んじゃえばいいんだわ！」

　言うなり阿重霞は身を翻ひるがえし、ばたばたと騒そう々ぞうしい音を立てて家に駆かけ込んでしまった。

「ホウサン団子!?」

　魎呼は間ま抜ぬけ面づらを晒さらしたまましばし首をひねっていたが、突然空くう間かん転てん移いして居い間まに現れた。

「あンのやろーっ」

「何を言ったんだ、魎呼？」

　天地がすっ飛んで来た。

「阿重霞さん、泣いてたぞ。一体何があったんだ？」

「あたしはゴキブリじゃねえぞ！」

　魎呼は怒りに任まかせて二階に駆かけ上がったが、一秒もたたないうちに険悪な顔をして下りて来た。

「……結界張ってやがる」

「えっ、なんで？」

　砂さ沙さ美みはＴＶを消して天地と顔を見合わせた。

「お姉様、どうしちゃったのかなあ？」

「砂沙美ちゃん、聞いてみてよ」

「うん……」

　砂沙美は素直に階段を上がって行ったが、しばらくしてヘンな顔で下りて来た。

「結界張ったまま布ふ団とん被かぶって寝てたよ。何でもないからほっといてくれって」

「具ぐ合あいでも悪いのかなあ……」

「分かんない」

　砂沙美は困こまったような顔でソファに飛び乗った。

「お部屋、入れないよ。砂沙美はどこで寝ればいいのかなあ？」

「あたしが寝かしてやるよ」

　魎呼は猫ねこ撫なで声を出した。

　阿重霞のことを聞き出そうという魂こん胆たんである。

「やだ。魎呼お姉ちゃん蹴け飛とばすんだもん」

　砂沙美はにべもなく断ことわった。

　実際、魎呼と一緒に和室で寝た時は、布団を占せん領りようされたあげく、蹴飛ばされて散さん々ざんな目にあっているのだった。

「砂沙美、天地兄ちゃんのとこで寝るからいいや。ねえねえ、寝る前にまたウノやってくれる？」

「うん、いいけど……」

　天地は聞こえないようにため息をついた。

　おかしい。阿重霞さんは一体どうしちゃったんだろう!?

　と、研究室のドアが出現し、鷲羽わしゆうが顔を出した。

「おや？　阿重霞殿は？」

　天地と魎呼と砂沙美は一いつ斉せいに階段を見やり、首を振った。

「あらそう。いいんだけど、樹雷皇家から通信が入ってるわよ」

「樹雷皇家ですか？　なんて？」

　天地が聞き返した。

「準じゆん備び万ばん端たん整ととのえり。よろしくお伝えあれって近この衛え隊たい長ちようさんが」

「近衛隊長？　一体何の話です？」

「そう聞いたらね、国こつ家か機き密みつなのでお話しできませんって」

「国家機密!?」

　今度は魎呼と天地が顔を見合わせた。

「国家機密ときたね。こりゃまた豪ごう勢せいじゃん。おい、天地。この家の中でそんな隠かくし事許してていいのか？」

「そんなの俺おれに言ってもしょうがねえだろ？」

「そりゃそうね。問題は、阿重霞殿が何を隠しているのかってことよ」

　鷲羽が割り込んだ。

　目が笑っているのは好こう奇き心をかき立てられた証しよう拠こである。

「じゃ、阿重霞殿の秘密を探り出した人に百万円！」

「あたしゃ乗ったぜ！」

　魎呼が真っ先に名乗りを上げた。

「じゃ、砂沙美も」

「俺、いいです」

　天地は言下に断ったが、鷲羽のにやにや笑いを見てこう付け加えた。

「鷲羽さん、百万円なんて持ってたんですか？」

「うん？　まあね。国家予算から見れば百万円なんて塵ちりみたいなもんじゃない？　お金なんて空気と同じでそこらじゅう飛び交かってるわ。我々にはその流れが見えないだけよ」

「ハイテク犯はん罪ざいはダメですよ」

　天地は倫りん理り観かんの違う天才科学者にクギを刺さした。

「天地殿はこの頃ごろ勘かんが良くなったわね。じゃ、賞金はなし。かわりに３つの願いを叶かなえるとか」

「何です、それ？」

「天地と♡♡したい。天地に♡♡されたい。天地と♡♡して暮くらしたい」

　魎呼が割り込んだので話が伏ふせ字じになってしまった。

「こ……こら、魎呼！　砂沙美ちゃんの前で何という話を……」

「砂沙美、子どもだから分かんないことにしといてあげる♡」

　年頃の男女と一緒に暮らしていれば耳みみ年どし増まにもなろうというものだ。

「魎呼ちゃん、そういうことは自分でおやんなさいね。あーあ、結局話はそこに落ちるか」

　話がハートマークの飛び交う怪あやしい世界にスライドしてしまったので、鷲羽は呆あきれて研究室に引っ込んでしまった。

「はああ……」

　天地は勝手に盛り上がっている魎呼を置いて庭に出た。

「満月まであともうちょっとだな」

　月は白く明るく地上を照てらし、天地は何とはなしに胸むな騒さわぎを感じて目を細めた。

「もしかして阿重霞さん、月を見て泣いてたんじゃ……」

　秋だからな……感かん傷しよう的てきになってもおかしくないよな、と天地は呟つぶやき、すっかり疑問が解かい消しようした気になってそれきり事件のことは忘れてしまった。




　翌日、阿重霞は何事もなかったように下りてきて、いつものように優ゆう雅がに家の中のあれこれをこなしていた。

「おーい、阿重霞。ちょっと」

　待ち構えていたらしい魎呼が寄って来た。

「何ですの？」

「昨日は悪かったな。なんか悩み事があんなら相談乗ってやろうか？　ほら、一人で悩んでると体に良くないしよ、おめーは思い詰つめるタイプだしな」

　魂こん胆たんがある時はいくらでも下した手てに出られるのである。

　阿重霞はまるで蛇へびを見るように魎呼の顔を見返した。

「いいえ、別に悩み事なんてありませんわ。わたくしの方こそ昨日は申し訳ありませんでした」

　木で鼻をくくったような返へん答とうである。

　魎呼の頰がぴくっと引きつった。

「おめー、せっかくひとが親切に言ってるうちに白状した方がいいぜ。何かあるんだろ？　何で時間がないんだよ？　樹雷皇家で何かあるのか？」

「じゅ、樹雷皇家!?」

　阿重霞ははた目にも分かるほどうろたえ、後ずさった。

「おンや？　鷲羽から何にも聞いてないってか？　準備万端整えりって一体何の話だよ？」

「わたくし、何にも聞いておりません。そのような事は一いつ切さい関かん知ち致いたしません」

　阿重霞は国会答とう弁べんのような受け答えをすると踵きびすを返して逃げ出そうとした。

「待ちなって。この家の中で秘密はねえだろ？　それとも何か？　そんなに人に言えねーようなことなのかよ？」

「知りませんたら知りません。あなたには何の関係もないことですわ。どうしてそんなにわたくしをいぢめるんですの？」

「いぢめる!?　阿重霞、おめーなあ……」

　魎呼がついに胸むな倉ぐらつかんだところにちょうど天地が入って来た。

「魎呼、何やってんだよ!?　やめろってば！　阿重霞さん、一体どうしたんですか？」

「天地様!?」

　阿重霞の瞳ひとみがたちまち涙に曇くもった。

「ちッ……」

　魎呼が手を離したとたん、阿重霞は俯うつむいて小走りに居間を出て行った。

「どうしたんだよ、昨日も今日も？　別に秘密があったっていいじゃないか。魎呼、おまえ少しおかしいぞ」

「へえへえ」

　魎呼はにいっと笑うと突然消えてしまった。

　この家ではよくあることなので天地は驚かなかったが、少なからず情けない気分になった。

　一方、阿重霞姫は新聞の切り抜きを手に柾まさ木き神じん社じやへ続く石段をとぼとぼ上がっていた。

「……やっぱりお兄様にご相談するしかないわ」

　自分を励はげますように呟く。

「相談したところでお父様が決意を翻ひるがえすとは思えないけど……」

　阿重霞の額ひたいに縦じわが寄った。

「どうして樹雷皇家のひとたちってみんな意い固こ地じなのかしら!?」

　意固地……意地っ張りとも言う。

　阿重霞が進しん退たいきわまって相談しようという当の兄も意固地なことでは人後に落ちないのだが、そう呟いている自分もまた樹雷皇家の性質を濃こく受け継いでいることに阿重霞は自覚がなかった。

「お兄様。遥よう照しようお兄様」

　やや硬かたい声で呼ぶと、社しや務む所しよから返答があった。

「遅かったのう。ま、上がんなさい」

　阿重霞が社務所に入ると、遥照こと勝かつ仁ひとは座ざ布ぶ団とんを枕まくらにワイドショーを見ているのであった。

「お兄様ったら、いつもそんなことをしてらっしゃるの？」

「いつもいつも精しよう進じん潔けつ斎さいしてたら身が持たんわい」

　勝仁は起き上がると、お茶を入れて阿重霞に差し出した。

「恐れ入ります」

　阿重霞は上うわの空そらでお茶を啜すすり、ＴＶの画面に目をやった。

「お兄様、実は……」

「待て、阿重霞。でっかいネズミがおる」

　勝仁はやおら机の小こ刀がたなを取ると、やっとばかりに天井へ投げ付けた。

　と、いきなり女の手が出現して二本の指の間に小刀を白しら刃は取どりしてしまった。

「危ねえだろっ、このクソじじい！」

　怒り狂った魎呼が姿を現した。

「天地より数段上じゃの」

　勝仁は澄すまして言い、木刀を手に立ち上がった。

「ひとの話を盗み聞きするような悪い子はお仕置きじゃぞ。老おいたりとはいえわしも光こう鷹おう剣けんの使い手。どうじゃ、真剣勝負するか？」

「……くそッ」

　魎呼は目を吊つり上げたがここはひとまず引くが得とく策さくと思ったらしく、いきなり消えてしまった。

「まあ……」

　阿重霞は湯ゆ吞のみ茶ぢや碗わんを持ったまま絶句していたが、やおら茶碗を置くと唇を震ふるわせて叫さけんだ。

「あなたってひとは!!　もう我慢ならないわ！　ひとの悩みがそんなに面おも白しろいんですの!?」

「まあまあ、阿重霞」

　勝仁は腹違いの妹を宥なだめると、何事か呟いた。

「結界を張ったで、もう大丈夫じゃ。父上のことか？」

「お兄様!?」

　阿重霞は仰ぎよう天てんした。

「母上から津つ名な魅みを通して連絡があっての。何でも満月の夜におまえを迎むかえに来るそうじゃないか」

「そこまでご存じでしたの……」

　阿重霞はため息をついた。

「ちょっと前にお父様がアンシブルで直接わたくしにコンタクトを取って来たんですわ。どうしても一回帰って来こいってきかないんですの。お父様の魂こん胆たんは分かってます。結婚前のわたくしが天地様と一緒に暮らしているのがどうしてもお気に召めさないんですわ。そんな時にうっかり帰ったりしたらもう二度とここに戻って来れないじゃありませんか。わたくしもお父様の肚はらは分かっておりますから何度も何度もお断り申し上げたのに、あんまり強ごう引いんなものですからつい、意地になってしまって……」

「美み砂さ樹き殿も母上も盛り上がっておってな。おまえのお手並み拝見したいそうじゃ」

「お母様ったら！」

　阿重霞は眉を寄せた。

　母、美砂樹が父を執とり成なしてくれるだろうという虫のいい望みが潰ついえたのである。

「一体どんな話をしたんじゃ？」

　勝仁は内心ふき出しそうになっていたが、表情は崩くずさなかった。

「わたくし、かぐや姫の話をしたんですの。満月の夜にお父様が樹雷の全艦隊を率ひきいて迎えにいらっしゃるならお話を聞いて差し上げますって」

「ほう……竹取物語とな」

「お父様は何にもおっしゃらずにアンシブルを切っておしまいでしたの。わたくし、お父様を怒おこらせてしまったのが分かって、不安で不安で眠れませんでしたわ。そうしたら昨日近衛隊長から連絡が来て、準備万端整えり、よろしくお伝えあれって……ああ、どうしましょう！　お父様は本気ですわ。本気で艦隊を率いていらして、場合に依よっては恐おそろしいことに……」

「ふむ……」

　樹雷皇、阿あ主づ沙さの気き性しようの激はげしさはつとに知られるところである。

　一度言い出したらきかないところは皇おう宮きゆうの者なら誰もが知っている。

　意地でも全艦隊を率いて来るのは間ま違ちがいない。

　問題はこの意地の張り合いにどちらが勝利を収めるかだ。

「あさっての夜が満月ですわ。意地っ張りなお父様のことですから、わたくしが指定した日に来るのは間違いありません」

　阿重霞は新聞の切り抜きを取り出した。

　勝仁は月げつ齢れいを見ながら考えを巡めぐらしていたが、にっこり笑うと阿重霞に切り抜きを返した。

「大丈夫。その日はおまえが主役だ。かぐや姫ならかぐや姫らしく振ふる舞まえば良いだろう」

「どういうことですの？」

　阿重霞は首を傾かしげた。

「ちょっとした問題のすり替かえをするのさ。心配するな、必ずうまく行くよ」

　勝仁は声を落とし、すっかり兄の口く調ちように戻って父上撃げき退たい法ほうを伝でん授じゆし始めた。




　柾木神社から戻った阿重霞は打って変わった様子でかいがいしく家事をこなし、魎呼にまで滋じ味み溢あふるる微ほほ笑えみを向けるといった様子で、天地はまたまた不安な気持ちになった。

　何にせよ、こんなに様子が激変するというのはただ事ではない。

　魎呼はすっかり面めん食くらい、部屋の隅すみから気味悪そうに阿重霞を眺ながめていたが、天地がいなくなると早さつ速そく飛んできて根ね掘ほり葉は掘ほり聞き始めた。

　阿重霞は笑って取り合わなかった。

　国家機密ですの、と阿重霞は言い、後でちゃんとお話ししますから、と笑うのだった。

　その晩、阿重霞は夕食の席でひとつの提案を持ち出した。

　もうすぐ満月なので月見の宴うたげを開きたい、というのだ。

　魎呼と砂沙美は目め配くばせを交わし、鷲羽は澄すました顔で箸はしを動かしていた。

「月見の宴ですか。そりゃまた風ふう雅がなことですなあ。ねえ、お義と父うさん」

　既すでに一いつ杯ぱい機き嫌げんの信のぶ幸ゆきは勝仁に向かって祝杯を上げ、勝仁は素そ知しらぬ顔で酒を注つぎ足たしてやった。

「古来、この国には美しい伝統が色々あってのう、月見の宴なら美み星ほしさんや清きよ音ねさんも呼ぶがいいぞ。何なら女性陣は全員着物でどうかね？」

「かぐや姫が揃そろい踏ぶみですな。こりゃ楽しみだ」

　何にも知らない信幸は興きよう味み津しん々しんの魎呼たちにかぐや姫の話を始めて阿重霞の肝きもを冷やしたが、天地は阿重霞の顔色が一瞬変わったのを見てしまった。

「阿重霞さん、満月の夜になると何かあるんですか？」

「いいえ、雨でも降ふったらどうしようかと思いましたの」

　阿重霞の顔は明らかに別のことを語っていたが、天地は賢けん明めいにもそれ以上追及しなかった。

　月見の宴は柾木神社で催もよおされることになった。

　日が落ちて見事な満月が空に昇る頃にはすっかり宴の準備も整い、開あけ放はなたれた本殿には柾木家の全員に加えギャラクシーポリスの敏びん腕わんコンビの姿も見えた。

　女性陣は全員着物というわけではなくて、バイト先から駆かけつけたミホキヨはふだん着のままだったが、阿重霞は幾いく重えにも重なった樹雷皇家の正せい装そうを身にまとい、念入りに化粧を施ほどこして天女が舞い降りてきたようなきらびやかさだった。

「お姉様ったらお支し度たくに三時間もかかったんだよ」

　天女の縮しゆく刷さつ版ばんといったいで立ちの砂沙美もめったに袖そでを通さない正装である。

「もっと面白いカッコすりゃあいいのによ」

　魎呼は何を勘かん違ちがいしたのか、マントを羽は織おり、宇宙海賊時代のコスプレをしている。

「海賊に戻ったみたいだから逮たい捕ほしてやんなさいよ。お月見の余よ興きようぐらいにはなるでしょ」

　アカデミー時代の制服を着た鷲羽が清音に頷うなずいた。

「砂沙美ちゃん、このおダンゴどうやって食べたらいいの？」

　取り敢あえず食べ物しか目に入らない美星は山のように御ご馳ち走そうを皿に積み上げて清音の顰ひん蹙しゆくをかっている。

「遅いわねえ……」

　阿重霞は落ち着かない様子で空を見上げた。

「これだけ大騒ぎさせて来なかったりしたらわたくし、一生許しませんわよ」

　件くだんの樹雷皇が大騒ぎして来たりしない方が本当は都合がいいのだが、阿重霞の頭の中ではもう既すでに逆転しているのである。

　と、夜空の月がにわかにかき曇くもり、雲くも霞がすみのごとく大艦隊が出現した。

「お兄様っ」

　阿重霞は思わず腰を浮かし、隣に座っていた砂沙美の手を握にぎり締しめた。

「あれ？　お父様の船？」

　数千隻せきの艦隊は見る見るうちに近づいて来て、ひときわ大きな旗き艦かんを先頭に、柾木神社上空に静止した。

　妙たえなる楽がくの音ねとともに瑞ずい雲うんたなびくきざはしが現れ、柾木神社の境けい内だいに達する。

　と、旗艦の船底が開き、ひときわ豪ごう奢しやな衣装を纏まとった男が現れた。

　男は二人の妻を引き連れ、大勢の貴人を従したがえてゆっくりときざはしを降りてくる。

「樹……雷皇……!!」

　天地は大艦隊の威い容ように息を吞のんだ。

「お父様、お母様!!」

　砂沙美は慌あわてて靴を履はくと、大喜びで両親に駆け寄った。

「いきなりどうしたの？　一緒にお月見するの？」

「元気そうね、砂沙美。お姉様から何も聞いてないの？」

　美砂樹と船ふな穂ほは砂沙美の上に屈かがみ込こみ、襟えり元もとを直してやったりリボンを結び直したりしてつい昨日会ったばかりのような和なごやかさである。

「今日は宴うたげに来たのではないのだ」

　樹雷皇は重々しく言い、本殿の前まで来ると阿重霞に向かって頷いてみせた。

「さあ、約束どおり迎えに来たぞ。あれに控ひかえおるは樹雷の全艦隊、一人たりとも欠けておらぬ。阿重霞よ、おまえも約束どおり樹雷に戻るのだな」

「お父様、よくいらっしゃいました」

　阿重霞は優ゆう雅がに一礼し、顔を上げて上かみ座ざを指し示した。

「立ち話も何でございます。どうぞお上がり下さいませ」

「いや、ここで結構じゃ」

　樹雷皇は頑がん固こな顔で首を振った。

「おまえがうんと言うまでわしはここを動くまい」

「それではわたくしの立場というものがございません。逃げも隠れも致いたしませんからどうぞ、お上がりになって下さいな。お話を伺うかがいながら一いつ献こん差し上げたく存じます」

「あなた、他の方が困ってらっしゃるわよ。じゃ、阿重霞ちゃん、失礼して……」

　美砂樹は船穂と一緒にさっさと本殿に上がると、楽がく士したちに向かって手を振った。

　樹雷皇が渋しぶ々しぶ本殿に上がると再びゆるやかな演奏が始まり、境内は雅みやびな雰囲気に包まれた。

　一通り挨あい拶さつが済み、杯さかずきの応おう酬しゆうが途と切ぎれると、樹雷皇は口を開いた。

「信幸殿、天地殿、長い間不ふ肖しようの娘を預かってもらい、御おん礼れい申し上げる。樹雷皇、阿主沙は本日をもって我が娘を引き取りに参まいった」

「本当ですか!?」

　天地は思わず腰を浮かせた。

「お父様、それにつきましてはわたくしにも条件がございます。それを満みたして戴いただければ戻るに異い存ぞんはございません」

　阿重霞は一歩も引かぬ構えで樹雷皇を見返した。

「古来この国に伝わるかぐや姫の伝説にはこうございます。蓬ほう莢らいの枝、火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ごろも、燕つばめの子こ安やす貝がいを取って来た者の妻になりましょう、と。わたくしもそれに倣ならって三つの願いを叶えて戴いただきたく存じますわ」

「そんな話は聞いておらんぞ」

　樹雷皇は御ご不ふ興きようである。

「それでは戻るお話はなかったことに致しましょう」

「よしよし、その調子じゃ」

　勝仁は思わず呟き、船穂と目配せを交わした。

「その三つの願いとやらを聞きましょう」

　船穂がにこにこしながら助け舟を出した。

「ありがとうございます、お母様」

　阿重霞は背筋を伸のばし、一同を見渡した。

「ひとつはわたくしを心より笑わせてくれること。ふたつはわたくしを心より泣かせてくれること。みっつめはわたくしを心より感動させてくれること。三人の求婚者に競きそわせたかぐや姫に倣って、お父様と天地様に三つのポイントを競って戴きとうございますわ」

「それは良い考えだわ。では審しん判ぱんが入り用ね」

「美砂樹母上」

　勝仁は素早く割って入った。

「船穂母上と一緒に審判をやって戴ければ何よりかと存じます」

　美砂樹と船穂はとうに勝仁の策略を察さつし、樹雷皇の背後で微笑み交わした。

「どうでしょう、あなた？　これはなかなか見事な趣しゆ向こうですわ。父親とはいえ、無理やり連れ戻すような無ぶ粋すいな真ま似ねをなさると一生この子に嫌われましてよ。わたくしは喜んで審判をお引き受け致しますわ」

「ではわたくしもそれに倣いましょう」

　美砂樹と船穂は勝仁の思おも惑わくどおり樹雷皇の脇わきをがっちり固め、逃のがれる術すべはなさそうだった。

「わしの知らぬところで策を弄ろうしたな」

　樹雷皇は勝仁を睨にらみつけ、一瞬席をけって立つかと思われた。

「よろしい。わしが勝てば娘二人と龍りゆう皇おうを戴くぞ。遥照、おまえには帰き還かんを命ずる。天地殿には我が樹雷艦隊の士官候補から始めてもらおう。よろしいか？」

「承うけたまわりましてございます」

　勝仁は深々と頭を下げた。

「では始めようではないか」

「じっちゃん、ちょっと……」

　天地は仰ぎよう天てんしたが、阿重霞の真剣な顔を見て口を噤つぐんだ。

「ではお二人でジャンケンして下さいな」

　樹雷皇と天地が境内に下り、阿重霞を中央に向かい合うと、美砂樹が声をかけた。

「最初はグー、ジャンケンポン！」

「わしが先攻だな」

　樹雷皇は余裕の笑みを浮かべた。

「おい、一体どうなってんだ!?」

　魎呼が鷲羽の脇腹をつついた。

「いいからいいから。お喋しやべりしてると世紀の対決を見逃すわよ」

「阿重霞。これでどうじゃ？」

　樹雷皇はつかつかと阿重霞の前に歩み寄ると、いきなり十本の指を使って顔の配置を変えてしまった。

「ぶはははははっ」

　観客は笑い転げ、二人の審判も当の阿重霞も天地も笑い出したので樹雷皇の優位は明らかになった。

「では天地殿」

　美砂樹は笑いながら天地に向かって頷いた。

「阿重霞さん、ごめん！」

　天地はおずおずと阿重霞の後ろに回り、申し訳程度にくすぐった。

「やだ、天地様ったら」

　阿重霞は身を捩よじったが、さっきの爆発的な発ほつ作さに比べるといかにもパワーが落ちるのは明白である。

「阿主沙皇に１ポイント」

　二人の審判がともに扇おうぎを上げたので、ポイントは２対０になった。

「では第二関門、天地殿先攻」

「阿重霞さん、俺、実は……」

　天地は気が咎とがめながらも勝仁に授さずけられた秘策を囁ささやいた。

「う、ウソでしょ!?　天地様はそんなお方じゃないですわ！」

　阿重霞はよろめいた。

「イヤ……天地様がそんな……」

　阿重霞の瞳にみるみる涙が盛り上がり、頰を伝って流れ落ちた。

「聞こえねーぞ！」

　外野から声がかかった。

「天地、おめー何て言ったんだ!?」

　船穂と美砂樹は顔を見み交かわした。

「天地殿。審判に聞こえるようにもう一度お願いしますわ」

「ダメですよ！　とても言えません」

　天地は慌てて手を振ふった。

「著いちじるしい減点、もしくは失格になりますよ」

「天地様！　魎呼と出来ちゃったって、一体どういうことですの!?」

　阿重霞が叫さけんだので一同騒然となった。

「おめー、そんなデタラメ……」

　乱入しようとした魎呼のマントを鷲羽が踏ん付けたので、魎呼は頭からつんのめって本殿の床に激突した。

「天地殿、それはマコトか!?」

　樹雷皇は激げつ昂こうして剣を抜ぬき放はなち、天地に詰め寄った。

「他の女と情を通じながら我が娘にも手を出そうとは許しがたい蛮ばん行こう。いざ、尋常に勝負せい!!」

「ま、待って下さい！」

　天地は白刃をかい潜くぐり、必死で樹雷皇の腕をつかんだ。

「許せん!!　今すぐ叩き切ってくれる！」

　と、樹雷皇は急に胸を押さえ、よろめいた。

「うう……」

　その手から力無く剣が滑り落ち、樹雷皇は天地に寄りかかるようにして地面に崩れ落ちた。

「お父様!?」

　真っ青になった阿重霞が駆け寄ってきた。

「どうしたの!?　お父様、しっかりして！」

「阿重霞……」

　樹雷皇は僅わずかに目を開いた。

「わしはもうダメかもしれん。父の最後の望みを聞き届けてくれるなら、わしの遺骨は皇家の樹きの根元に……」

「そんなことおっしゃっちゃイヤですわ！」

　阿重霞の顔が涙に歪ゆがんだ。

「わたくし、樹雷皇家に戻ります。お父様が良くなるまでおそばにおりますわ。だから……」

「それはまことか？」

　樹雷皇はむっくり起き上がると、服についた土つち埃ぼこりを払った。

「では、わしの勝ちだな」

「お父様!?」

　阿重霞は土の上に座り込んだまま、呆ぼう然ぜんと樹雷皇を見上げた。

「阿主沙皇に１ポイント！」

「天地殿に１ポイント！」

　勝負はやんやの喝かつ采さいと共に３対１となった。

「では第三関門。阿主沙皇先攻」

　船穂の厳おごそかな声とともに樹雷皇は手を差し出した。

「阿重霞、驚かせて済まなかった。だがこれも皆、おまえを思うあまりの勇いさみ足あしと取ってはくれまいか。わしをこれ程意固地にさせたのは、おまえなのだ。おまえと砂沙美の姿の見えぬ皇宮は火が消えたようじゃ。おまえがここで楽しく暮らしているのは分かっているが、わしは寂さびしい。夜も眠れぬほどじゃ。夢におまえの姿を見、朝の食卓に砂沙美の姿を捜さがす、そんな日々にわしは身も心も擦すり切きれてしまった……」

　樹雷皇は不意に阿重霞を抱だき締しめると、幼おさな子ごを抱くようにその髪を撫なでた。

「一度でいい、一週間でもいい、皇家に戻ってはくれまいか？」

「お父様……」

　噓うそのつけない阿重霞は唇の震えをどうすることもできなかった。

「ごめんなさい。阿重霞は……阿重霞は悪い子ですわ。お父様がそんなに悲しんでいらしたなんて……」

「戻ると言ってくれ、阿重霞！」

　樹雷皇の声には確かに言葉以上の真実があった。

　色々言いたいことのある魎呼さえ息を吞のみ、天地は一瞬胸が詰まりそうになった。

「阿重霞さん、俺、もう降りますよ」

　天地はゆっくりと境内を横切り、縁側に腰掛けた。

「俺、最初っから勝負しようなんて思ってなかったです。阿重霞さんがここに居たい気持ちも分かるけど、一度帰ってあげたらどうですか」

「天地様!?」

　阿重霞は樹雷皇の胸の中から振り向いた。

「俺はいつでもここに居ますし、阿重霞さんも砂沙美ちゃんも、来たい時に来ればいいんですよ。樹雷皇、さっきはウソついてすみませんでした」

　天地は素直に頭を下げた。

「勝負の為ためにウソついて、俺ってバカですよね。俺……阿重霞さんも砂沙美ちゃんも大好きです。出来ればずっとここにいてほしいと思ってます。でもそれは阿重霞さんが決めることですから」

「天地様、ごめんなさい……」

　阿重霞は樹雷皇の腕を静かに擦り抜けると、天地の方には行かずに立ち止まった。

「わたくしの我がままの為にお父様にも天地様にも悲しい思いをさせてしまって……阿重霞は樹雷に戻ってもう少し大人になって参ります。ひとの心を勝負ごとで弄もてあそんだりして……謝あやまるのはわたくしの方ですわ」

　阿重霞はうつむいて唇を嚙かみ締めていたが、陰を払うように顔を上げ、にっこり微笑んだ。

「でも、待っていて下さいませね。阿重霞は必ずここに戻って参ります。天地様に相応ふさわしい女になって戻って参りますわ。だから、どうかわたくしの部屋はそのままに……」

　阿重霞の澄んだ瞳からこらえ切れないように涙がこぼれ落ちた。

「天地様、さようなら……」

「勝負あり！」

　二人の審判が声を揃そろえた。

「天地殿に１ポイント！」

　美砂樹と船穂、ともに扇が上がった。

「阿主沙皇３ポイント、天地殿３ポイント。引き分けですわね」

「美砂樹さん、俺、そんなつもりじゃ……」

「あとは審判の判定ということになりますかしら？」

　美砂樹は天地に、余計なお喋しやべりはいけませんというように片目を瞑つむってみせた。

「わしの負けだ」

　樹雷皇は渋々呟いた。

「つくづく損な役回りじゃ。国家予算の半分を使ってはるばるここまで来たというのに、目の前で娘に泣かれるとはな」

「あなた、ウソはいけませんよ」

　船穂が笑いながらクギを刺した。
















「皇家の船は別に鉱こう物ぶつ資し源げんで動いてるわけじゃありませんもの。天地殿はきっと、将来あなたを凌しのぐ名めい君くんにおなりですわ。阿重霞姫はこのままここにお預けしてよろしいかと思いますよ」

「うむ」

　樹雷皇は重々しく天地に向かって頷うなずいた。

「それでは敗者は速すみやかに消えるとしよう」

「樹雷皇！」

　天地は思わず立ち上がった。

「俺、勝ったとか思ってませんし、そんなつもりじゃありません。どうぞ、よろしければゆっくりしてって下さい」

「いやいや、良いのだよ天地殿。正々堂々と戦って負けたとあらば、諦あきらめもつこうというもの。樹雷皇を負かした男は宇宙広しといえどもそうはおらぬぞ。その勇気と真っすぐな心を失わぬよう進むが良い」

　樹雷皇は天地に近づくと、大きくて力強い手を差し出した。

「とはいえ、せっかくのお招きを受けぬ手はないな。月の宴に交まぜてもらおうか」

　満月は中天にかかり、宴は新たな客人を迎えて絶好調に達した。

　平安の都を思わせる風ふう雅がな楽がくの音ねが秋の夜を満たし、かぐや姫になり損そこねた阿重霞姫は父の横で幸せそうに微笑んでいた。

「皆さん、お騒がせ致しまして申し訳ありませんでしたわ」

「樹雷皇。結局何しに来たんだよ」

　魎呼が不満げに呟いた。

「せっかく大艦隊引き連れて来て、どうせならこいつの首に縄なわつけて連れて帰ってくれりゃいいのに」

「おや、阿重霞の親友になったと思ったら、また海賊に舞い戻ったようだな。そんなに縄がほしいか？」

「親友じゃねえよ。恋こい敵がたきだよ」

「ならば振られた同士、我が友も同じ！」

　樹雷皇は強引に魎呼を引き寄せると、大声で宣言した。

「おい、こいつの首に縄つけて連れて帰るぞ」

「あなた!?」

　美砂樹と船穂は顔を見合わせた。

「行ってこいよ、魎呼。養女になって礼れい儀ぎ作さ法ほうを教えてもらってこいよ」

「やなこった」

　魎呼は天地に言い返したが、不意に笑い出した。

「樹雷皇家を乗っ取るぞ」

「存分に暴れるが良い。我が樹雷艦隊は手ごわいぞ」

　樹雷皇は破は顔がん一いつ笑しようし、阿重霞は宴の席にふと遥はるか未来のヴィジョンを垣かい間ま見みたような錯さつ覚かくにとらわれた。

「お父様、何か悪いこと考えていらっしゃるでしょ？　わたくし、樹雷皇家の悪あしき伝統を引き継ぐつもりはございませんからね」

「かぐや姫が何人いても良いではないか」

　樹雷皇は何も気づいていない未来の後継者を見、密ひそかに笑った。







　10月１日　晴れ




　砂沙美が考えた柾木家のおべんとう！（もし、みんなが食べ物だったら？）

　天地兄ちゃん……ごはん。

　魎呼お姉ちゃん……激げき辛からカレー。

　阿重霞お姉様……ちょー高級いくら。（いくらカレーって気持ち悪いかも）

　鷲羽ちゃん……マルチビタミンタブレット。

　ミホキヨお姉ちゃん……納豆とからし。（いっつも一緒♡）

　信幸おとーさん……のり。（何でもオッケーだから）

　遥よう照しようお兄様……たくあん。（すっかり馴染んでる）

　魎りよう皇おう鬼き……にんじん。

　砂沙美……お漬つけ物もの。（ごはんといっちばん仲良し！　切っても切れない仲！　なーんちゃって♡）

　ジョージさんはもちろん、包丁人。料理の鉄人の方がいいかな？




　……でもこのおべんとう、おいしくなさそう……げろげろ～！







　12月24日　曇りのち晴れ




　ジングル・ベ～ル　ジングル・ベ～ル

　あしたは楽しいクリスマス！

　なーんて、今日砂沙美は、もうちょっとで大変なことになるところでした。

　お庭に大きなモミの木があるの。

　朝からみんなで飾かざり付けしてたんだけど、高いところは魎呼お姉ちゃんがみーんな独ひとり占じめしちゃうんだ。（だってホラ、飛んだりできるの、お姉ちゃんだけだし）

　でもてっぺんに飾る大きい星だけはどうしても砂沙美がやりたかったの。

　魎呼お姉ちゃんが抱だっこしてくれるって言ったんだけど、砂沙美、やだって言ったんだよね。

　天地兄ちゃんがでっかい脚きや立たつ持ってきて、砂沙美はどんどん上って行きました。

　途中で脚立が足りなくなっちゃって、あともうちょっと……。

　お星さま持ったまま背せ伸のびしたとたん、あっと思った時には足が滑すべってたの。

　いつか見た怖い夢みたいに真まっ逆さかさまに落ちてって……真っ暗になって……ハッと気がついたら、天地兄ちゃんが抱っこしてくれてたの。

　あ、砂沙美……生きてたんだ。

　天地兄ちゃんが助けてくれたんだ。

　気がついたら涙が出てきちゃって、砂沙美、赤ちゃんみたいに泣いちゃった。

　天地兄ちゃんは泥だらけで、にっこり笑って砂沙美のこと撫なでてくれたの。

「良かった……俺おれがちょうど下にいて」って言ったの。

　砂沙美、胸がキュンとなっちゃって、すぐ「ありがとう」って言えなかった。

　夜になって、二階の窓からモミの木のてっぺんに光ってる金色のお星さま見てたら（結局魎呼お姉ちゃんがつけてくれたんだけど）、また胸がキュンとなっちゃった。




　この幸せがずうっとずうっと続きますように。

　この幸せがずうっとずうっと続きますように。




　あした生まれる神様の赤ちゃんにお祈りしたら、なんとなく分かったような気がしたの。

　クリスマスって、神様の気持ちにいちばん近くなれる日なんだね……って。








あとがき









　天地な皆さん、はろ～ですぅ。

　世界征服から一転、ご贈ぞう答とう用詰つめ合わせセットの八冊目をお届けします。

　厳げん選せんした天てん然ねん素そ材ざい（外宇宙産含む）、厳げん重じゆうな品質管理（希望的観測及び努力含む）、グルメな舌をも満足させるバラエティ（だといいなーと思っている）。

　本当ならここに但ただし書きが入るんですが。

「品質につきましては充分注意して製造しておりますが、もしお気づきの点がありましたらお客様サービス係まで」




　何だかカミソリとか来そうなのでじょ～だんはほどほどにしておきますが、短編って、難しいんだな……というのが正直な気持ちです。

　今までの本では地球を離れたりして季節がはっきりしなかったりしたこともあって、今回の「天地」は歳さい時じ記き風にしてみました。

　実際、月刊ドラゴンマガジンに連載中ははるか先のゴールデンウィークだの、お盆ぼんだのの話を書くので「あらら？」、みたいな気がしましたが。

　柾木家を巡めぐる季節の風、感じていただけましたでしょうか。




　さて、艱かん難なん辛しん苦くに耐たえつつ人一倍まっとうな人生を歩んでいる我らが主人公、天てん地ち君にはもちろん、普通の日もあるわけです。

　普通の日……取り立てて言う程ほどのことは何もなかった日、でしょうか。

（そんな日、あるワケないだろ？　なんて天地君からツッコミが入りそうですが）

　一日ぐらいそんな日の柾木家を書いても良かったかな、と今思っています。

　だけど実際想像してみると……。




　その１　いつもと変わりない朝が来る。柾木家はまだ寝静まっているが、もうすぐ天地か砂さ沙さ美みが起きてきて、また騒そう々ぞうしい一日が始まるに違いない。二階の寝室を覗のぞくと、天地は目を閉じたままぴくりともしない。机の上に置かれた目め覚ざましの針は止まったままだ。オーディオ装置のデジタル・クロックも、タイマー運転しているはずのエアコンも。停電？　いや、電源は入っている。故障？　違う……なぜなら、エアコンの風に吹き払われたらしいメモ用紙が床上30センチのところで凍りついて……大変だ！　時間が止まっている!?




　その２　いつもと変わりない朝が来る。柾木家はまだ寝静まっているが、もうすぐ天地か砂沙美が起きてきて、また騒々しい一日が始まるに違いない。二階の寝室を覗のぞくと、砂沙美は汗びっしょりになって寝返りを打ったところだ。その気け配はいにふと阿あ重え霞かが目を開く。

「どうしたの、砂沙美？」「お姉様……砂沙美、気分が悪い……起きられない……」

　大変だ！　砂沙美ちゃんが風か邪ぜ引いた!?




　どうもろくなことがないようで……（ろくでもないのは長谷川の頭の方かも知れませんが）。

　じゃあ、こんなのは如何いかがでしょう？




　ある日の午後のことである。鷲羽ちゃんの秘書兼柾木家の料理人ジョージは台所で夕食の仕し込こみにかかっていた。栗、松まつ茸たけ、サンマ……秋の味み覚かくたっぷりのメニューである。そこにピンポ～ン、と来客を知らせるチャイムの音が。玄関に立っていた眼がん光こう鋭い男は板前スタイルである。

「やっと見つけたぜ、さすらいの料理人、ジョージ！　さあ、俺と勝負しろ！」

「おまえは……包丁の政!?」

　その夜、柾木家の人々はおいしいごはんをおなかいっぱい食べましたっと。




　いや、まあ……長谷川の家にもこんな奇き跡せきが降ふってわかないものかと思っただけなんですが。




　そんなワケで（って、どんなワケだ!?）、ジョージさん、砂沙美ちゃん、どうぞ長谷川家に遊びに来てね（あとのみなさんは岡山で仲良くお過ごし下さいな）。

　エプロン、包丁は用意しときますから……などと考えている鬼き畜ちくな長谷川なのでした。




　真夜中の仕事部屋にて。


長谷川菜穂子　　
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